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第 １ 号 

 

６月８日（火） 

 



－ 3 － 

令和３年第２回大崎町議会定例会会議録（第１号） 

 

令 和 ３ 年 ６ 月 ８ 日 

午前１０時００分開会 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第 １ 会議録署名議員の指名（１番，２番） 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 行政報告 

日程第 ４ 報告第 ２号 令和２年度大崎町一般会計繰越明許費繰越計算書の

報告について 

日程第 ５ 承認第 １号 専決処分の承認を求めることについて 

             （令和２年度大崎町一般会計補正予算（第９号）） 

日程第 ６ 承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて 

             （大崎町町税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて） 

日程第 ７ 承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて 

（大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の制定について） 

日程第 ８ 承認第 ４号 専決処分の承認を求めることについて 

（固定資産評価審査委員会委員の選任について） 

日程第 ９ 承認第 ５号 専決処分の承認を求めることについて 

（固定資産評価審査委員会委員の選任について） 

(総) 日程第１０ 議案第２３号 令和３年度大崎町一般会計補正予算（第２号） 

(総) 日程第１１ 議案第２４号 令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算 

(第１号） 

日程第１２ 議案第２５号 大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を

改正する条例の制定について 

(文) 日程第１３ 議案第２６号 大崎町町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

日程第１４ 議案第２７号 押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の

制定について 

日程第１５ 議案第２８号 大崎町と志布志市との間における曽於南部地区水利

施設管理強化事業の事務の受託について 
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日程第１６ 議案第２９号 大崎町と鹿屋市との間における曽於南部地区水利施

設管理強化事業の事務の受託について 

(特) 日程第１７ 議案第３０号 第３次大崎町総合計画について 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

１番 平 田 慎 一 ７番 吉 原 信 雄 

２番 富 重 幸 博 ８番 中 山 美 幸 

３番 稲 留 光 晴 ９番 上 原 正 一 

４番 諸 木 悦 朗 １０番 小 野 光 夫 

５番 宮 本 昭 一 １１番 児 玉 孝 德 

６番 中 倉 広 文 １２番 神 﨑 文 男 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 中 村 富士夫 

副 町 長 千 歳 史 郎 耕 地 課 長 竹 本 忠 行 

教 育 長 藤 井 光 興 建 設 課 長 時 見 和 久 

会 計管理者 西 髙 和 義 農委事務局長 相 星 永 悟 

総 務 課 長 上 橋 孝 幸 水 道 課 長 髙 田 利 郎 

企画調整課長 中 野 伸 一 教委管理課長 上 野 明 仁 

住民環境課長 岡 留 和 幸 社会教育課長 宮 本 修 一 

保健福祉課長 谷 迫 利 弘 税 務 課 長 本 松 健一郎 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 本 髙 秀 俊 

次長兼調査係長 福 永 浩 二 

議 事 係 長 上 床 就 路 

庶 務係主幹 西   ゆかり 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） これより、令和３年第２回大崎町議会定例会を開会いたします。 

これより、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（神﨑文男君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、１番、平田慎一君、及び

２番、富重幸博君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（神﨑文男君） 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

今期定例会の会期は、お手元に配付してある日程案のとおり、本日から６月２２

日まで１５日間といたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から６月２２日までの１５日間と決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 行政報告 

○議長（神﨑文男君） 日程第３「行政報告」を行います。 

これを許可します。 

○町長（東 靖弘君） 令和３年第２回大崎町議会定例会に当たり、諸般の行政報告を

いたします。 

まず、はじめに、企画調整課関係でございます。東京オリンピック事前合宿中止

について御報告いたします。本町は、台湾とトリニダードトバゴ共和国のホストタ

ウンに登録されており、東京オリンピックに向けた事前合宿を７月から受け入れる

予定で準備を進めておりました。 

まず、台湾でございますが、台湾及び日本国内の新型コロナウイルスの感染状況

を懸念され、合宿を中止したい旨の連絡がございました。 

次に、トリニダードトバゴ共和国とは、新型コロナウイルスの感染状況を含め協

議を重ねておりましたが、万が一の感染リスクや医療体制等を考慮すると、本町と

して受入れが厳しいとの判断に至り、事前合宿の中止を相手国にお伝えしたところ

でございます。 
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ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅の活用による陸上競技の聖地づく

りの大きな推進力となることを期待しておりましたが、現状ではやむを得ないとな

りましたことを御報告いたします。 

次に、建設課関係でございます。東九州自動車道志布志ＩＣから鹿屋串良ＪＣＴ

間、１９.２キロメートルは、昨年の７月豪雨災害の影響により工事の進捗に遅れ

が生じておりましたが、このたび関係各位の御努力により、令和３年７月１７日土

曜日に開通できる見込みとなりましたので御報告いたします。 

最後に、保健福祉課関係でございます。新型コロナウイルスに対するワクチン接

種について御報告いたします。本町におきましても、ワクチンの供給量に応じて国

が示しております優先順位に基づきワクチン接種を行っております。まず、６月１

日現在でワクチン接種を２回受けられた方々の進捗状況でございますが、３月下旬

から接種が始まった医療従事者の接種者数は１４１名で、接種率は８０％となって

おります。また、５月６日から接種が始まった高齢者施設等の入所者及び従事者の

接種者数は１３０名で、接種率は２３％となっております。 

次に、接種券の配送状況でございますが、接種券は６５歳以上の方に対しまして、

３回に分けて発送しております。１回目は、よりリスクの高い７５歳以上の方を４

月２７日に、２回目は、６９歳から７４歳の方を５月１８日に郵送いたしました。

３回目となる６５歳から６８歳の方を５月３１日に郵送予定でございましたが、大

崎郵便局内でコロナウイルス感染者が確認されたことを受け、大崎郵便局での発送

業務が困難となったため、急遽６月１日から、自治公民館や宅配事業者の御協力を

得て発送いたしました。なお、６４歳以下の方につきましては、６５歳以上の方の

進捗状況を見ながら案内周知をしていく予定でございます。 

次に、予約受付についてでございますが、インターネットでの受付を５月１日か

ら、電話での受付を５月６日から開始しております。６９歳以上の方を対象とした

６月１日現在の受付状況でございますが、発送総数は３,７９０人に対しまして２,

９６６人の申し込みを受け付けており、申し込み率は７８.３％でございます。 

次に、ワクチンの供給状況でございますが、６月中には６５歳以上の方全員が２

回接種できる量が確保される見込みでございます。 

続きまして、接種方法でございますが、本町におきましては、個別接種から開始

いたしまして、その後、個別接種と集団接種の併用という形で進めていく計画でご

ざいます。町内の医療機関では、５月１７日から個別接種を開始しておりますが、

集団接種につきましては、１回目を中央公民館で６月２６日、２７日、及び７月１

１日の三日間実施し、野方改善センターで７月４日に実施する計画でございます。 

次に、曽於医師会立有明病院の閉院について御報告いたします。５月２６日付の
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文書で、曽於医師会立有明病院は本年９月３１日をもって閉院し、曽於医師会立病

院へ吸収合併する旨の報告がありました。有明病院は、平成９年１２月１日に、国

立療養所志布志病院から経営移譲を受けて運営をしてきておりますが、医療ニーズ

の変化、在宅医療の増加や人口減少などにより入院・外来患者ともに減少傾向にあ

ることと、５０年以上経過している建物や施設設備の老朽化等の現状を鑑みて経営

状況は厳しい状況が続いてきています。医師会においても、病棟縮小や外来診療の

みとした場合の経営のシミュレーションなど、継続の可能性を模索してきたようで

すが、結果、今後の医療提供を継続することは困難ということになったようでござ

います。職員については、医師会立病院をはじめ、他の共同利用施設への異動を含

め、本人の意向に沿うように丁寧に対応すること、患者については、本人や家族の

意向を伺いながら今後のことを進めていくということでございます。 

以上で、報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これで、行政報告は終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 報告第２号 令和２年度大崎町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いて 

○議長（神﨑文男君） 日程第４、報告第２号「令和２年度大崎町一般会計繰越明許費

繰越計算書の報告について」を議題といたします。 

町長より報告を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 本案は、新型コロナウイルス感染症対策事業など１４の事業に

係るものでございます。これらは、令和２年度大崎町一般会計補正予算（第７号）

及び（第８号）で議決をいただいております繰越明許費のほか、令和３年３月３１

日付で専決処分いたしました一般会計補正予算（第９号）の繰越明許費について、

地方自治法施行令１４６条第２項の規定により、令和２年度大崎町一般会計繰越明

許費繰越計算書を報告するものでございます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたしますので、２枚目の繰越明許費繰

越計算書をお願いいたします。 

この報告第２号は、ただいま町長から説明がございましたとおり、令和２年度内

に事業が完了しないことから、令和３年度に繰り越すことを報告するものでござい

ます。 

まず、款２総務費、項１総務管理費、新型コロナウイルス感染症対策事業でござ

いますが、翌年度繰越額は１,０７８万７,０００円でございます。本事業は、公共

施設に係るトイレ自動水洗化事業でございますが、災害復旧事業等の影響に伴い、
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人手不足や資材の調達等に期間を要するため、翌年度に繰り越すものでございます。

項３戸籍住民基本台帳費、戸籍法の一部を改正する法律に向けた戸籍情報システム

改修作業、及び、次の戸籍附票システム改修作業でございますが、翌年度繰越額は

それぞれ１４９万６,０００円と４９２万８,０００円でございます。本事業は、受

託業者の所在地が緊急事態宣言地域にあったため、本町への移動が困難になり、改

修作業に遅れが生じているため繰り越すものでございます。 

款４衛生費、項１保健衛生費、新型コロナウイルスワクチン接種事業でございま

すが、翌年度繰越額は３,８６９万１,０００円でございます。本事業は、国の第３

次補正予算関連事業であり、準備から実施まで期間を要することから繰り越すもの

でございます。項２清掃費、災害等廃棄物処理事業の翌年度繰越額は２２０万７,

０００円でございます。本事業は、７月豪雨災害に伴う被災住宅の自主解体補助で

ございますが、災害復旧事業等の影響に伴い、解体を行う事業者の人で不足等によ

り事業が遅れているため繰り越すものでございます。 

款５農林水産業費、項１農業費、ポストコロナ農業生産体制革新プログラム事業

でございますが、翌年度繰越額は１,９８６万７,０００円でございます。本事業は、

国の第３次補正予算関連事業であり、準備から実施まで期間を要するため繰り越す

ものでございます。次の、新型コロナウイルス感染症対策事業の翌年度繰越額は２

０３万５,０００円でございます。本事業は、菱田農村環境改善センターのトイレ

洋式化事業でございますが、こちらにつきましても災害復旧事業等の影響に伴い、

人手不足や資材の調達等に期間を要するため繰り越すものでございます。次の農地

耕作条件改善事業でございますが、翌年度繰越額は１,２８１万円でございます。

本事業は国の補助金を活用した事業でございますが、農地等の災害復旧事業の影響

により事業の進捗に遅れが生じているため、繰り越すものでございます。 

款６商工費、項１商工費、新型コロナウイルス感染症対策事業でございますが、

翌年度繰越額は３,６６３万円でございます。本事業は、くにの松原キャンプ場内

のトイレ洋式化工事及びプレミアム商品券発行事業でございます。いずれも、国の

地方創生臨時交付金を有効活用するために、繰り越して実施するものでございます。 

款９教育費、項２小学校費及び項３中学校費、新型コロナウイルス感染症対策事

業でございますが、翌年度繰越額はそれぞれ５２０万円と１２０万円でございます。

いずれも、国の第３次補正予算に伴う事業でございますが、切れ目なく感染予防対

策を講じるため、繰り越して実施するものでございます。次の項５保健体育費の新

型コロナウイルス感染症対策事業の翌年度繰越額は２９３万７,０００円でござい

ます。本事業は、総合体育館のトイレの洋式化及びトレーニング室の換気扇設置に

伴う工事費でございますが、災害復旧事業等の影響もあり、施工に期間を要するこ
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とから翌年度に繰り越すものでございます。 

款１０災害復旧費、項１農林水産業施設災害復旧費及び項２公共土木施設災害復

旧費は、いずれも昨年の７月豪雨による災害復旧事業でございますが、翌年度繰越

額はそれぞれ１億４,７６４万７,０００円と２億４,１１４万４,０００円でござい

ます。国の災害査定に期間を要したことや、災害件数も多く、人手不足等により事

業の進捗に遅れが生じているため、翌年度へ繰り越すものでございます。 

以上で、報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これで報告は終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて 

            （令和２年度大崎町一般会計補正予算（第９号）） 

○議長（神﨑文男君） 日程第５、承認第１号「専決処分の承認を求めることについて

（令和２年度大崎町一般会計補正予算（第９号））」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。令和２年度大崎町一般会計補正予算（第９

号）は、地方自治法第１７９条第１項の規定により、３月３１日付で専決処分いた

しましたので、同条第３項の規定により報告するものでございますが、歳入歳出予

算の総額から４,００６万円を減額し、歳入歳出予算の総額を１４６億３,８３１万

６,０００円にするものでございます。 

補正の主なものは、地方消費税交付金、国庫支出金、県支出金、繰入金及び寄附

金等が確定したことによる財源調整でございます。 

よろしく御審議賜り、御承認くださいますようお願い申し上げます。なお、詳細

につきましては、担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。今回の補正は、事務事業実

施に係る国・県支出金や地方債などの特定財源の確定に伴う財源変更が主なもので

ございますので、それ以外の主な部分について御説明いたします。 

それでは、歳出から御説明いたしますので、補正予算書の１５ページをお願いい

たします。 

款２総務費、項３戸籍住民基本台帳費、目１戸籍住民基本台帳費２２３万円の減

は、通知カード・個人番号カード関連事務交付金の実績に基づく減でございます。 

１７ページをお願いいたします。款４衛生費、項２清掃費、目１し尿塵芥処理費

４０５万７,０００円の減は、昨年の７月豪雨により被災した住宅に係る自主解体

補助金を、実績見込みにより減額するものでございます。 

１８ページをお願いいたします。款５農林水産業費、項２林業費、目１林業振興
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費は、森林環境譲与税を活用した事業の執行実績に伴う事業費の調整が主なもので

ございます。 

款６商工費、目２商工業振興費２,４００万８,０００円の減は、ふるさと納税寄

附金及びふるさと納税促進事業の実績に伴う調整でございますが、このうち、主な

ものは、節７報償費、ふるさと納税謝礼７,７９９万６,０００円の減と、節１１役

務費のうち、事務に係る手数料１億６,０３０万円の減、節１２委託料、ふるさと

納税ＰＲ業務委託料５,５５６万８,０００円の減のほか、節２４積立金２億７,１

９２万６,０００円は、寄附金の確定に伴うふるさと応援基金積立金の増でござい

ます。なお、令和２年度のふるさと納税の実績でございますが、寄附件数は３５万

１８９件、金額は４９億８,１０１万４,０００円でございます。目４新型コロナウ

イルス感染症対策事業費８８０万３,０００円の減の主なものは、実績に伴い、節

１８負担金，補助及び交付金の説明欄にございます２つの補助金を減額するもので

ございます。 

１９ページをお願いいたします。款７土木費、項５住宅費、目３特定優良賃貸住

宅管理費１１７万３,０００円は、事業費の確定に伴う地域優良賃貸住宅基金積立

金の増でございます。 

これで歳出の説明を終わりまして、次に歳入について御説明いたしますので、９

ページをお願いいたします。 

款２地方譲与税から、次の１０ページの一番下にございます款１２交通安全対策

特別交付金までは、各種譲与税や交付金の額が確定したことに伴い補正をするもの

でございます。 

１１ページをお願いいたします。款１４使用料及び手数料、項１使用料、目４土

木使用料１０３万９,０００円は、シャルム文化通りの入居等に伴う住宅使用料の

増でございます。 

款１５国庫支出金から款１６県支出金までは、それぞれ説明欄に記載してござい

ます負担金や補助金などを、事業費の確定や国・県の決定に基づきそれぞれ増減す

るものでございますが、そのうち、款１５国庫支出金、項１国庫負担金、目３災害

復旧費国庫負担金７,２４８万８,０００円は、公共土木施設災害復旧費負担金でご

ざいますが、昨年の７月豪雨災害が激甚災害に指定され、国庫負担金の嵩上げがな

されたことから増額するものでございます。 

次に、１３ページをお願いいたしまして、下のほうになりますが、款１８寄附金、

目１一般寄附金２,２９８万６,０００円の減は、ふるさと納税寄附金を実績に伴い

減額するものでございます。 

１４ページをお願いいたします。款１９繰入金、目１財政調整基金繰入金５,２
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６５万円の減と、目７減債基金繰入金１億円の減は、財源の調整でございます。 

款２２町債は、合計で４,９８４万７,０００円の減でございますが、説明欄にご

ざいます各事業の実績等に伴い地方債の借入額が決定したことにより、それぞれ増

減するものでございます。 

以上で、歳入の説明をおわります。 

次に、６ページをお願いいたします。第２表繰越明許費補正でございます。(１)

変更でございますが、款４衛生費、項１保健衛生費、新型コロナウイルスワクチン

接種事業の補正でございます。これは、ワクチン接種体制の確保を図るための事業

でございますが、事業費の確定見込みにより、補正後の額に減額するものでござい

ます。 

次に、項２清掃費は、７月豪雨で被災した住宅を解体する際の廃棄物処理費を助

成するための災害等廃棄物処理事業でございますが、確定見込みにより、補正後の

額に減額するものでございます。 

次に、款１０災害復旧費は、農林水産業施設と公共土木施設に係る災害復旧費で

ございますが、それぞれ復旧工事費等の増減が見込まれることから、補正後の額に

補正するものでございます。 

次に、第３表地方債補正でございます。(１)変更でございますが、これは起債の

目的欄の現年発生補助災害復旧事業及び減収補填債の限度額を、事業費の確定等に

基づく同意見込みにより、補正前の額から補正後の額に変更するものでございます。

なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、ご覧いただきたいと思いま

す。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何かありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております承認第１号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第１号「専決処分の承認を求めることについて（令和２年度

大崎町一般会計補正予算（第９号））」は、承認することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第１号「専決処分の承認を求めることについて（令和２年度大崎町

一般会計補正予算（第９号））」は承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて 

            （大崎町町税条例の一部を改正する条例の制定について） 

○議長（神﨑文男君） 日程第６、承認第２号「専決処分の承認を求めることについて

（大崎町町税条例の一部を改正する条例の制定について）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、地方税法等の一部改正に伴いまし

て、町税条例の一部を改正するものであります。 

改正する内容といたしましては、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う固定資

産税の負担調整措置等と個人町民税における住宅借入金等特別税額控除の特例等が

主なものでございます。 

なお、今回の改正につきましては、地方自治法第１７９条第１項の規定によりま

して、令和３年３月３１日をもって専決処分いたしましたので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求めるものでございます。 

よろしく御審議賜り、御承認くださいますようお願い申し上げます。なお、詳細

につきましては、担当課長が説明いたします。 

○税務課長（本松健一郎君） それでは、大崎町町税条例の一部を改正する条例の制定

について御説明いたします。今回の主な内容は、先ほど町長の方からありましたと

おり、新型コロナウイルス感染症等の影響に伴う上位法の地方税法の一部の改正を

もとに、固定資産税、土地の部になりますが、負担調整措置と軽自動車税に係る環

境性能割の税率を１％分軽減する臨時的軽減の適用期間９か月延長をする改正、及

び、内閣が制定する地方税法施行令の一部を改正する政令により、法律で定めてい

ない一部を補う事項等を整備するものでございます。 

お配りの条例案の１１ページの次にあります新旧対照表（第１条）による改正に

ついて説明させていただきます。 
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１ページをご覧ください。条例第２４条第２項は、内閣が制定する地方税法施行

令の一部を改正する政令により、個人町民税の非課税の範囲について、扶養親族の

解釈のところで「年齢１６歳未満の者及び控除対象扶養親族に限る」と、より具体

的に明記され、その内容を準用し整備を行うものでございます。本町の状況を申し

上げますと、昨年のデータになりますが、令和２年６月１日現在、人口１万２,８

９７名で、世帯数６,７４７世帯、このうち、非課税世帯で判断をされた世帯につ

きましては２,９２３世帯、率にして４３.３２％でございます。今の現状で申し上

げると、令和３年４月１日現在が６,７０１世帯でございますので、単純にこの世

帯で率で掛けますと、２,９００世帯ほどが非課税世帯で判定される見込みという

ところでございます。今現在６月１日で確定をしたところですが、今、分析作業中

でございまして、概算で説明させていただきます。１６歳未満の人数につきまして

は、１,４９８名でございます。 

続きまして、その次から４ページまでの第３４条の７、寄付金税額控除ですが、

上位法の所得税法第７８条等の一部改正に伴い、寄附金控除について、その対象と

なる公益の増進に著しく寄与する法人の主たる目的である業務に関連する寄附金か

ら、出資に関する業務に充てられることが明らかな寄附金を除外することが詳細に

明記されたことで整備を行うものでございます。町内の今現在、法人等におきまし

て、寄附金実績は、今現在確認はされておりません。ないということでございます。 

続きまして、４ページの下段をご覧ください。第３６条の３の２から、７ページ

の第５３条の９第４項までは、上位法の地方税法第３１７条の３の２から第３２８

条の９までの一部改正をもとに、給与所得者の扶養親族申告書、公的年金等受給者

の扶養親族申告書及び退職所得申告書について、これらの申告書の提出の際に経由

すべきものが、電磁的方法によるこれらの申告書に記載すべき事項の提供を適性に

受けられることができる措置を講じていることと、一定の要件を満たす場合には、

これらの申告書に記載すべき事項を電磁的方法により提出することができるとする

措置をもとに整備を行うものでございます。これも昨年のデータでございます。電

子データで給与報告でいただいている分が、全体数が４,７３６件中、２,５４３名

分でございました。今年度の申告時期に、これが４００名ほど増えまして２,９４

３件ということで増えております。青色申告につきましては、一昨年の分でいきま

すと４０３件分中１０２件が電子申告でございましたが、今回は２３９件というこ

とで、１３０件ほど増えている状況でございます。 

続きまして、７ページの下段から８ページをご覧いただきたいと思います。第８

１条の４、環境性能割の税率は、上位法の地方税法第４５１条の一部改正をもとに

条文の整備を行うものでございます。本町の実績を申し上げますと、令和２年４月
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１日から令和３年３月３１日までの１年間、乗り換え等で車の登録台数が１,０２

９台、これに環境性能割で課税が掛けられた分が、うち９９台でございます。税額

にしまして１８１万９,６００円ということで実績が出ているようでございます。

その次の第１４２条の入湯税関係につきましては、名称の変更による改正でござい

ます。 

８ページ中ほどの附則第３条の４は、先ほど御説明させていただきました本則第

２４条第２項と同様、内閣が制定する地方税法施行令の一部を改正する政令により、

個人町民税の非課税の範囲について、扶養親族の解釈のところで「年齢１６歳未満

の者及び控除対象扶養親族に限る」と、より具体的に明記されたことにより整備す

るものでございます。 

続きまして、９ページをご覧いただきたいと思います。附則第５条の２の２の特

定一般用医薬品等購入費を支払った場合の医療費控除の特例でございますが、上位

法の地方税法附則第４条の４の一部改正の適用期間が、令和９年度までと延長され

たことによりまして、個人の県民税及び町民税を延長することに伴い条文の整備を

行うものでございます。特定一般用医薬品等購入費につきましては、昨年度の説明

でもいたしましたセルフメディケーション税制の制定によるものでございまして、

本町では今のところは実績がございません。通常の医療費の控除でいきますと、一

昨年が３８２件、今回、今年度の申告では３８３件ということで実績が出ているよ

うでございます。 

次の附則第８条の２第３項から、１１ページ同条第１８項までの附則第１５条第

２項第１項等の条例で定める割合は、というところでございますが、上位法の地方

税法附則第１５条関係の一部改正による条ずれ等が原因でございまして、項番を整

備するものでございます。 

続きまして、１１ページの中ほどの附則第８条の４の、平成３０年７月豪雨に係

る固定資産の特例の適用を受けようとする者がすべき申告等についてでございます。

平成３０年７月豪雨により免失し、または損壊した家屋の敷地の用に供されていた

土地で平成３０年度分の固定資産税について、住宅用地に係る課税標準の特例措置

の適用を受けた者のうち、家屋または構築物の敷地の用に供されている土地以外の

土地の全部または一部について、令和３年度または令和４年度に係る賦課期日にお

いて住宅用地として使用することができないと町長が認める場合に限り、当該土地

を住宅用地と見なして固定資産税の課税標準の特例等の地方税法の規定を適用する

ことから、条文等の整備を行うものでございます。この平成３０年７月豪雨につき

ましては、本町については今のところ適用はございません。 

続きまして、１３ページの下段から、附則第９条の土地に対して課する令和３年
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度から令和５年度までの各年度分の固定資産税の特例に関する用語の意義から、１

９ページの上段、附則第１３条の２、特別土地保有税の課税の特例まででございま

すが、上位法の地方税法附則第１７条関係の一部改正により、令和３年度の固定資

産税の評価替えに伴い、土地に係る令和３年度から令和５年度までの各年度分の固

定資産税の負担について調整措置を講じることから、それぞれの用途に合わせ条文

の整備をするものでございます。ご存じのとおり、令和３年度につきましては、負

担調整措置によりまして前年度の税額の据え置きということで対応しております。 

続きまして、１９ページの附則第１３条の２の第２項、軽自動車税の環境性能割

の賦課徴収の特例から、２３ページの附則第１４条の１、軽自動車税の種別割の賦

課徴収の特例まででございますが、上位法の地方税法附則第２９条及び第３０条関

係の一部改正によりまして、令和元年１０月１日から令和３年３月３１日までの期

間、取得した自家用の三輪以上の軽自動車であって、譲与のものに係る環境性能割

の非課税措置及び税率の特例措置の適用期間を令和３年１２月３１日まで延長する

ことから、条文の整備を行うものでございます。環境性能割が始まりましたのが、

令和元年１０月１日から、法改正に伴いまして始まっているわけですが、４段階の

税率が設定されております。非課税車両１％、２％、３％ということでなっており

ますが、これがそれぞれ１％ずつ軽減されるのが、今年の１２月３１日まで延長さ

れたということでございます。ですので、おのずと１％のところは非課税枠に入る

と、２％の車両が１％になり、３％課税のところが２％になるということでござい

ます。 

続きまして、２３ページの附則第１８条の「東日本大震災に係る固定資産税の特

例の適用を受けようとする者がすべき申告等は」については、上位法の地方税法附

則第５６条関係の一部改正によりまして、固定資産税の課税標準の特例措置等の地

方税法の規定を適用する特例措置について、その適用期間を令和８年度まで延長す

ることから条文の整備を行うものでございます。本町においては、こちらのほうは

該当はございません。 

続きまして、２４ページの附則第２２条第２項新型コロナウイルス感染症等に係

る住宅借入金等特別税額控除の特例は、については、上位法の地方税法附則第６１

条関係の一部改正によりまして新型コロナウイルス感染症等の影響で住宅借入金等

特別税額控除について、一定の場合に適用期間を令和１７年度分の個人の県民税及

び町民税まで延長する措置を講じることから条文の整備を行うものでございます。

一昨年の申告の実績から申し上げますと、２０９件が住宅取得控除の件数でござい

ましたが、今年度におきましては２１６件ということで、件数は増えております。 

続きまして、条例案の２４ページの中ほどから、新旧対照表（２条）による改正
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について御説明をさせていただきます。 

２４ページの第４８条第９項、法人の町民税の申告納付から、２６ページの第５

０条第４項、法人の町民税に係る不足額の納付手続までについてでございますが、

地方税法第３２１条関係の一部改正に伴いまして、給与所得に係る特別徴収税額を

特別徴収の方法により徴収する旨の通知について、特定特別徴収義務者の申出があ

る場合には、当該通知に代えて電磁的方法により通知事項を提供しなければならな

いこととし、当該提供が行われた場合は、当該通知が行われたものと見なす措置を

講ずることになることから条文の整備を行うものでございます。現在、法人関係で

いきますと、電子申告で、５０８件のうち、４０５件が電子申告されているようで、

率にしまして約８割ということでございます。 

２６ページの第５２条第３項、法人の町民税に係る納期限の延長の場合の延滞金

から、２８ページの附則第３条の３第２項、納期限の延長に係る延滞金の特例まで

についてでございますが、地方税法３２１条の４及び同法附則第８条等の一部改正

に伴いまして、地方税共通納税システム等の対象税目の拡大等により所要の措置を

講じることから条文の整備を行うものでございます。 

以上で、新旧対照表による条例改正の説明を終わりまして、次に、今回改正によ

る施行期日等について御説明いたしますので、条例案９ページの上段をご覧いただ

きたいと思います。附則の第１条でございますが、この条例は、令和３年４月１日

から施行し、第１項第１号以降は、それぞれの経過措置等でございます。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何かありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております承認第２号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 
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これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第２号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町町税

条例の一部を改正する条例の制定について）」は、承認することに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第２号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町町税条例の

一部を改正する条例の制定について）」は承認することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて 

            （大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に

ついて） 

○議長（神﨑文男君） 日程第７、承認第３号「専決処分の承認を求めることについて

（大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）」を議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、地方税法の一部改正に伴いまして、

国民健康保険税条例の一部を改正するものであります。 

改正する内容としましては、軽減措置に係る軽減判定基礎控除額の見直しと、世

帯内に給与所得者が２名以上いる世帯の救済措置等に係る課税限度額の見直しでご

ざいます。 

なお、今回の改正につきましては、地方自治法第１７９条第１項の規定によりま

して、令和３年３月３１日をもって専決処分いたしましたので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求めるものでございます。 

よろしく御審議賜り、御承認くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては、担当課長が説明いたします。 

○税務課長（本松健一郎君） それでは、大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例の制定について説明をさせていただきます。 

今回の改正は、平成３０年度地方税法及び国民健康保険法施行令の一部改正に伴

い、個人所得課税の見直しにより、令和３年度から給与所得控除及び公的年金等控

除から基礎控除へ１０万円が振り替えられることから、国民健康保険税の負担水準

に与える影響に不利益が生じないように、国民健康保険税の応益割、いわゆる均等

割と平等割ですが、こちらのほうに軽減措置の判定基準となる金額を改正する必要

があることから国民健康保険税条例の条文を整備するものでございます。 
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条例案の次にあります新旧対照表で御説明させていただきますので、新旧対照表

をご覧いただきたいと思います。アンダーラインの部分でございます。 

１ページをご覧ください。第２３条第１項は、７割軽減判定基準においての一部

改正で、軽減判定所得の算定における基礎控除額相当分の基準額を、現行の３３万

円から４３万円に引き上げるとともに、２名以上の世帯で一定額以上の所得がある

人数から１を引いた数に１０万円を乗じた額を加算する内容で判定基準を改めるも

のでございます。 

次に、３ページをご覧いただきたいと思います。第２３条第２項は、５割軽減判

定基準においての一部改正でございます。軽減判定所得の算定時における基礎控除

額相当分の基準額を、現行の３３万円から４３万円に引き上げるとともに、２名以

上の世帯で被保険者１人につき、算定する基礎額２８万５,０００円を加えて、世

帯の一定額以上の所得がある人数から１を引いた数に１０万円を乗じた額を加算す

る内容で判定基準を改めるものでございます。 

次に、５ページをご覧ください。第２３条第３項は、２割軽減判定基準において

の一部改正でございます。軽減判定所得の算定における基礎控除額相当分の基準額

を、現行の３３万円から４３万円に引き上げるとともに、２名以上の世帯で被保険

者１人につき、算定する基礎額５２万円を加えて、世帯の一定額以上の所得がある

人数から１を引いた数に１０万円を乗じた額を加算する内容で判定基準を改めるも

のでございます。 

６ページをご覧いただきたいと思います。附則第２条の公的年金等に係る所得に

係る国民健康保険税の課税の特例は、上位法の所得税法の一部改正に伴い条文を整

備するものでございます。 

以上で、新旧対照表による条例改正の説明を終わりまして、次に、今回改正によ

る施行期日等について御説明いたしますので、条例案の下のほうをご覧いただきた

いと思います。附則の第１項でございますが、この条例は、令和３年１月１日から

施行し、第２項は、改正前、改正後それぞれの適用区分について規定するものでご

ざいます。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております承認第３号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり
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ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第３号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町国民

健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）」は、承認することに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第３号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例の制定について）」は承認することに決定いたしま

した。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 承認第４号 専決処分の承認を求めることについて 

            （固定資産評価審査委員会委員の選任について） 

○議長（神﨑文男君） 日程第８、承認第４号「専決処分の承認を求めることについて

（固定資産評価審査委員会委員の選任について）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、令和３年３月３１日に任期を満了

しております固定資産評価審査委員会委員につきまして、令和３年４月１日に、引

き続き同委員に再任することを専決処分いたしましたので、地方自治法第１７９条

第３項の規定により報告し、議会の承認を求めるものでございます。 

承認第４号の濱口博氏の住所は、大崎町菱田２６５２番地５、正坂集落で、昭和

２３年７月２７日生まれの７２歳でございます。氏は、平成２３年３月に株式会社

ジャパンファームを退職され、その後、菱田小学校評議員や菱田公民館の役員を歴

任されるなど、本町の青少年育成や地域発展に御尽力いただいており、平成２４年

４月からは、３期９年、固定資産評価審査委員会委員も務めていただいており、経

験も豊富であるため適任者であると考えております。人格識見ともに高く、固定資

産評価審査委員会委員として適任と思われますので、よろしく御審議賜り、御承認
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くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何かありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております承認第４号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第４号「専決処分の承認を求めることについて（固定資産評

価審査委員会委員の選任について）」、承認することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第４号「専決処分の承認を求めることについて（固定資産評価審査

委員会委員の選任について）」は承認することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第９ 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて 

            （固定資産評価審査委員会委員の選任について） 

○議長（神﨑文男君） 日程第９、承認第５号「専決処分の承認を求めることについて

（固定資産評価審査委員会委員の選任について）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、承認第４号と同様、令和３年３月

３１日に任期を満了しております固定資産評価審査委員会委員につきまして、令和

３年４月１日に、引き続き同委員に再任することと専決処分いたしましたので、地

方自治法第１７９条第３項の規定により報告し、議会の承認を求めるものでござい

ます。 

承認第５号の今宮信雄氏の住所は、大崎町持留９１１番地４中持留集落で、昭和
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２７年１１月１９日生まれの６８歳でございます。昭和５０年７月１日に大崎町の

職員に採用された後、高齢者対策課長、社会教育課長、住民課長、教育委員会管理

課長、議会事務局長を歴任し、平成２５年３月に定年退職され、令和元年７月から

固定資産評価審査委員会委員を務めていただいており、長年培われた公務員として

の知識や経験があり、固定資産評価審査委員会委員として適任であると考えます。

人格識見ともに高く、固定資産評価審査委員会委員として適任と思われますので、

よろしく御審議賜り御承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております承認第５号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第５号「専決処分の承認を求めることについて（固定資産評

価審査委員会委員の選任について）」、承認することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第５号「専決処分の承認を求めることについて（固定資産評価審査

委員会委員の選任について）」は承認することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１０ 議案第２３号 令和３年度大崎町一般会計補正予算（第２号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第１０、議案第２３号「令和３年度大崎町一般会計補正予

算（第２号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ
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れぞれ１,９２６万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１０５億１,７２

６万６,０００円にするものでございます。 

歳出の主なものは、大崎町畜産施設整備支援事業補助金、新型コロナウイルス感

染症対策事業に係る経費などでございます。歳入は、国庫支出金、諸収入の増が主

なものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

まず、歳出の主なものにつきまして御説明いたしますので、補正予算書の７ペー

ジをお願いいたします。 

款２総務費、項１総務管理費、目１０企画費２１０万円は、一般財団法人自治総

合センターが宝くじの社会貢献広報事業として行うコミュニティ助成事業でござい

ますが、仮宿下自治公民館が交付決定を受けたことから補正をお願いするものでご

ざいます。 

款３民生費、目３新型コロナウイルス感染症対策事業費は、新型コロナウイルス

感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に支給する子育て世帯生

活支援特別給付金事業に係るものでございます。節１報酬から節８旅費につきまし

ては、会計年度任用職員の人件費及び職員の時間外勤務手当でございます。 

次の８ページをお願いいたします。節１８負担金，補助及び交付金は、対象児童

１人当たり５万円を支給する子育て世帯生活支援特別給付金１,０３０万円と、当

該事務に係る総合行政システムの改修負担金１５万６,０００円でございます。 

款５農林水産業費、目９畜産業費３２０万円は、畜産農家の規模拡大に伴う施設

整備等を支援する大崎町畜産施設整備支援事業補助金を申請見込みにより補正する

ものでございます。 

次に、款７土木費でございます。現在、町営住宅として管理しております旭ヶ丘

町営住宅でございますが、このたび、入居要件を緩和し利用促進を図るため、普通

財産に移管し管理することとしております。今回、新たに目６賃貸住宅管理費を設

け、関連経費を目２町営住宅管理費から組み替えるとともに、節１０需用費で住宅

の空き部屋に係る修繕料１８９万円をお願いするものでございます。 

款８消防費、目２非常備消防費７３万２,０００円は、７名の消防団員の退団に

伴う消防団員退団慰労金補助金でございます。 

９ページをお願いいたします。款９教育費、項２小学校費の１１万４,０００円

と、次の項３中学校費の１万９,０００円は、学校環境衛生基準の改正による空気

環境検査の検査項目の追加に伴う検査手数料の増でございます。 
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以上で、歳出の説明をおわります。 

次に、歳入でございますが、６ページをお願いいたします。 

款１４使用料及び手数料、目４土木使用料６７万５,０００円の減は、旭ヶ丘町

営住宅の用途変更に伴い、住宅使用料を減額するものでございます。 

款１５国庫支出金、目２民生費国庫補助金１,１１１万７,０００円は、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を踏まえ、生活困窮者の自立支援に関する必要な機能強化

を図るための事業交付金と事務費交付金でございます。 

款１７財産収入、目１財産貸付収入１１２万円は、旭ヶ丘町営住宅を普通財産に

移管することに伴い、建物貸付料を増額するものでございます。 

款２０繰越金、目１繰越金５６０万円は、財源の調整によるものでございます。 

款２１諸収入、目１雑入２１０万円は、コミュニティ助成事業に係る助成金でご

ざいます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○８番（中山美幸君） 何点かお伺いしようと思いましたけど、今、課長のほうで答弁

をいただきましたので、１点だけ質問させていただきます。民生費のところでござ

いますが、款３で、新しく今回提出されました子育て世帯生活支援特別給付金、こ

れについて若干お伺いしますが、これの基準日が令和３年３月３１日だったという

ふうに理解しております。本町に住所があった部分だというふうに理解しておりま

すが、その後、転勤等、異動等により、それ以降に移動された場合、重複の受給だ

とか、受給漏れだとか、そういったものの対応に対する措置はどのように成されて

いるかということが、まず１点。 

次が、この交付要項の中で、令和３年１月以降、コロナによって生活困窮に陥っ

た場合、非課税世帯と見なされるような困窮になった場合の措置の仕方。これは、

本町ではどういった措置をしているのか。その把握の仕方についてお示しをいただ

きたい。 

○町長（東 靖弘君） ただいま２点ほど御質問をいただきましたので、それぞれ担当

課長のほうからの答弁とさせていただきます。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

まず、基準日以降に移動があったものの対応ということでよろしいでしょうか。

基準日が３月３１日でございまして、その後、移動の方についても、資格としては

本町で資格がございますので、追跡して支給していくことになろうかと思います。

それ以降の転入の場合については、転入元と、また照会をいたしまして二重の交付

がないように対応するということになります。 
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それから、生活困窮に至ったところの判断なんですけれども、これについては申

請主義でございまして、令和３年の１月から３月の間に収入が激減した場合につい

ては、本人の申請で、任意の一月分の収入をもとに１２か月分、つまり１年分の収

入を出して、その分を判断して住民税の非課税に準ずる所得になるかというのを判

断して、支給をするか、しないかの判断をいたします。 

以上でございます。 

○８番（中山美幸君） 令和３年の１月から３月までのコロナに対する給与等の減額も

ろもろあった場合の生活困窮に陥っている状況が見受けられる場合、それは申請方

式と、今、課長申されましたけども、これは、ほかの市町村でも申請方式と、行政

のほうから連絡を差し上げて、そういったものをする方法というようなのを取って

いるところもあるようですね。本町はなぜ申請方式を取っているのか。これは、ど

ういうふうにしてこの制度が、国のこの支給の制度があるよということを、そうい

った方々、住民の方々にどういうふうな説明をするのか。そして、これは５月末を

もって支給がされてないといけないというような目標値もあったと思います。国の

ほうも、かなり遅れていると思いますが、いろんな大臣等の通達等も遅れてきてい

ると思いますけども、しかし、本筋では５月３１日までに交付を終了しないといけ

ないというようなことが私は前提としてあったと思います。そこら辺の考え方から

しますと、非常に困っている方々は、自主申告ですよというのは、これはきついん

じゃないかなと思います。そういった広報活動といいましょうか、そういった住民

に対する通知はどのようになされるつもりですか、お伺いします。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

この子育て世帯生活支援特別給付金につきましては、町が給付する分と県が給付

する分とございます。まず、ひとり親世帯に対しては、現在、児童扶養手当を受給

している人に対して支給が完了しております。それ以外の、その他の世帯の分につ

いては、本町が実施者になるわけですけれども、この分については、まだ時期が今

後ということですので、今後、周知広報なりに、ホームページ等で周知していって、

令和３年度の住民税が確定する６月になって、非課税の世帯についてはこちらから

勧奨の通知を行います。その後、生活困窮者については、国の要項においても申請

主義ということで載っておりますので、それに準じて対応していこうと考えており

ます。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） どうしても、やはり申請主義をということをおっしゃっている

んですね。私、それはまずいんじゃないかなと思いますよ。コロナで非常に苦労し

ていらっしゃる方は多いんですよ。その中で、自分で申請してくださいというのは
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どうなんですか。やはり、行政としては、サービス業ですよ、そこら辺をもっとＰ

Ｒして、ＰＲといいましょうか、住民の方々に連絡をしていただいて、そういった

困っている方がいらっしゃったら申請してくださいね、届けてくださいねというよ

うな方法まで持っていくことが私は住民サービスじゃないのかなというふうに理解

しているんですけれども、もうちょっと、そこら辺を考えていただきたいなという

ふうに申し上げたいと思います。 

それと、今、ホームページ等でという話がございましたけども、コロナ関連の接

種の申し込みについても非常に時間がかかっているじゃないですか、電話にしても。

私が聞いたところでは、三日間、親子で電話をしましたけど電話は通じませんでし

たと、４日目にやっと通じましたと、そういった申請の仕方、これだって一緒です

よ。もうちょっと住民に寄り添った考え方というのを示していただけませんか、い

かがですか。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） 御指摘ありがとうございます。 

今後また、周知についても十分実施してまいります。ありがとうございます。 

以上です。 

○議長（神﨑文男君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第２３号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第２４号 令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算 

（第１号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第１１、議案第２４号「令和３年度大崎町介護保険事業特

別会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出

それぞれ４,５４９万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１９億５,５９

２万６,０００円とするものでございます。 

補正の主なものは、令和２年度の介護給付費国庫負担金等の精算に伴います補正

増でございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 
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○保健福祉課長（谷迫利弘君） それでは、御説明いたします。補正予算書の６ページ、

７ページをお開きください。 

はじめに、７ページの歳出から御説明いたします。 

款６諸支出金、目２償還金、節２２償還金，利子及び割引料４,５４９万３,００

０円の増額は、令和２年度分の介護給付費確定によります精算に伴う介護給付費負

担金や、地域支援事業交付金等の国及び県からの超過交付分を返還するものでござ

います。 

次に、６ページの歳入を御説明いたします。 

款７繰越金、目１繰越金４,５４９万３,０００円の増額は、令和２年度分の介護

給付費等の確定に伴って生じた償還金の財源として補正するものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何かありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第２４号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第２５号 大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正

する条例の制定について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１２、議案第２５号「大崎町介護保険条例の一部を改正

する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、地方税法の一部改正に伴い、大崎町介護保険条例の一部を改正する条例

の一部を改正するものでございます。 

改正の内容は、地方税法における延滞金等の割合等の見直し等に伴い、用語の見

直しが行われたことから整理を行うものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） それでは、御説明いたします。 

今回の改正は、ただいま町長の提案理由にありましたように、上位法になります

所得税法等の改正と同時に地方税法の改正も行われたことによりまして、地方税に

おける延滞金等の割合等の見直しが行われたところでございます。具体的には、国
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税の改正に合わせて特例基準割合の引き下げが行われ、特例基準割合の用語自体も

見直しが行われました。本条例においても延滞金の割合を、その特例を含め、地方

税法における延滞金と同様に定めておりますことから、文言の整理による改正でご

ざいます。 

改正の内容につきましては、新旧対照表により御説明いたしますので、議案書の

２枚目をお開きください。 

改正箇所につきましては、アンダーラインを引いてお示ししてございます。附則

第４項は延滞金の割合の特例の規定となりますが、アンダーラインにございます現

行のところの「特例基準割合」を、改正案のところにございます「延滞金特例基準

割合」に改めるとともに、必要な文言の整理を行うものでございます。 

議案書にお戻りください。 

附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第２５号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２５号「大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の一部

を改正する条例の制定について」は原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２５号「大崎町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正
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する条例の制定について」は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 議案第２６号 大崎町町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１３、議案第２６号「大崎町町営住宅の設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、平成２０年３月に鹿児島県から無償譲渡を受けました旭ヶ丘町営住宅を

普通財産賃貸住宅として管理することに伴いまして、町営住宅の設置及び管理に関

する条例の一部を改正するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○建設課長（時見和久君） 御説明いたします。 

ただいま町長の提案理由の説明でもございましたとおり、平成２０年３月に鹿児

島県から無償譲渡を受けました旭ヶ丘町営住宅を普通財産貸付住宅として管理する

ことに伴いまして、条例の一部の改正をお願いするものでございます。 

それでは、内容について御説明いたします。２枚目の新旧対照表をご覧ください。 

大崎町町営住宅の設置及び管理に関する条例の別表から「旭ヶ丘町営住宅」を削

除するものでございます。 

改正理由といたしまして、旭ヶ丘住宅は、昭和５３年に建設され、４３年が経過

しております。住宅は、現在、１２戸のうち２世帯のみの入居となっておりますこ

とから、普通財産貸付住宅に変更し、入居者の資格要件を緩和し活用を図りたいと

考えております。 

議案書にお戻りください。 

附則といたしまして、この条例は、令和３年７月１日から施行するものとしてお

ります。 

以上で説明を終わります。よろしく御審議くださるようお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○８番（中山美幸君） ちょっとお伺いしますが、現在、建設課のほうで管理をされて

おりまして、住宅としてみていらっしゃったものを普通財産のほうに移行されると

いうことの説明がございました。これを普通財産のほうに移行してすることのメリ

ットはどういったものがあるのか。 

それとですね、先ほどの予算書の中で、課長のほうで土木費の賃貸住宅管理費、
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これについても、これ関連がございますのでお伺いしておきますが、金額は上がっ

ているんですね。これ、新しい目で設けてございまして、組み替えをしたというこ

となんですが、町営住宅管理費、それから目６の賃貸住宅管理費、これについての

予算、これの差がかなり大きくなっています。これはどういった意味合いがあるの

か。今から改修をして、住民の方々が使えるような方法を取っていくということな

のか。そういったところについてお示しをいただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） ２点ほどの御質問がありました。それぞれ担当課長のほうで答

弁させていただきます。 

○建設課長（時見和久君） それでは、まず、町営住宅から普通財産に移行した場合の

メリットということになりますけども、今現在、町営住宅の入居条件としまして、

配偶者があり、また、その入る方々の年齢が３５歳未満というような条件がござい

ますことから、入居したいという方がいろいろ来られるんですけれども、その中に

は独り世帯とかそういう方なんかもいらっしゃるんですけれども、空いているけど

入居することができないということが今現在でもありますので、これを普通財産に

することでそういう条件がなくなるということで、また、今現在、そのまま残して、

誰も住んでいないと、１２戸ある中で２戸しか入っていないということで、それよ

りも１２戸すべて入ってもらって活用を図りたいということであります。 

それと、先ほどの目が１つ増えて、金額がということなんですけれども、これに

つきましては、修繕費につきましては、長く入居されてないことから、中を確認し

たところ、大分清掃が必要ということで、修繕費の中にクリーニング代とか、入り

口のドアが開かなくなっていることから、その修繕とかを組んでおります。その件

で金額がちょっと増えているということになります。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） そうした場合に、この住宅を管財のほうに移管された場合に、

現在は２万５,０００円という料金設定がしてございますようですが、そうした場

合の料金の設定、そういったものはどのようにされるつもりなのか。いろんな住民

の方々が入って来られるような状況をつくりたいという思惑もあろうかと思います

けれども、そこら辺の料金の設定の仕方、そういったものについて、再度お示しを

いただきたいと思います。 

○建設課長（時見和久君） 今現在の料金については、２万５,０００円となっており

ます。今後、普通財産になることで、今、想定しているところで１万６,０００円

に改定を考えております。 

○議長（神﨑文男君） ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第２６号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、文教経済常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１４ 議案第２７号 押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定

について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１４、議案第２７号「押印の見直しに伴う関係条例の整

備に関する条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、新型コロナウイルス感染症への対応が求められる中、本町におきまして

も、署名規制、押印及び対面窓口の見直しを行った結果、町民サービス及び行政サ

ービスの効果的及び効率的な提供に資するため、大崎町固定資産評価審査委員会条

例のほか、合計４つの条例について押印を廃止することとし、それぞれの条例につ

いて所要の改正を行うものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

本町では、新型コロナウイルス感染症への対応が求められる中、令和２年１０月

から、内閣府が示す地方公共団体における押印見直しマニュアルにのっとり署名押

印についての見直しを行ってまいりました。その中で、条例の本則中または様式に

押印を求める規定がある条例について検討した結果、今回上程する４つの条例につ

いて、必要な改正を行うものでございます。 

それでは、今回の改正点につきまして御説明いたしますので、新旧対照表の１ペ

ージをお願いいたします。 

押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例第１条は、大崎町固定資産評価

審査委員会条例の一部改正でございます。表の右側が現行、左側が改正案で、アン

ダーラインの箇所が改正部分でございます。第４条第４項は、審査申出人が固定資

産評価審査委員会へ申立を行う際に申出書に押印を求める規定でございますが、行

政サービスの観点から、これを廃止するもので、第４項の廃止に伴い、第５項、第

６項をそれぞれ第４項、第５項へ繰り上げるものでございます。 

次に、第８条第５項でございますが、これは委員会が関係者に求める口頭審議に

代えて提出を求める口述書について、提出者への押印を求める規定を廃止するもの
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でございます。 

なお、第７条第３項、次の２ページをお願いいたしまして、第８条第８項、第９

条第２項及び第１２条第２項につきましては、審査の手続で必要となる書類に署名

及び押印を求めておりましたが、押印を廃止し、署名のみとするものでございます。 

続きまして、３ページをお願いいたします。第２条の大崎町職員の服務の宣誓に

関する条例、第３条の大崎町火入れに関する条例及び、４ページの第４条大崎町立

学校職員の服務の宣誓に関する条例につきましては、それぞれの様式において申請

人及び宣誓者の押印を求めていたものを廃止するものでございます。 

なお、改正後の条例は、公布の日から施行することとしております。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第２７号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２７号「押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例

の制定について」は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２７号「押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定

について」は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 議案第２８号 大崎町と志布志市との間における曽於南部地区水利施設

管理強化事業の事務の受託について 
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日程第１６ 議案第２９号 大崎町と鹿屋市との間における曽於南部地区水利施設管

理強化事業の事務の受託について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１５、議案第２８号「大崎町と志布志市との間における

曽於南部地区水利施設管理強化事業の事務の受託について」、日程第１６、議案第

２９号「大崎町と鹿屋市との間における曽於南部地区水利施設管理強化事業の事務

の受託について」以上、２件を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 議案第２８号と議案第２９号は、関連がございますので一括し

て御説明いたします。 

本案は、大崎町と志布志市並びに大崎町と鹿屋市との間で規約を定め、曽於南部

地区水利施設管理強化事業の事務の一部を大崎町が受託することについて、地方自

治法第２５２条の１４第３項において準用する同法第２５２条の２の２第３項の規

定により議会の議決を求めるものでございます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○耕地課長（竹本忠行君） それでは、御説明いたします。議案第２８号及び議案第２

９号について御説明を申し上げます。 

まず、議案第２８号について御説明いたします。本案は、国営造成事業及び県営

造成事業で整備されました曽於南部地区を対象としまして実施いたします水利施設

管理強化事業の事務の委託について、志布志市との協議により新たに規約を定める

ものでございます。 

本地区は、平成２９年４月から国営造成施設管理体制整備促進事業を導入し、大

崎町が志布志市と鹿屋市から事務委託を受けて代表事務を行っております。この国

営造成施設管理体制整備促進事業のうち、強化支援費について、令和３年度に、国

により新たに創設された水利施設管理強化事業に移行することとなったことにより、

その代表事務について新たに協議を行い、規約を定める必要があるところでござい

ます。この水利施設管理強化事業の代表事務につきましては、引き続き大崎町本町

が行いたいと考えておりますが、この場合、地方自治法に定めるところにより当該

業務の受委託について、それぞれの市、町の議会の議決を得て契約を締結する必要

があります。そこで、当該事務委託に係る取り決めといたしまして、規約を制定す

るものであります。 

関連土地改良区といたしましては、曽於南部土地改良区となります。受益面積は

４,０００ヘクタール、受益農家数は５,６６８戸で、施設といたしましては幹線導

水路、揚水機場、管理棟、ファームポンド１５箇所、調整池１箇所となっておりま

す。事業の目的としましては、水利施設管理強化事業で国庫を導入し施設の役割に
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応じた支援を行い、農業水利施設の有する多面的な機能の適正な発揮を図ることと

しております。 

規約について御説明いたします。次のページの規約をご覧ください。 

まず、第１条、目的としまして、曽於南部地区水利施設管理強化事業に関する事

務の一部を、地方自治法の定めるところにより志布志市が大崎町に委託し、大崎町

はこれを受託する内容のものでございます。第２条は、委託事務について規定した

ものでございます。第３条、第４条は、それぞれの経費の負担方法及び予算の繰越

等について規定したものでございます。 

附則といたしまして、この規約は、議決の日から施行し、令和３年４月１日に遡

及して適用するものでございます。 

次に、議案第２９号でございますが、ただいま議案第２８号で御説明いたしまし

た相手方の志布志市が鹿屋市に変わるもので、事業目的、委託業務事務等につきま

しては同じ内容でございます。 

なお、志布志市においては議案第２８号と、鹿屋市においては議案第２９号と同

じ内容の案件を、本６月定例会に上程しているところでございます。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。まず、議案第２８号「大崎町と志布

志市との間における曽於南部地区水利施設管理強化事業の事務の受託について」、

何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第２９号「大崎町と鹿屋市との間における曽於南部地区水利施設管理

強化事業の事務の受託について」、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第２８号及び議案第２９号は、

会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２８号「大崎町と志布志市との間における曽於南部地区水

利施設管理強化事業の事務の受託について」は可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２８号「大崎町と志布志市との間における曽於南部地区水利施設

管理強化事業の事務の受託について」は可決されました。 

次に、議案第２９号「大崎町と鹿屋市との間における曽於南部地区水利施設管理

強化事業の事務の受託について」、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第２９号「大崎町と鹿屋市との間における曽於南部地区水利

施設管理強化事業の事務の受託について」は可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２９号「大崎町と鹿屋市との間における曽於南部地区水利施設管

理強化事業の事務の受託について」は可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 議案第３０号 第３次大崎町総合計画について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１７、議案第３０号「第３次大崎町総合計画について」

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、第２次大崎町総合計画が令和２年度をもって期間満了となったことを受

けまして、大崎町総合計画策定条例第４条に基づき、持続可能な大崎町を実現して

いくための新たな指針として、基本構想等を定めようとするものであります。 

当計画は、ＳＤＧｓ目標年である２０３０年の大崎町の姿を目指すことから、計

画期間は令和３年度から令和１１年度までの９年間としております。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 
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○企画調整課長（中野伸一君） それでは、第３次大崎町総合計画案について御説明い

たします。 

まず、総合計画案を策定するまでの経緯について御説明いたします。昨年の４月

から策定方法の検討・協議に入りまして、住民の皆様への意見聴取のため、中学生、

企業、住民に対するアンケートを実施してまいりました。さらに、公募した委員に

よる持続可能なまちづくり会議を開催し、２０３０年に目指すべき大崎町の将来像

を御提言いただいております。また、行政内部における計画案策定の実務といたし

まして、若手職員による提案、係長級以上の職員によるプロジェクト提案、課長級

による計画案の検討・作成を行いました。そして、審議会による御審議、それから

３月議会会期中の議員の皆様への説明、また、その際に出された御意見を反映させ

た計画案を、再度その後の審議会にお諮りし、４月に審議会としての意見書が付い

た答申案をいただいたところでございます。そして、今回の計画案の上程となって

おります。 

それでは、計画案の構成について簡単に御説明いたします。計画案の３ページを

ご覧いただきたいと思います。 

町長の提案理由でもございましたとおり、２０３０年を目標年次とした持続可能

な大崎町を実現していくための新たな指針としておりまして、２０３０年の大崎町

の姿、まちづくりの基本理念、優先的に達成すべき重点目標からなる基本構想と横

断的な取組である重点プロジェクト、各課の個別施策からなる基本計画の２つの層

から成り立っております。基本構想につきましては、持続可能なまちづくり条例を

基本理念に据えること、人口減少に対応した計画づくりとすることとしておりまし

て、２０３０年の大崎町の姿を「まち・ひと・しごと世界の未来をつくる循環のま

ち」として描いております。 

基本計画につきましては、前期計画を２０２４年度までの４年間、後期計画を２

０２５年度から２０２９年度までの５年間としておりまして、前期計画期間の最終

年度には、進捗状況や社会情勢等を考慮いたしまして必要な見直しを行うものとし

ております。 

重点目標を、「仕事・経済」「人口減少対策」「教育・子育て」「まちづくり」

の４つの分野に設定し、それぞれを達成するための横断的な取組を重点プロジェク

トとして位置付け、重要業績評価指標を設定し、今後の進捗管理を行うこととして

おります。なお、本来、行政が担っております義務的な事業等については、今回の

計画案には記載されておりません。 

以上で説明を終わります。よろしく御審議賜りますようお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何かありませんか。 



 

－ 36 － 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ここでお諮りします。 

ただいま議題となっております議案第３０号は、議長を除く１１人の委員で構成

する第３次大崎町総合計画審査特別委員会を設置し、これに付託して、審査いたし

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 異議なしと認めます。 

よって、１１人の委員で構成する第３次大崎町総合計画審査特別委員会を設置し、

これに付託して審査することに決定いたしました。 

これより、特別委員会の委員長及び副委員長の互選をしていただきます。委員会

条令第８条第２項の規定により、特別委員会の委員長及び副委員長は特別委員会に

おいて互選することになっております。さらに、同条例第９条第１項の規定により、

委員長及び副委員長がともにいないときは、議長が委員会招集日時及び場所を定め

て、その互選を行わせることになっておりますので、これより特別委員会の委員長

及び副委員長の互選を議員控え室でしていただきます。 

これより、暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時４５分 

再開 午前１１時４９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

ただいま特別委員会において互選されました委員長及び副委員長の氏名を報告い

たします。委員長に、１１番、児玉孝德君、副委員長に、７番、吉原信雄君が選任

されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。お疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時５１分 
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６月１５日（火） 

 



－ 41 － 

令和３年第２回大崎町議会定例会会議録（第２号） 

 

令和３年６月１５日 

午前１０時００分開議 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名（３番，４番） 

日程第２ 一般質問 

日程第３ 議案第３１号 ２災８３５号田中橋橋梁災害復旧工事請負契約の締結

について 

日程第４ 議案第３２号 ２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（下部工１工区）

請負契約の締結について 

日程第５ 議案第３３号 ２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（下部工２工区）

請負契約の締結について 

日程第６ 議案第３４号 中山第二水源地調整槽築造工事請負契約の締結につい

て 

日程第７ 議案第３５号 小型動力ポンプ付積載車購入契約の締結について 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

１番 平 田 慎 一 ７番 吉 原 信 雄 

２番 富 重 幸 博 ８番 中 山 美 幸 

３番 稲 留 光 晴 ９番 上 原 正 一 

４番 諸 木 悦 朗 １０番 小 野 光 夫 

５番 宮 本 昭 一 １１番 児 玉 孝 德 

６番 中 倉 広 文 １２番 神 﨑 文 男 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 中 村 富士夫 

副 町 長 千 歳 史 郎 耕 地 課 長 竹 本 忠 行 

教 育 長 藤 井 光 興 建 設 課 長 時 見 和 久 

会 計管理者 西 髙 和 義 農委事務局長 相 星 永 悟 

総 務 課 長 上 橋 孝 幸 水 道 課 長 髙 田 利 郎 
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企画調整課長 中 野 伸 一 教委管理課長 上 野 明 仁 

住民環境課長 岡 留 和 幸 社会教育課長 宮 本 修 一 

保健福祉課長 谷 迫 利 弘 税 務 課 長 本 松 健一郎 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 本 髙 秀 俊 

次長兼調査係長 福 永 浩 二 

議 事 係 長 上 床 就 路 

庶 務係主幹 西   ゆかり 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） これより、本日の会を開き、直ちに会議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（神﨑文男君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、３番、稲留光晴君、及び

４番、諸木悦朗君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 一般質問 

○議長（神﨑文男君） 日程第２「一般質問」を行います。 

一般質問は、通告順により許可いたします。まず、１１番、児玉孝德君の質問を

許可します。 

○１１番（児玉孝德君） 皆さん、おはようございます。 

鹿児島県は５月１１日に、平年と比べて１９日早く、また１９５６年の５月１日

に次いで、これまでで２番目に早く梅雨入りしました。大規模な災害が世界各地で

続発する中、防災行政への関心が高まっています。災害発生直後の緊急援助、その

後に続く復旧・復興支援が重要であることはいうまでもありません。被害をできる

だけ予防・軽減するため、いつ起こるかわからない災害に備えて、自治体が防災対

策を強化し、住民の災害対応能力を高めることが求められています。 

そこで、今回は、防災行政について。まず、例年より早い梅雨入りで降水量が増

えていますが、このことによる危険箇所などの災害対策や避難対策などは十分かを

１回目の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） 例年より早く梅雨入りし、降水量も増えているが、対策は十分

かという御質問でございます。 

町内における危険箇所の把握及び点検につきましては、毎年、消防幹部会を通じ

まして地元消防団の方々に巡回していただき、危険箇所の報告をお願いしていると

ころであり、その他地域住民等からの情報提供も含め、おおむね把握できているも

のと認識しております。 

また、報告や連絡があった危険箇所につきましては、町内関係各課や国・県など

の関係機関へつなぎ、早急な対応が必要かつ可能な危険箇所については対策を講じ

るとともに、国などの協力が不可欠な危険箇所につきましては、関係機関へ対策を

要望しているところでございます。 

以上でございます。 
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○１１番（児玉孝德君） 危険箇所は把握していて、関係機関とも対策を講じていると

いうことですが、では、昨年の豪雨で町内多くの地域が被災しましたが、その中で

も被害の大きかった持留地区の復旧の進捗状況をお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） 昨年７月の豪雨で被災した持留地区の災害復旧の進捗状況と、

今後の豪雨の災害対策をどう進めるかとの御質問でございますが、公共土木及び農

林業施設別に進捗状況を御報告いたします。 

まず、建設課が所管する災害箇所につきましては、道路５件、河川４件の９件で

ございますが、今現在、道路２件が完成しております。その他の箇所につきまして

も、早期完成に向け、鋭意工事を進めております。 

また、県関係の道路・河川災害につきましても、７月までにはすべて工事発注を

終え、早期完成に努めるところでございます。 

次に、耕地課が所管する災害箇所につきましては、農地６件、道路・水路等の施

設６件の計１２件でございます。このうち、農地６件と道路・水路等の施設４件の

計１０件を発注し、現在、農地５件、道路・水路等の施設１件が完成しております。

残りの農地１件、道路・水路等の施設３件と、今年度工事発注を予定しております

道路・水路等の施設２件につきましても、８月までにはすべて発注し、年度内の早

期完成に向け鋭意進めております。 

次に、農林振興課が所管する災害箇所につきまして御報告いたします。令和２年

度県営治山事業で持留東地内、住宅が県道の歩道まで押し流された現場を、令和３

年２月に持留五反田地内持留小学校までの山林の崩落土砂が流出した現場を、３月

に着工しております。また、同事業で、岡別府早馬地内ガソリンスタンド周囲の山

林の崩落現場を今月からの着工を予定しております。県単治山施設修繕事業で、永

吉小野迫地内档ヶ山の後藤漬物斜面の治山施設崩壊現場を７月以降の施工を予定し

ているところでございます。 

今後の豪雨の災害対策をどう進めるかについてでございますが、ソフト面では、

治山関連の小冊子「山地災害に備える」を、危険地区の集落や町内の全小中学校の

教職員へ配付し、対象住民や児童・生徒への周知と情報共有に努めております。ま

た、災害発生時における申請方法などを広報紙へ掲載し、チラシを集落発送や自治

公民館長研修会時に配布し、周知を図っております。 

ハード面では、昨年度の被害を受け、河床の浚渫や堤防強化、排水対策、公共治

山事業を活用した土砂災害対策など、県へ要望してまいりました。本年度も、引き

続き強く要望してまいりますとともに、国・県一体となって防災・減災事業を計画

的に進めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 
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○１１番（児玉孝德君） 早急の復旧のほうを要望しておきます。 

昨年の被害の原因の１つとして、排水が詰まって水のはけ口がなくて、崖崩れが

起きたという話を伺いました。今後、排水が詰まらないような対策、また、詰まっ

ても早急な復旧ができ、災害が起きないような体制ができないか、お答えください。 

○町長（東 靖弘君） 昨年の７月の持留地区の豪雨災害につきましても、線状降水帯

による影響を受けて、非常に大きな災害が発生をしております。したがって、山の

土砂が崩れて排水路に落ちてきたり、あるいは農道の排水路であったり、あるいは

県道の排水路であったりとかそういったところでかなり排水溝に堆積しているとい

う実態は目の当たりにしておりますので、早急に、できることについては一生懸命

取り組んできたつもりでありますので、豪雨のときにはそういったことを注視しな

がら、これからも取り組んでいきたいと思っております。 

○１１番（児玉孝德君） 取り組んでいくということですが、実はですね５月２６日に、

プロパンガス協会の総会があったんですよ。例年３００人ぐらい集まって、県内一

斉に集まって、総会で、知事とかいろんな国会議員が来る会なんですけど、今年度

はですねコロナの影響で、代表理事２０人ぐらいで、あとは書面議決ということで

開催したんですけど、その報告書の中にですね事故報告がありました、最後のほう

なんですけど。この中にですね、大崎町、大雨による貯蔵施設の破壊及び容器の流

出、崖崩れ、漏えいなし、５０キロボンベ８本、２０キロボンベ１０本、１０キロ

ボンベ３本、５キロボンベ２本流出しているというのがあって、合計２３本ですね。

これは貯蔵施設が崖崩れで壊れたということで流出して、また、その販売事業所に

もすぐお伺いしたんですけど、すべて回収したということで聞いておりましたので、

これはわかっていたんですけど。その１日前の７月６日に、大雨による容器の噴出、

崖崩れで埋没、漏えい不明、５０キロボンベ１本未回収となっていました。びっく

りしました。５月２６日時点です。ちょうど、私はその総会で議長をしていたもの

ですから、後ほど専務理事にお伺いしたら、まだ回収できてないということで、実

は昨日も電話してですね、回収まだできていないんですかと聞いたんですけど、そ

したら、「まだ回収したという報告は受けていません」ということで、県のほうに

も届けてありますということだったものですから確認していただいたんですよ。そ

したら、県の消防防災課から、「まだ回収したという連絡はありません」というこ

とでした。 

これは非常に危険なことですね。土砂に埋まっていて、いつ漏れるかわからない、

漏えい不明ということでした。それでですねその業者はどこなのかということで聞

いたんです。私のほうにも報告がなかったものですから、そうしたらですね東串良

の業者でした。ですから、私、曽於地区のほうなものですから、曽於地区には報告
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がなくて、大崎町にもなかったみたいです。県のほうには届出がちゃんとしてあり

ました。業者の担当に直接電話して伺ったらですね、４月に回収しましたというこ

とでした。県の管轄のところで、県のほうには重機で掘り起こして、十分気を付け

て掘り起こしてくださいと何回もお願いをされていたということです。ですが、発

見することができなかったみたいです。そこの消費者宅ですね、空き家だったんで

すかね、東京在住の方ということで、地元の業者に自分でお願いして掘り起こして

もらって、それが４月に掘り起こされたみたいです。３メートルぐらい埋まってい

たということで、そのボンベも業者のほうにあったということで、その事業所の方

はそこに取りに行って、県にも連絡したと、その担当の方はおっしゃったんですけ

ど、そこはちょっとわからないところですね。 

実は、数年前にですね高隈地区が災害に遭って、傾斜とかすごく崩れてですね、

あそこに傾斜にガスボンベが何十本も置いてあるところが何箇所かあったみたいで

す。そこはですね志布志市の業者が納入したものですから、私のところにもですね

連絡がありました。ボンベが流されて大隅港に浮かんでいると、数十本浮かんでい

ると。双眼鏡で見て発見した、でも流木とかがれきがあって近寄れないけど、一応

ボンベは全部使用中のもので、配管から外れたらガスが全部抜けてしまうから多分

空になっているから、危険はないということでした。その後、がれきとか流木とか

取り除かれた後に回収したみたいですけど、ボンベは水に浮くんですけど、多分開

いていたから中に水が入ってきて、何本か沈んだらしいです。それも、潜水を頼ん

で回収したんですけど、二、三本はもう底の泥に埋まって回収できていないという

状況であります。しかし、ガスが入っていない、水が入ったということはガスは確

実に入っていませんので、ここは危険ではないと思います。 

しかしですね、今回のような崖崩れで埋没して、ガスが漏れるか、漏れないかわ

からないような状態のところはですね地雷と一緒ですよね、いつガスが漏れるかわ

からない。そこを知らない人が重機で掘って、ドンと爆発する。こういった危険な

ことがあるわけですから、二次災害につながります。 

今回は県の施設ということで、大崎町の管轄ではなくて知らなかったと思います

けど、こういったおそれのある危険箇所をしっかりとしたですね未然防止対策をお

願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 今、そういった実態を初めてお伺いしたところであります。危

険物でありますので、やはり所在がはっきりしているということは一番安全を確保

する上では大切だと思っております。 

持留地区で住宅が流される、空き家が土砂で県道に押し出されるという被害が昨

年７月に発生しておりますが、こういった崖下に家があるところについては十分そ
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ういった可能性がありますので、我々も、また、そういったことも十分注意しなが

ら周知もやっていきたいと思っておりますし、また、消防団等においても、いつも

災害等についての打ち合わせをやっておりますので、こういうことも発生が起こり

得るといったこともまたお知らせしていって、そういった周知といいましょうか対

応は考えていきたいと思います。 

○１１番（児玉孝德君） 今後ですねそういった事故が起きないように、しっかりと対

策をしていただきたいと思います。 

次に、多くの田んぼも被害に遭っていますね。災害が起きたのはしょうがないと

して、やっと土砂などを取り除き、田植えの準備をして、さあ植えましょうという

ときに、「土管とかが壊れて水が来ないので作れない」と言われた。もっと早く言

ってもらえたら、とのことを聞きました。復旧が遅れたのは仕方ないとしても、連

絡をもっと早くするべきじゃなかったんですか、どうでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 昨年の７月の豪雨の際に、仮宿の水利のところであります岡別

府の下にあります隧道が、中が崩落して水が行かなくなったこと、また、一昨年は

水ノ谷に、大雨で隧道の中が崩落して水が行かなかったこととか、そういったこと

があります。ただいま御意見されたものにつきましては、多分、水が来なかったと

いうのが、豪雨のときに持留川水系でそういったことが起きておりますので、そう

いったところの水利組合とどういう協議をしたのか、あるいは多面的機能の面での

中での話をどういうふうにしてきたのかということはちょっとわかりませんので、

そういったところは担当課長のほうに答弁させてもらいます。 

○耕地課長（竹本忠行君） ただいまの御質問でございますが、早く、現地のほうへ報

告するべきではないかということでございますけれども、現状をお話いたしますと、

昨年の１１月・１２月におきまして災害査定というものを、国の補助を受けるため

に受検させていただきまして、明けまして１月から入札を準備したわけでございま

すけれども、なかなか災害件数というのがやはり、５０数件ございまして、その災

害部分についての入札を行うわけでございますけれども、本町の業者数も限られて

おるところでございますけれども、入札をいたしまして、持留につきましては頭首

工部分でございますけれども、１月の入札につきましてはやはりちょっと不調でご

ざいまして、入札ができなかったと。 

それから、その結果等につきましては、地元の水利組合の組合長さんを通しまし

て、そういった説明をさせていただいて、また、次の入札につきまして準備を進め

ておりますというようなお話につきましては、こちらのほうではさせていただいた

と考えております。 

以上でございます。 



 

－ 48 － 

○１１番（児玉孝德君） それがですね、米をつくっている方には伝わっていないとこ

ろがあるんですよ。だから、そこはですね皆さんに集まっていただくとか、個別に

そういった案内を配布するとか、そういったこともできたと思うんです。 

作れなくて補償があるかもしれないんですけど、そればかりではないと思います。

作っている方はですね、販売するだけじゃなくて、子どもに送ったり、親戚にあげ

たり、それなりにされていると思います。また、自分のところの米が一番おいしい

と考えていらっしゃると思います。早く知らせていただければ、それなりの対策が

あって、知り合いから分けてもらうとか、作られていないところの田んぼを借りて

作るとか、いろんな対策があったと思います。今後ですね、こういったことのない

ようにしっかりと対策をお願いします。 

では、今後、復旧計画を作成する際には、現状復旧ではなく、同じような災害が

起きても大丈夫な設計にし、快適なまちづくりを考える必要があります。今回は、

大崎と野方の主要道路が長い間、通行止めとなりました。今後、同様な災害で通行

止めとなったときのために、大型車もスムーズに離合できるような迂回路の整備も

進める必要があると思います。その辺を踏まえたところの対策はどうでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 持留地区の災害が発生した段階では、岡別府の坂も同時に発生

しておりますので、やはり野方方向に進行するとなってくると岡別府のグリーンロ

ードから西持留のほうに行って、そこから黒石串良線の、工事中止しておりますが、

そこから野方のほうに上がっていくという迂回路の表示はしていると思っておりま

す。あとは、右側のほうをどういう形で行くかということでありますので、今回は

岡別府の坂の入口から右のほうへの迂回路はあるんですけれども、また下りて行っ

たら災害現場に行くということでありましたので、やはり迂回路が遠くなっていく

ということがあります。 

どうしても災害現場は危険性があるので、無理して通ることもしていただきたく

ありませんので、迂回路等については的確に表示してまいります。 

○１１番（児玉孝德君） それでは、今後、そういったところもしっかり対策をしてい

ただきと思います。 

それでは、５月２０日より、新しい避難情報の運用が始まりました。まず、なぜ

変更されたのか、その理由と、変更点の周知と対策ができているのかをお尋ねいた

します。 

○町長（東 靖弘君） 新しい避難情報の運用の運用が始まったが、変更に伴う対策は

できているかとのお尋ねです。 

警戒レベル４が避難指示に一本化されたことに伴い、町が住民の方に対し避難指

示を出すタイミングは、これまでの避難勧告のタイミングで出すこととなります。
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また、警戒レベル３につきましても、避難準備・高齢者等避難開始が、高齢者等避

難に変更されました。これまでの避難準備から、対象者をより明確にし、高齢者や

介助が必要な方に早めの避難を促すためのものであります。その他のほうも、危険

を感じたら自主的な避難を始める段階となります。なお、警戒レベル５につきまし

ても、これまでの災害発生情報から、災害発生にかかわらず命の危険が迫っている

ことを知らせる緊急安全確保に変更されました。高齢者等避難や避難指示などの避

難情報の発令については、命を守るということを最優先し、早めの行動を促すため

に早期発令を心がけ、空振りを恐れずに情報収集等に努めてまいりたいと思います。 

なお、このことにつきましては、既に町のホームページ等ではお知らせはしてお

りますが、６月発行の広報おおさきや集落発送等で住民の方に対してお知らせをし

てまいります。 

以上でございます。 

○１１番（児玉孝德君） 大型の強い台風が近づいたり、大雨によって河川が決壊しそ

うになったりした際にはですね避難指示を発令する必要があります。災害が発生し

そうなタイミングで初動対応をどうするかは、今後の方向性を大きく決めることに

なりかねない、極めて重要な決断の１つです。 

警戒レベル４までに必ず避難ということになっていますが、実際に河川が決壊す

る、土砂災害が起きるか、よくわからない状況のときは、避難指示を出して、町民

を避難させてもよいものかどうかですが、町長が言われましたとおり、空振りを恐

れずに早めに出すことが重要です。空振りを避難の素振りだという考えが大事だと

する専門家がいます。高校生の野球選手はですね実戦で活躍するために、甲子園に

行くため、毎日素振りを何百回も行います。そのために、空振りではなく、素振り

だという考えです。空振りの避難は無駄ではない、大切な素振りと考えるよう周知

するべきだと思います。いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） これまで、やはり災害が発生する段階で、河川が氾濫していく

んじゃないかとか、あるいは豪雨で土砂災害が発生するんじゃないかとか、そうい

ったところで発令するというところを改正前の勧告という形で考えてやっておりま

したので、ただ、来なかったらどうしょうかとかいうところを恐れていたことも事

実でありますし、しかしながら、現在の改正された現行の制度でもありますけど、

やはり、空振りでも、本当に命の安全性ということは守られるわけでありますから、

これからも、議員がおっしゃるように、空振りであるかもしれないけど、発令はや

っぱりそういう方向でやっていって、命の安全・安心を守っていくように取り組ん

でまいりたいと思います。 

○１１番（児玉孝德君） 是非、安全なうちに避難情報を出していただきたいと思いま
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す。 

では、身近な期限が迫っていると地域を限定して、例えばですね例えば自治公民

館ごとや、ある程度の地域ごとに避難指示を出すことが重要なのではと考えますが、

いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） お尋ねの、区域を絞って避難情報を出せないかとのことでござ

います。避難情報につきましては、現在、野方地区や菱田地区など、大字ごとに発

令をしております。議員さんがおっしゃるとおり、危険度合いや避難を促すための

避難情報は非常に重要なことでありますので、災害の種類や規模などの状況を見き

わめる必要がありますが、川が氾濫するおそれがありますとか、土砂崩れのおそれ

がありますなど、必要に応じてきめ細やかな情報提供に心がけていきたいと思いま

す。 

○１１番（児玉孝德君） 今後、是非ですねそういった感じで避難を呼びかけていただ

きたいと思います。 

避難と聞くと、どうしてもですね家や職場から避難所まで逃げるというようなイ

メージがありますが、場合によっては、家の中から出ずに待機するということも行

動避難の１つであるという認識を持つことも重要です。 

そこで、避難のタイミングや、どこに避難すればいいのかとか、避難の際の準備

品、これをどうすればいいのか、なかなか、いざというときには考えつかないもの

です。そこで、国土交通省が避難行動の一助となるよう提案するマイタイムライン

というのを町長は御存じだと思います。 

議長、ここで資料の配付をお願いしたいのですが、よろしいですか。 

○議長（神﨑文男君） はい。許可します。 

（資料配付） 

○１１番（児玉孝德君） それでは、マイタイムラインとはですね、今配った分は、鹿

児島市がつくっている分です。大雨や台風の接近によって川の水位が上昇したり、

土砂災害の危険性が高まったときに、自分自身が取る防災行動を時系列的に整理し、

取りまとめる行動計画表で、今配付した資料のとおり、既に鹿児島市で取り入れて

ありますが、風水害発生時に、自分自身の行動のチェックリスト、また判断のサポ

ートツールとして役立ちますので、自宅の家族構成や生活環境に合った、避難に必

要な情報、判断、行動を把握してマイタイムラインを作成し、自分の逃げ方をです

ねここに書き込む欄があります、ここにですね、右のほうにも例が載っていますの

で、ここに書いていただいて、常日頃より考えておくことが大変重要です。本町で

も採用して、かねてより町民の方に作成しておいてもらうのが大切だと思いますが、

どうでしょうか。 
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○町長（東 靖弘君） いざというときに慌てることがないように、そういったのがマ

イタイムラインの骨子になっていると理解をしております。 

マイタイムラインは、住民一人一人の防災行動計画でありますので、台風等の影

響による大雨によって河川の水位が上昇するときや土砂災害の危険性が高まったと

きなど、いつ、何をするのかを自分自身が取る標準的な防災行動を、時系列的に整

理し、自ら考え、命を守る避難行動のための一助となるものであると思います。 

あらかじめ平時に取りまとめておくことで、急な判断が迫られる災害時に、自分

自身の行動のチェックリスト、また判断のサポート手段として役立つものと思いま

す。マイタイムラインを検討作成していく中では、自宅周辺の水害や土砂災害等の

リスクを知り、どのような避難行動が必要か、また、どういうタイミングで避難す

ることがよいのかを自ら考え、さらには家族などと一緒に日常的に考えるよい機会

になると思いますので、今年度作成予定の総合防災マップの中に盛り込んでいきた

いと考えております。 

○１１番（児玉孝德君） 是非、取り入れてください。 

次に、要配慮者の避難や、避難所での対策について、まず、障がいをお持ちの方

や高齢の方など、いわゆる要配慮者の把握はできているのかお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） 要配慮者の把握につきましては、自治公民館を通じまして、御

本人の同意がある方については緊急連絡先や支援者等を記載した災害時要援護者登

録申請書兼登録台帳を提出していただいており、その登録台帳に基づき、保健福祉

課で避難行動要支援者名簿を策定していますので把握はできているところでござい

ます。 

○１１番（児玉孝德君） 把握はできているということですが、では、要配慮者のです

ね避難についてお尋ねいたします。避難の方法、手段を細かく検討し、計画されて

いるのでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 避難行動支援者の方は、災害時には迅速・的確な避難行動が取

りにくく、被災しやすいことから、地域ぐるみの支援が必要であると考えます。本

町でも、民生委員や警察、消防署、消防団などに対しまして、必要に応じて要支援

者名簿の情報提供できる体制を取っているところでございますが、災害発生時の避

難につきましては、行政や消防、警察などの支援、公助だけでなく、自分の命は自

分で守るという自助、そして自治公民館や地域、隣人などと協力し合う御近所の力

も必要不可欠であると思います。 

避難についても、避難所に行くことだけが避難ではありません。避難とは、難を

避けることです。自宅で安全が確保できる場合は在宅避難や、親戚や知人宅など安

全な場所へ避難する縁故避難など、分散避難についても事前に検討していただきた
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いと思います。 

また、全国の自治体で避難行動要支援者名簿の作成は進んでいるものの、いまだ

災害により多くの高齢者等が被害を受けており、避難の実効性の確保に課題はある

と思います。要支援者の円滑かつ迅速な避難を図る観点から、今後、災害時におけ

る要支援者に関する個別の避難計画の策定に向け検討していきたいと考えておりま

す。 

○１１番（児玉孝德君） そういった避難を援助しないといけないという方につきまし

てはですね、この人は、どこどこの誰と誰がどのようにして避難するか、先ほど示

しましたマイタイムラインとかにも記載していただいて、実効性の高い計画を立て

るように要望しておきます。 

次に、避難所での過ごし方、体調管理についてですが、昨年、避難された後です

ね具合が悪くなった、首や腕が上がらなくなったという方がいらっしゃいます。要

支援者の方はですね、その後の生活にも影響が出てくるかもしれません。その辺の

対策も考えていただきたいと思います。いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） コロナ禍の中で、避難所での感染防止対策として、昨年度、国

の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用しまして、パーティシ

ョンや段ボールベッド、体温計等を購入いたしましたので、ある程度、備蓄品は整

備できたものを考えております。 

しかしながら、災害に対する備えが万全かというと、正直、そうとも申し上げら

れません。今後も、もしものときに備え、総合的かつ計画的な資機材の整備や、食

料や水といった備蓄品などの整備に努めてまいりたいと思います。 

なお、避難所での体調管理につきましては、擦り傷や怪我などの簡易的な措置等

であれば、町の保健室等で対応は可能と思われますが、保健師等が措置できる範囲

には限界がありますので、最終的には消防署へ救急の要請や医療機関での対応にな

るかと思われます。なお、体調不良者が出た場合につきましては、開設している避

難所で一般避難所と分ける部屋が準備できる場合と、別途、避難所を新たに開設す

る方法がありますので、状況に応じて対応していきたいと考えております。 

○１１番（児玉孝德君） ある程度の対策はできているということですが、状況に応じ

て対応するという返事でした。行政が行うことは、災害への備えを行う、警報や避

難の指示、そして災害が発生したら応急活動、その後、復旧・復興となります。そ

れぞれの段階で適切な行動を取ることで、住民を災害から守ることができると思い

ます。今後も、適切な対応を要望しておきます。 

最後に、本町にも空き家が多くあります。空き家が、台風や風水害などで被災し

た場合にどうしたらいいのかということを聞かれたことがありました。例えばです
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ね、「隣の家の洗濯物が干してあるおろしのところのトタン屋根が飛んだんだけど、

バッタンバッタンするけど、人ん家やからちょっと触れない」とかですね、「庭木

が家のほうに倒れてきて、勝手に切れないんだけど、どうしたらいいのか」という

ことでした。こういった場合の対策があるのかお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） 空き家が被災した場合の対応策についての御質問でございます。

あくまでも個人の資産である以上、現在のところ、決め手となる対応策を本町とし

ては持ち合わせていないところでございます。 

ただし、被災した住宅が道路等に倒壊し通行の支障となる場合には、管理者によ

る撤去も考えられますが、個人資産の取扱いは非常に難しい現状でございます。な

お、一般的な空き家等対策といたしましては、住民の皆様からの情報、相談をもと

に、実態調査、所有者等の特定を行い、適正な管理を促す助言指導を行うこととな

っております。 

御質問の、被災した空き家への対応につきましても、それぞれの状況により実態

が異なることから、その都度の判断とならざるをえないと考えております。 

○１１番（児玉孝德君） 隣の方を知っているようなところは親戚とかいろんなところ

でですね連絡を取って対策もできると思うんですけど、そういうのもわからないと

ころもあると思います。そういったところはですね、町のほうでも、是非検討して

対策をしていただくよう要望しておきます。 

次の質問は、少子化問題についてですが、昨年１２月から今年１月にかけて、多

くの国で出生数が急減しました。いまや、人口１４億の中国でも少子化が問題とな

っております。一人っ子政策から二人っ子政策になって、それでも人口減少が続き、

最近では３人までの政策が始まっています。 

国内でも、昨年生まれた赤ちゃんの数が約８４万人となり、過去最少を更新しま

した。また、最近の急激な少子化の原因の１つに、新型コロナウイルス感染症があ

ります。新型コロナ患者が多い病院に行って出産することに不安を感じる方が多か

ったり、収入が減少して不安を感じたりしたからだとされています。また、２０１

０年の半ばくらいですかね、お一人様ブームが始まったとされていますが、新型コ

ロナウイルスで多くの人々が１人の時間をいかに楽しむかを考えるようになったこ

とで、第２次ブームが到来したと言われています。お一人様の増加は少子化という

難題につながっています。日本は既に超高齢化社会となっており、２０４０年の高

齢者の人口は３,９００万人に達する、そして２０４０年の独身者の人口は４,６０

０万人となり、総人口の約５割が独身になるという試算をする方もいます。 

そこで、本町も、第３次大崎町総合計画でも示されています少子化をくい止める

ため、安心して子育てができるまちにならないといけません。子育てしやすいまち
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とは、自治体の子育て支援サービスの充実、病院や公園など、生活環境、教育環境

が整っているかどうかだと思います。 

そこで、子どもを安心して育てられる環境が本町では整っているのかお尋ねいた

します。 

○町長（東 靖弘君） 子どもを安心して育てられる環境が整っているかとの質問でご

ざいます。 

現在、国において制度化されているものといたしまして、出産まで無料で受けら

れる１４回の妊婦健診をはじめ、児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当など

の手当に関します制度や、幼児教育・保育の無償化など様々な事業を実施しており

ます。 

また、本町が実施しております施策といたしましては、子育て施策として出産祝

い品を配付いたします赤ちゃんギフト支給事業をはじめ、ブックスタート事業、チ

ャイルドシート無料貸出、子ども医療費の１８歳までの無料化、不妊治療費の助成、

学校給食費の助成、中学校入学時３万円の助成、リサイクル未来創生奨学金、地域

子育て支援センターの設置、子育て世代包括支援センターの設置などがございます。

このようなことから、本町の子育て環境はおおむね整っているのではないかなと認

識しております。 

○１１番（児玉孝德君） 今、町長からありましたリサイクル未来創生奨学金ですが、

これ、大変いい制度だと思います。しかしですね、その制度自体を知らない方が多

くいらっしゃいます。もっと周知しないと、と言われました。制度の周知はどのよ

うにされていますか。 

○町長（東 靖弘君） この制度を発案したのは、教育委員会と連携しながら考えてま

いりましたので、その制度の周知等につきましては、中学校の児童とか、あるいは

保護者への説明会とかやっておりますので、具体的なことにつきましては企画調整

課の中野課長のほうで答弁をさせていただきます。 

○企画調整課長（中野伸一君） リサイクル未来創生奨学金の周知についての御質問で

ございます。中学校とかを通じての周知もそうなんですが、今のところ、広報紙を

通じての周知が一番メインでありまして、あとは既に利用されている方の口コミで

あるとか、そのような方からの周知が主ではないかなと思っております。御指摘の、

まだまだ周知が足りないということについては、今後の反省材料として受け止めた

いと思います。ありがとうございます。 

   以上でございます。 

○１１番（児玉孝德君） この奨学金を使われるのはですね、多分、大学に入るときだ

と思うんですよ。中学校で周知してもですねそのことをよく覚えていらっしゃる方
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は別として、高校３年生とかそういった方に周知をしないといけないと思います。 

これはですね奨学金を借りて、卒業後１０年以内に大崎町に戻ってきた場合は、

元金及び利子の返済額について助成するという制度です。大変ありがたい制度です。

大崎町の人口も、帰って来る子どもが多ければ増えると思います。 

そこでですね広報紙などで周知しているということですが、「広報紙は見ない」

と言われました、尋ねられた方から。そこでですね高校３年生の家庭に、この資料

を配付する、送付するということはできませんか。 

○町長（東 靖弘君） 失礼いたしました。先ほどの中で、高校生を中学生と間違って

説明しておりましたので、その分は撤回をさせていただきたいと思います。 

周知につきましては、教育委員会の管理課のほうでの答弁とさせていただきます。 

○教育長（藤井光興君） お答えいたします。 

リサイクル奨学金の制度の保護者への理解、啓発というところだと思いますけど、

それにつきましては、教育委員会では１１月の中旬に、管内の公立高校７校、鹿屋

高校や志布志高校、曽於高校、串良商業、鹿屋工業高校、鹿屋農業、鹿屋女子高校、

７校ですね。それから、私立の高校、尚志館高校と鹿屋中央高校にお願いして、大

崎在住の高校３年生の生徒と保護者に、リサイクル奨学金の内容と説明会の案内を

配布しています。そしてまた、広報おおさき１１月号で、同じようにリサイクル奨

学金の内容と説明会の案内をして、１２月の初めに公民館のホールで説明会を行っ

ている状況です。その他、またホームページにも掲載しております。 

以上です。 

○１１番（児玉孝德君） 今後もですねそういった周知のほうを十分に行っていただき

たいと思います。 

ではですね以前質問したんですけど、子ども支援員を要望したんですけど、その

後、協議するとかですねそういうことがありましたか。検討されたんですか。 

○町長（東 靖弘君） 妊娠期から子育て期にわたるまでの様々なニーズに対して、総

合的支援、相談を提供できるワンストップ拠点として、子育て世代包括支援センタ

ーを令和元年度に開設したところでございます。また、この包括支援センターの活

用と合わせて、町の保健師や在宅の助産師が訪問して、住民のいろんな相談に対応

しておりまして、子育て環境がよりよくなるように努めているところでございます。 

以上のことから、子育て支援員の配置につきましては、保健師及び助産師が支援

員の役割を担ってもらっているところでございますので、今後も積極的に活用して

まいりたいと考えております。 

○１１番（児玉孝德君） 今や、全国、多くの自治体が独自の子育て支援策を行ってい

ます。例えば、中学校卒業時には応援金として１０万円から２０万円を交付すると
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か、園児から中学校までを対象に無料の学習塾があり、定年を迎えた教師や学生な

どがボランティアで教育を教えてくれる取組を行っているとか、妊娠したら祝い金

が貰える妊娠祝い金などです。妊娠したら、妊娠健診に何度も足を運ばなければい

けないということや、出産費用で、赤ちゃんが誕生するまでに約６０万円ものお金

が必要とされています。出産一時金として４２万円ほどは返ってきますが、ベビー

用品などの準備も考えると、子どもが生まれる前からお金は結構かかります。出産

一時金など、国や健康保険から貰えるお金とは別に、出産祝い金が貰えるところと

して、近隣では、曽於市が第３子以降の出生時に１０万円の祝い金を支給、志布志

市でも子どもを出産したときに、第１子、第２子に５万円、第３子以降には１０万

円支給されています。 

そこで、本町でも出産祝い金を送ることができないかお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） 子育てしやすいまちになるため、出産祝い金の支給はできない

かとの御質問でございます。 

平成２７年６月及び同年１２月の定例会において、同趣旨の一般質問に答弁して

おります。平成２７年６月定例会の際に、曽於市、志布志市で支給実績があり、本

町でも出産祝い金制度の創設ができないか慎重に協議を重ね、前向きに検討してい

くと答弁させていただいたところでございます。その後、本町の出産動向を注視し

ておりましたが、現在では年間５０人から６０人程度の出生者数となっており、

年々減少している傾向にありますことから、その必要性は認識しているところでご

ざいます。 

このようなことから、御質問の件につきましては、前向きに検討してまいりたい

と思います。 

○１１番（児玉孝德君） 前向きな答弁をいただいたと思います。是非実現していただ

きますよう、強く要望しておきます。 

次の質問です。３歳児から、保育園、幼稚園は無償化が始まります。ゼロ歳から

２歳児は所得割課税額で保育料が決まり、本町でも１０段階ぐらい分かれていると

思いますが、非課税世帯はゼロ円でしょうが、所得割課税額の多いところでは４万

円以上になるのではないかと思います。どの程度が本町の平均になるのかわかりま

せんが、１万円半ばから２万円ぐらいですかね。しかし、生まれてから２歳ぐらい

まではですね自分の手元で育てたいとする親もいます。保育料の出費があれば、な

おさらです。 

そこで、在宅育児に１万円ぐらいの現金給付ができないかお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） 在宅育児に現金給付の考えはないかとの御質問でございます。 

国の施策であります児童手当等や、先ほど答弁いたしましたとおり、子どもを安
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心して育てられる環境が一定程度整っていることから、在宅育児の現金給付につき

ましては慎重に検討していかなければならないものと考えております。 

○１１番（児玉孝德君） 是非、検討していただくよう要望しておきます。 

最後にですね、少子化対策のため、保護者の負担を減らす目的として、昨年、同

僚議員がですね給食費の無償化について質問されました。私や、他の同僚議員も、

以前、無償化の要望をして、無償化ができなければ、せめて半額の補助を、と要望

しました。そのときはですね、町長のほうが快く補助を検討されて、段階を踏んで、

今では２,０００円の補助があります。 

人口を増やすには、夫婦２人に３人子どもがいれば増えるわけです。しかし、子

育て費用も３倍、給食費も３倍かかるわけです。そこで、給食費が無料なら負担も

減り、子育てしやすくなると思います。昨年の同僚議員の無償化の思いに大賛成で

す。是非、実現していただきたいと思います。 

今日、いろいろ提案しましたけど、１つの対策をですね講じたから十分ではなく、

考えられる少子化対策はできるだけやっていくことが、本町の未来のためでありま

す。できることはすべてやる、それが大変重要であります。今日は多くの傍聴の方

がいらっしゃっています。皆さん、近くに子どもや孫が住んでいたらうれしい、あ

りがたいと考えていらっしゃると思います。子どもにですね「戻っこんか」と言っ

ても、返ってくる答えはですね「仕事がねえでや」ということだと思います。しか

し、来月にはですね志布志まで高速がつながります。志布志都城高規格道路も、志

布志から都城の横市までつながっています。都城、国分、鹿屋、通勤圏内です。鹿

児島市もですね１時間半ぐらいで行けます。都会の方はですね１時間以上、２時間

ぐらいかけて通勤されています。大崎町は土地代も安いし、物価も安いです。町長、

本町が真剣にですね少子化対策に取り組むと考えられるすべての対策を実現できた

ら、今でもですねいろんな対策はされております、しかし、今日提案したことをで

すね今後実現していただいたら、きっと、ここにいらっしゃる傍聴者の方々がです

ね「戻っこんか」と言ったときにですね、「うんにゃ、仕事がねえでや」と言われ

た、「うんにゃ高速もつながって、仕事のある鹿屋、鹿児島まで通いがないが。そ

っちで満員電車に揺られて、毎日過ごすよりも、土地も安くで買がないし、家をつ

くっとなちっとどは加勢をすっとよ」というふうになると思います。そこを踏まえ

てですね、あとは子育てしやすいまちになるために、今日提案したことをですね、

本当、すべて実現していただきたいと思います。ほかにもですね言いたいことはい

っぱいあるんですけど、そんなに言ってもあれなんですけど、例えば、結婚したら

結婚祝い金とかですねいろんなことは考えられます。だからですね、今後十分にそ

ういうのを考えていただいて人口を増やす施策を実現していただきたいと強く、強
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く要望しておきます。いかがですか 

○町長（東 靖弘君） 先ほど、リサイクル奨学金制度のことについて御質問もあって、

それに答弁もさせていただいたんですけれども、高校を卒業して、あるいは大学を

卒業して、帰ってくるにしても職場がないというようなことがあると。その中で、

今、高速道路の整備等による利便性をお話されたところでありますが、確かに、卒

業していったときに働きたい職場が少ないというのは、この大隅地区の大きな課題

であると思います。 

今回、リサイクル奨学金制度を平成３０年に創設いたしましたのは、やはり資源

循環ということで、リサイクルも循環ですけど、人も生まれ育ったところに戻って

きて、活躍するということは頭に入れてこの制度をつくってきたところであります。

その中で、子どもたちが大学等を卒業して戻ってきたら、５年間、４年間で月額５

万円ですから２４０万円、利子等も含めて、簡単に言えば全額リサイクルから積み

立てた基金とか、あるいはふるさと納税の基金を使ってその基金を造っております

ので、２４０万円全額支援しますよという制度をつくりました。これは非常に反響

が良くて、多くの方々が利用しておりますので、将来的にはこのまちが持続可能性

はまだあると思っております。人々が、若い人たちが帰ってきて、このまちで活躍

するという目的でつくっておりますので、そういったことから仕事をつくるという

ことが大きな課題であります。 

その中で、やはり本町に定住して、志布志市とか鹿屋市とか都城市とか、そうい

ったところに勤めていっても、同じように対象となりますよというところがリサイ

クル奨学金制度の非常に利点であるし、そこをまた、議員の皆さん方にも議論して

いただいて、可決していただいておりますので、若者が住めるような環境をつくっ

ていくことを、今、そういう段階で一生懸命取り組んでいるところであります。 

ただいま、いろいろと、給食の無償化とか在宅育児手当とか、あるいはそのほか

の出生祝い金制度とか、そういった御質問があったところであります。すべてやる

ということが、本当に少子化対策、あるいはこのまちに住んでもらって、このまち

に住みたいという環境をつくるということが大きな魅力でもありますけれども、一

方では、執行部としては財源をどこから持ってくるのか、財源をどう確保するのか

ということがあります。この制度をつくったときに、じゃあ時限立法で４年間だけ

やりますよとか、１０年間だけやりますよということはできませんので、あくまで

も恒久的な財源確保ということがありますから、そういったことを念頭に置きなが

ら１つ１つやっているというのが状況であります。 

議員さんがおっしゃることも十分わかります。そしてまた、その１つ、１つ、財

源をどこから持ってくるのか、そういったことを我々は考えていかなければなりま
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せんので、やはり、前向きに検討することとか、あるいは検討させてくださいとか

という答弁でやっておりますが、非常にありがたい質問でありますので、こういっ

たことから少しずつ進めていっているということも御理解いただきたいし、やはり

少子化対策はやるべきだと思っておりますので、いろいろと考えていきたいと思い

ます。 

○１１番（児玉孝德君） 今回ですね第３次大崎町総合計画案も示されております。こ

の計画どおりにいくようにですね、なるべくそういった施策も今後進めていただき

たいというふうに強く要望して、私の質問を終わります。 

○議長（神﨑文男君） ここで、コロナ対策のために１０分ぐらい休憩を取りたいと思

います。始まりを１１時１０分からといたしますのでよろしくお願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０２分 

再開 午前１１時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き、再開いたします。 

次に、３番、稲留光晴君の質問を許可いたします。 

○３番（稲留光晴君） 皆さん、こんにちは。日本共産党の稲留です。通告書に基づき、

質問をいたします。 

まず、はじめに、国保税についてであります。令和５年までに、現在４方式から

資産割をなくして、所得割、均等割、平等割の３方式の計算になるとしています。

資産割をなくした場合、この分の減収分を振り分けることになります。 

それでは、現時点で国保税に占める資産割額、実績は幾らかを問いまして、最初

の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） 国民健康保険税の資産割の金額についての御質問でございます。 

はじめに、国民健康保険は、保険税と保険給付費との相対的な対価関係を基本に

しつつ、被用者、社会保険取得者以外の住民に対する医療保険を確保する制度であ

り、極めて重要な位置を占める地域保険でございます。国民健康保険税の課税額は、

基礎課税額、後期高齢者支援金等課税額及び介護納付金課税額の合算額であり、そ

れぞれの内訳は、４方式による所得割、資産割、被保険者数均等割、世帯別平等割

の構成からなり、厚生労働省及び国民健康保険中央会において、保険税率の算定は

所得割と資産割で構成する応能割と均等割と平等割で構成する応益割が５０対５０

のバランス的なガイドラインで設定されているところであります。 

このようなことを踏まえまして、令和３年度国民健康保険税の本賦課処理を６月

１日に実施いたしまして、現年度調定額２億９,２１６万５,０００円のうち、資産
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割医療費分税率２９.４０％で３,２２７万８,０００円になり、全体調定額の１１.

０５％に当たります。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） 今、町長から資産割額３,２２７万８,０００円ということで、

１１.０５％ということで回答をいただきました。 

当然、先ほども申しましたようにですね資産割をなくすわけですから、これを所

得割、均等割、平等割、先ほど町長がおっしゃいました、各所得割、均等割、資産

割、平等割も医療分、介護分、高齢者支援分ということで利用率が決められている

という状況ですので、ちょっとその辺を加味しながら、資産割をなくした場合、こ

の３,２２７万８,０００円をないということで、この分を先ほどの３つの方式に分

けなければいけない。そういうことで３方式で、再度、資産割を加味した分をシミ

ュレーションをするとどうなりますかという、次の質問に移りたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 保険税の３方式算定シミュレーションについての御質問でござ

います。 

本町の令和３年度国民健康保険税については、先ほど申し上げたとおりでござい

ますので、このデータをもとに応能割と応益割のバランス等を考慮した上で、応能

割の所得の調整の中で説明させていただきますので御了承くださいますようお願い

します。 

令和３年度国民健康保険税の現年度調定額分のうち、資産割の医療費分が３,２

２７万８,０００円ですので、単純にこれを応能の所得割に合算し、資産割なしで

所得割の税率を算定すると、現行の７.３％から８.６％まで引き上げなければ、今

年度保険税調定額の２億９,２１６万５,０００円にならない試算になるようでござ

います。 

このようなことから、３方式でのシミュレーションを所得割８.６％で、均等割

２万７００円及び平等割１万９,３００円は現行のままの内容で比較させていただ

きます。被保険者の内容は、６５歳未満の二人世帯で総所得金額が１５０万円と仮

定し、均等割２万７００円及び平等割１万９,３００円の２割軽減等も考慮した上

で、現行の税率より年間１万４,０００円の引き上げとなり、国民健康保険税の納

期が年８期ですので、１期当たり１,８００円の負担増となるようでございます。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） 今、町長おっしゃいました、所得割の医療分のみ７.３％から

８.６％ということでございます。均等割と平等割はそのままということでござい

ますが、被保険者の国保税額は所得割率でですね、医療分が約５割ぐらいを占めて

いるというふうに考えております。 
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資産割をなくした場合、その減収分を当然所得割に持ってくるということで、今、

町長おっしゃいました。私はですね、大崎町内で１円も固定資産がないわけですか

ら資産割は計算の中に入っておりません。この中で、こうしますと、当然、所得割

の医療分だけ、１.３％ですね、アップということで、今、１５０万円の方が月額

１,８００円ということなんですが。当然、職種ですね、例えば畜産農家を挙げま

すと、牛の売買の変動、あとは野菜農家にすれば天候、災害によって、所得割の医

療分ですと、その年度の国保税の納付額の変動が非常に大きくなるのではないかと

考えるんですよね。資産割がなくなった分だけ、毎年、所得の大きな変動は出てく

ると思います。そうすると、やはり、国保税としての納付額が不足をするというふ

うに考えるんですが、ここ辺ではシミュレーションとして説明をしていただければ

ありがたいですが。 

○町長（東 靖弘君） 具体的な根拠をということになりますので、担当課長の答弁と

させていただきます。 

○税務課長（本松健一郎君） シミュレーションをということで御質問ですが、大まか

今の現状を申し上げてからシミュレーションの話をしたいと思います。 

今現在、今年度は一応、先ほど町長の答弁にありました、６月１日付で今年度の

本賦課処理を行いまして、全体世帯数、これは国保加入世帯です、２,３８０世帯、

うち、資産のない世帯が９５２世帯、全体の４０％に当たります。残り、資産のあ

る世帯が１,４２８世帯、６割です。一応、資産のない方々の世帯数は毎年増えて

いる現状がございます。 

国保の４方式についても、従来からずっといろんな課題がございました。先ほど

議員のほうからお話がありましたとおり、町外に固定資産を持っている方、この

方々は資産割の対象で計算がされておりません。ですので、いえば、町内に固定資

産を持っている方々は計算の対象、町外に資産がある方々は対象外ということで、

ここでひとつの公平さがなくなっているという御指摘は、従来ずっとあった話でご

ざいます。 

それに、もう１つ、固定資産の資産を持っている方々から、従来ずっと御指摘の

ありました、固定資産税は固定資産税で税を取る、ましてや国保の資格のある方に

ついては資産割で２回取ると。いえば、二重取りという御意見がずっとございまし

た。 

こういう話を踏まえまして、平成３０年度６月議会の一般質問で議員さんのほう

から御質問があったときに、町長の答弁でありました、県が一応責任を負って３方

式に統一するということで、そのタイムリミットが令和５年ということで、もう４

年度で方向性を決めないといけないということでございます。ですので、財政的な
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ところで、先ほども申し上げたとおり調定額は決まっております。これは、需要供

給のバランスでこれだけ必要ですよという歳出の予算は決まっておりますので、こ

の計画に基づいて収入のほうの計算をする話になります。そうした場合に、先ほど

申し上げたとおり、資産割だけで申し上げると約１１％がその予算の中に入ってい

ると。こうしたときに、ガイドラインの設定の５０対５０という枠がございますの

で、それを崩さずにいった場合、資産割の分を所得割のほうに持っていかないとい

けないというところで説明をさせていただいているところでございます。 

一応、所得割のほうが増えたときに、自営業者の農家の方々の負担が増えるとい

うところで話があったわけですが、一応、農家の方々については資産割の計算が所

得割のほうに移るということでございますので、極端な上がりというところはない

かと思っています。毎年、やはり所得は変わります。ましてや、畜産農家の和牛の

生産農家につきましては、所得税のほうは非課税ということで、保険税だけが当た

り前に計算がしてある実情がございますので、それにつきまして、農家の方々で畜

産農家についてはそういう負担の増というところでは私どもは考えていないところ

がございます。ただ、ほかの農家の方々につきましては、先ほど申し上げたとおり、

固定資産のほうが、やはり、そこに建物ないし農地があったり、いろんな状況があ

るかと思います。その分の課税額が所得割のほうにスルーをすると。そうしたとき

にどれぐらいの上げ幅でいくか、逆に、それが逆転して課税額が下がる方も出てく

る可能性もございます。その辺も加味しまして、３方式のシミュレーションは先ほ

ど町長が説明いたしました。基本的なところでいった場合、１期当たりの上げ分が

１,８００円程度というところで説明させていただいたところでございます。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） 基本的なということでですね、令和５年度までに決めるという

ことで、４年度にはもう方向を出さなきゃいけないということでした。 

３方式にした場合に、先ほど町長がおっしゃいました、所得割の医療分のみ８.

６％でいくよというふうに計算すれば、当然、国保料を納められていらっしゃる方

は自分で計算ができるわけですが、所得によっては変動される方、そうじゃない方

ということで先ほどありましたけども。今、町長がおっしゃったのは、あくまでも、

先ほどの所得割の医療分のみ、このパーセンテージ、資産税割が減少した分を増や

すためには８.６％までと、こういう所得の資産割率だけ、所得割の医療分だけア

ップということで、３方式になったらこれでやるというふうに考えてよろしいんで

しょうか。 

○町長（東 靖弘君） 御質問の件でありますけれども、やはりシミュレーションによ

って金額を示していくということでありますので、現段階はそういうふうにお考え
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いただいていいと思います。 

国民健康保険で、県のほうが保険者になりましたけれども、平成３０年からスタ

ートする段階で、県内においても４方式のところ、あるいは３方式のところという

のが、どちらかというと半々ぐらいの状況で、今後、将来に向けて県が、いつの時

点かわかりませんけれども、所得割とか、あるいは平等割とか税率をどこかの時点

では一定していくだろうと思いますが、現段階では、制度導入の平成３０年の時点

では３方式にしていきなさいよということになっております。そういったことから、

本町においても、令和４年度で方向性を決めて、令和５年度は３方式に持っていく

という方向性を示していかなければならないと思っているところでございます。 

御質問の件、シミュレーションに基づいて説明しておりますので、そう考えてい

ただければと思います。 

○３番（稲留光晴君） 当然、国保税というのは応能負担というのが原則というふうな

考えでおりますが。やはり、この中で、私はいつも言うんですが、とにかく住民の

負担を増やさない方針でやっていただきたいというふうに考えるわけですね。 

そうしますと、先ほどの答弁では値上げになるわけですが、当然、低所得の方々

はそれなりの軽減措置というのはあるわけですけれども。月々のこういう値上がり

に対しては、資産割をなくしたから致し方ないというふうな考えで、ちょっと納得

できない、負担が増えるということに関してはですね思うんですが、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 税はやはり、安くといいましょうか、御希望は税額の負担の軽

減をということでの御質問になっているかと思っております。我々も実際的な指数

以上に課税していくことはないわけでありますので、ちゃんとそういった数字とい

いましょうか、具体的な根拠に基づいてやっていくというふうに計算をしていくと

いうことが今のシミュレーションの結果でありますけれども、実施段階で具体的に

どうなるかということになりますけど。本当に稲留さんのお気持ちもわかりますけ

れども、一応こういった積算基礎に基づいて進めていくと御理解いただきたいと思

います。 

○３番（稲留光晴君） 国保税も法改正があってですね、年々、最高賦課限度額が１０

０万円に近い状況なんですね。ですから、近々１００万円を超えるんじゃないかと

いう声も出ております。そういった意味では、前も私もお尋ねをしました、負担を

増やさないでくれということであれば、みんなの負担にならないようにやるという

ふうな町長の御答弁を、前、聞きましたけれども、法律にのっとって試算をしてい

るということでございますので。 

では、次の、国民健康保険基金ということで積んでおりますが、条例が変わりま

して、今、１億６,０００万円ほどになっておりますかね。この基金条例は基金の
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全部または一部を処分することができるとしているんですが、国民健康保険法の規

定により国民健康保険事業費納付金に充てるとき、保健事業に要する費用に充てる

ときということで、これだけに一部または全部を処分することができるとなってい

ますね。２番目の保健事業に要する費用に充てるときということでですね、この保

健事業の内容というか、ちょっとお示しをしていただければと思います。 

○町長（東 靖弘君） 大崎町国民健康保険基金は何を基準にしているかとの御質問で

ございます。 

この基金につきましては、本年３月の定例会におきまして、当該条例の改正を行

ったところでございます。改正前の当該基金の設置目的といたしまして、国民健康

保険の保険給付に要する費用に不足を生じたときに保険給付費に充当するためとし

ておりました。平成３０年度から、市町村と県が国民健康保険事業の共同保険者と

なり、県が財政運営の責任主体として国保運営の中心的な役割を担うこととされた

ところでございます。 

このことによりまして、保険給付費は全額、県からの普通交付金で賄われるよう

になりましたことから、設置目的が現状と合わなくなってまいりましたので改正を

お願いしたところでございます。 

したがいまして、現行の基金の設置目的は、国民健康保険事業の円滑な運営に資

するため設置するとなっておりますことから、この基金は県に納付しております国

民健康保険事業費納付金と保健事業の費用に充当しているというところでございま

す。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） ちょっと私の質問も的外れな部分がありましたが。２つの納付

金に充てられる、あと保健事業に要する費用とありますが、この保健事業の内容と

いうのをお尋ねしたいんですが。 

○町長（東 靖弘君） それにつきましては、担当課長の答弁とさせていただきます。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） ただいまお尋ねの、保健事業とは何かというお尋ねで

ございますが、保健事業については幾つかありますが、一番大きいものは特定健診

が一番大きいところです。そのほかに特定保健指導、レセプト点検、医療費通知な

どが保健事業の中に入っているところでございます。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） ありがとうございます。先ほどのちょっと繰り返しになるんで

すが、この基金のほうは当然積み立てているわけですよね。年々、収入から経費を

引いた繰越が出れば積み立てているということでいいんですか。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） この基金条例にもありますように、決算剰余金のうち、
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５％以上を基金に積み立てるということになっておりますので、剰余金が出た場合

については相当する金額、５％以上をこの基金に積み立てているところでございま

す。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） ５％以上ということであれば、もうちょっと積み上げてもいい

というようなふうにも取れるんですが。あくまでも５％というので決めているんで

すか。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

５％とは決めておりませんで、それを超える額ですので、その分について、翌年

度に繰越をする分と基金に積み立てる分と考えておるところでございます。 

○３番（稲留光晴君） 繰越ができるということは、十分、従来までの国保税の被保険

者の支払い及び県のほうに納める納付金についても十分プラスが出ていると、繰越

しがあるということはですね。その５％を積み上げて、今１億６,０００万円ほど

ありますが、緊急なときにこれを取り崩して使うと、全部また一部ということであ

るんですが。今の状況は黒字ということで、繰越しが出れば黒字ですよね、赤字に

なってはいけませんが、その中でやはり、繰り返しになりますが、３方式になって

負担も増えていくわけですね。町長、その辺ではどういうお考えでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 基金の目的にありますように、こういった２つの事業に特定し

て費用を充当するということで、多分、お尋ねは税負担軽減のために充てられない

かということであろうかと思いますけど、その分については少し難しいと思います。 

○３番（稲留光晴君） 了解をいたしております。 

やはり、国保の３方式になりまして、所得割の医療分ということで、とにかく医

療費の削減に当然取り組んで、現状もいただいておるわけですよね。ですから、や

はり保険者努力支援制度及び医療費削減にですね今後も取り組んでいただくという

ことでお願いをしたいと思います。 

それでは、２番目の、会計年度任用職員についてでございますが、この制度は令

和２年４月より始まりました。４月１日現在の任用職員ですね、もちろんパートタ

イムのみということでなっておりますが、始まった当時、私のほうは５７名と把握

をしているんですが、あと、昨年の４月１日時点では正確な人数は何名になってお

りますでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

会計年度任用職員の人数は、令和３年４月１日付で６５名いるところでございま

す。このうち、令和２年度から継続して任用された人数は５２名でございます。 

参考までに、令和元年度から２年度に継続して任用された人数は４３名となって



 

－ 66 － 

おります。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） 昨年は６３名で、今年の４月１日は再任は４３名ですか。 

○総務課長（上橋孝幸君） 私のほうから補足説明をさせていただきます。 

まず、令和２年４月１日現在の会計年度任用職員の人数ですけれども、大崎町役

場全体で６１名でございます。また、令和３年４月１日現在の会計年度任用職員の

人数については６５名というところになっております。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） 失礼しました。そうしますと、昨年、任用職員の方が再度、今

年は再任をされたということでしょうか。 

○総務課長（上橋孝幸君） 先ほど町長の答弁でもありましたけれども、令和２年度か

ら継続して令和３年度に任用された会計年度任用職員の人数は５２名でございます。 

また、参考までに、令和元年度から令和２年度に継続して任用された会計年度任

用職員の人数は４３名でございます。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） ということは減っているということですよね。継続が減ってい

るということでしょう。減っている方は、事情により辞められたということで理解

していいんですか。 

○総務課長（上橋孝幸君） 令和元年度から令和２年度に継続された方は４３名です。

令和２年度から令和３年度に継続された方は５２名ということになっておりますの

で、人数的には９名増えているということになろうかと思います。 

そしてまた、退職の理由についてです。年度に応じて退職される方の人数という

のは当然変わってまいります。ただ、一人一人の退職理由について、私ども承知は

しておりませんけれども、自己都合で辞められる方、あるいは別の仕事が決まって

辞められる方、それぞれかと思います。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） やはり、経験のある人材の確保というか、行政としては大変重

要なことだと思うんですよね。正規職員の数が減らされている状況で、会計年度任

用職員というのは、私は思うんですが、本人の皆さん方は毎年毎年働きたいと、任

用していただいて、引き続き働きたいというお考えだと思うんですが、その辺は募

集するに当たって、募集された方からのそういうお話というのはありますか、１年

だけとかいうんじゃなくて、引き続き、１年ごとに更新をしてもらえんだろうかと

かというそういう話というのは出ないですか。 

○総務課長（上橋孝幸君） 制度の基本としては１年雇用ということが原則になってお
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りますが、ただ、毎年、前もって来年度どうしましょうかという、まず案内をしま

すので、その中で、来年度も引き続き役場で働きたいという御希望のある方はそれ

ぞれ申し込みを出していただいて、そして申し込みがあった方については面接等の

試験を経て、我々のほうで採否を決定するという流れになっております。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） わかりました。 

それでは、当然、会計年度任用職員というのは待遇改善というのが目的になって

おりますけれども、改善されている点では年収の比較ということ、基本給と期末手

当が出ておりますけど、そこ辺の会計年度任用職員と前の臨時職員との比較を示し

ていただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 会計年度任用職員の待遇につきましては、改善されたと認識し

ております。令和２年４月１日から、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正す

る法律が施行され、本町でも法に関連する条例、規則を、同日から施行いたしまし

た。この結果、一般的な事務補助職の場合、年収でございますが、条例規則の施行

前でおおむね１１１万６,０００円だったものが、施行後でおおむね１４０万４,０

００円となりました。年収としては２８万８,０００円の増額となっております。

増額の要因としては、常勤職員の給与をもとに、職務の級及び号給を設け、時間給

の単価を引き上げたこと、並びに年２回期末手当を支給したことによるものでござ

います。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） ２８万円増額ということですが、基本給と期末手当を含めての

金額ですよね。当然、基本給は、前の臨時職員よりは上がっていますよね。 

○総務課長（上橋孝幸君） この制度が始まる前は、臨時職員賃金という形でお支払い

をしておりました。当時の時給が１時間当たり８００円だったかと思います。会計

年度任用職員に制度が改正されてから、１年目が８９８円ということで、議員さん

がおっしゃられる基本給というものについても上がってはおります。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） 是非ともですね、やはり、先ほど申しました、毎年更新しても

らって働き続けたいというふうに考えておりますので、また、その方向で人事等を

進めていただきたいと思います。 

それでは、最後のですが、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）についてです。大崎

町は、これから取り組もうとするということで３つの大きな柱があるんですが、１

つ目は、プラスチック容器やプラスチック包装を利用している企業と連携して、商

品の形を変えますと。それから、２つ目は、より多くの人たちにＳＤＧｓの取組と
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重要性について知ってもらいます。３つ目は、これからＳＤＧｓに取り組もうとす

る人を育成しますという、大きな柱がありますから、ちょっと、これに基づいて質

問をさせていただきたいと思うんですが。 

まず、行政の業務内容を含め、進捗状況の説明をお願いしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 御承知のとおり、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）とは、世界

が抱える問題を解決し、持続可能な社会をつくるため、すべての国連加盟国１９３

国が２０３０年を目標年次とした行動計画でございます。 

環境・社会・経済の３側面の横断的な課題を解決するために、貧困、教育、ジェ

ンダー、エネルギーなど１７の大きな目標が設定されており、それぞれの課題を解

決するために多様な関係主体によるパートナーシップなどが必要とされております。 

本町においては、これまで２０年以上にわたり取り組んできた資源リサイクルの

取組、また、この取組から発生した環境・社会・経済の３側面の活動が評価され、

２０１８年のジャパンＳＤＧｓアワード受賞、そして２０１９年にはＳＤＧｓ未来

都市に選定されました。そして、３月の第１回定例会において、複数の議員からＳ

ＤＧｓ関連の御質問をいただき、答弁させていただいたところでございます。 

さて、御質問の、行政の業務進捗状況についてでございます。本町はＳＤＧｓの

目標年次である２０３０年のあるべき姿の実現に向け、大きく分けて２つの目標を

掲げてまいりました。１つ目は、ＳＤＧｓ版大崎町総合戦略の策定ですが、こちら

については、議員も御承知のとおり、２０２０年３月に大崎町総合戦略を策定して

おります。しかしながら、さらなる取組を推進するには、さらに大きな枠組で取り

組む必要があることから、本議会において上程させていただきました第３次大崎町

総合計画の策定を進めてまいりました。この計画は、２０３０年を目標年次とした

ＳＤＧｓ未来都市の実現に向けた、町の総合的な指針となっております。 

２つ目の目標は、世界の人口１万人地域で応用可能な循環型地域経営モデル確立

としており、持続可能な世界の達成に向け、大崎町がこれまで培ってきたリサイク

ルを基盤に、経済・社会・環境の３側面から、プラスチックをはじめとする大量の

消費財を生み出す産業構造が抱える課題の解決に向けて取り組むこととしておりま

す。 

また、これらの計画に掲げた将来像の実現に向けて、行政として取り組んでまい

りましたが、これまでどおりの行政による取組だけでは、人材、知識ともに限りが

あるとの判断から、官民が連携した中間支援組織を設立することとなった次第です。

そして、本町の取組に賛同された南日本放送、鹿児島相互信用金庫、株式会社そら

のまち、合作株式会社とともに、一般社団法人大崎町ＳＤＧｓ推進協議会を設立い

たしました。事務所は、今後の発展性、拡張性などを考慮し、ジャパンアスリート
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トレーニングセンター大隅の２階に設置しております。この協議会は、企画調整課

職員１名と、合作株式会社７名が事務局として、企業との連携による脱プラスチッ

ク教育視察研修などのプロジェクトを行っておりますが、行政側の業務といたしま

しては、本町職員が事務局長として、主に行政との調整業務、協議会の会議資料作

成、各理事との調整を中心に行っております。 

本協議会の設立により、これまで行政だけで対応していた視察研修や各企業との

企画が、従来よりも質・量とも進んでいるところでございます。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） 今、説明をしていただきました。 

続いてですね、これもあれなんですが、これから取り組もうということで、今、

進んでいるという状況の中で、推進協議会の進捗というのはどうでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 先ほど一般社団法人大崎町ＳＤＧｓ推進協議会を設立した旨の

答弁をいたしました。推進協議会は、４月から本格的に稼働しており、企業との連

携による脱プラスチック教育視察研修などのプロジェクトを進めておりますが、既

に複数の企業との連携が始まっております。また、修学旅行や企業からの視察研修

や取材依頼等も多く寄せられている状況でございます。 

環境関連視察や修学旅行などにつきましては、これまでは主に住民環境課職員が

対応しておりましたが、年々、視察研修者の増加に伴い、通常業務との兼ね合いが

難しい状況となっておりました。現在は、推進協議会が窓口となる体制ができつつ

あり、コロナ禍を踏まえたオンラインツアーの構築など、本町の新しい魅力発信の

手法も始まっております。 

また、この推進協議会の活動は、企業版ふるさと納税を財源として計画しており

ますが、既に複数の企業から申し込みが寄せられております。推進協議会を構成し

ている各社の主な役割でございますが、まず、南日本放送は、テレビ番組等を通じ

た本協議会の活動紹介などの情報発信、鹿児島相互信用金庫は、顧客網を通じての

本協議会の紹介や町内事業者の事業承継への協力など、株式会社そらのまちは、保

育園経営におけるＳＤＧｓ教育の経験を生かしての本町小中学校教育への支援、合

作株式会社は、協議会事務局業務のほか、企業版ふるさと納税の営業、各プロジェ

クトの推進などを担っております。 

以上、申し上げましたとおり、設立当初ではございますが、進捗状況といたしま

しては、おおむね順調に推移しているところでございます。 

○３番（稲留光晴君） 了解をいたしました。今ありました企業版ふるさと納税の件で

ございますが、何社からかそういう問い合わせといいますか、納税したいというお

話はございますでしょうか。 
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○町長（東 靖弘君） 既に、そういった状況で申し込みもあって、動いているところ

でございます。 

○３番（稲留光晴君） 具体的に、申し込みがあったとかそういうのはございますか。 

○町長（東 靖弘君） ＳＤＧｓ推進協議会の取組が、全国の日本経済新聞に掲示をさ

れまして、それで都市部の方々が大崎町の動向というのを十分把握されて、企業の

方々もＳＤＧｓ、経済、社会、それから環境といったことが、今、企業もそういう

方向で走ることが決められておりますので、非常に関心を持っていただいておりま

す。既に１社の申し込みは決定しております。 

それから、今、協議中のものが数社あるということで、具体的に説明はできない

ところですが、企業版ふるさと納税については、かなり手応えを感じているという

状況でございます。 

○３番（稲留光晴君） 了承いたしました。 

それでは、やはり、これから取り組もうとすることによってですね、より多くの

人たちにこのＳＤＧｓの取組と重要性について知ってもらいますということなんで

すね。２つ目の、住民への周知及び協力は具体的にどうされているかをお尋ねいた

します。 

○町長（東 靖弘君） 先ほどの答弁において、推進協議会の進捗状況について御説明

いたしました。南日本放送のテレビ番組や新聞等の報道で本町の取組が紹介され、

既に御存じの方もいらっしゃることと思います。 

一方、町内への周知につきましては、高齢者サロンにて、企画調整課職員が本町

の取組を紹介する機会を持たせていただいたこともございますが、まだまだ、これ

からという状況でございます。 

脱プラスチックの取組、また、これらの周知による情報提供のために、国内外か

ら御覧いただけるホームページは、先日作成されております。しかしながらが、御

高齢の方が多い町内の皆様への周知を考えた場合、やはり、紙媒体による情報提供

が有効であると思われますので、広報紙に推進協議会の枠を設け、随時進捗状況を

お知らせしてまいりたいと考えております。 

また、住民の協力についてでございますが、企業、学校などさまざまな方々が視

察研修に来られた際に、各自治会での分別回収の様子を御覧になる方が多くござい

ます。第一木曜日から第四木曜日までの回収日に応じて、それぞれの衛生自治会の

皆様への御対応をお願いをしており、協力を得ているところでございます。 

また、ＳＤＧｓの取組を担う人材育成については、教育委員会と連携しながら取

り組んでまいりたいと考えております。 

以上でございます。 
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○３番（稲留光晴君） これからＳＤＧｓに取り組もうとする人を育成しますという質

問の中を、先に町長から答えられました。こういうことをですね、教育現場にどう

反映させるかということについてですね、環境問題には本町は先進ということで取

組はずっと進めているところですが、教育現場と、小学生、中学生に関して、やは

りこういう取り組もうとする人たち、これから若い人たちに取り組んでもらおうと

いうことでは、教育現場ではいかがでしょうか。 

○教育長（藤井光興君） お答えいたします。 

大崎町教育委員会は、「おおらか、さわやか、きわやかな大崎の教育」を推進し

ております。その中で、令和３年度の力点の１つとして、ＳＤＧｓの目標達成を目

指した学校教育の推進、支援体制の充実を掲げました。これは、今年、町が設立し

た推進協議会を受けております。また、２０１７年３月に改定された学習指導要領

の経緯において持続可能な社会の担い手を育成していくことが期待されていること

を踏まえ、本年度から設定したものです。 

そこで、学校現場におけるＳＤＧｓを反映させる具体策として、３つの視点で紹

介いたします。１つ目は、各教科等における授業への反映です。ＳＤＧｓのゴール

の１つに、「質の高い教育をみんなに」があることは御承知のことと思います。そ

れぞれのゴールにはターゲットがあり、教育に関するターゲットの１つとして、持

続可能な開発のための教育、別名ＥＳＤが示されています。このＥＳＤは２０１７

年のユネスコ総会で採択されているものであり、ユネスコを指導機関として国際的

に取り組まれているものであります。また、２０１７年の国連総会決議では、この

ＥＳＤがすべてのＳＤＧｓの実現の鍵であることが確認されております。 

先ほど紹介しました学習指導要領において、ＥＳＤは基本となる理念としており、

各教科等においても関連する内容が盛り込まれています。つまり、ＳＤＧｓの１７

のゴールと関連する内容を、可能な限り教育活動に取り入れて実施していくことに

なります。例えば大崎中学校では、既にＳＤＧｓに関する教育活動を洗い出し、整

理して意図的に進めております。 

また、先月５月３１日には、企画調整課の肝いりで、大崎中学校において、元南

極観測隊で環境学博士の大岩根尚氏を招いて、教職員を対象とした地球温暖化に関

する御講演をいただき、教職員の研修を進めております。 

２つ目は、総合的な学習の時間における大崎学の設定です。大崎町の歴史、環境、

産業を教材に、学習内容を各学校が設定して、ＳＤＧｓの環境面や文化面にかかわ

るゴールと関連した活動を実施していくことになります。特に環境については、す

べての学校において取り扱うようにしております。 

３つ目は、人権教育の充実です。ＳＤＧｓは、地球上の誰１人取り残さないこと
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を大切な考え方として上げております。世界規模の人権問題だけでなく、隣に座っ

ている友達の心情に思いをめぐらし、向き合える人づくりを、道徳教育を中心とし

ながら進めているところです。１０月２８日には、大崎小学校において、大隅地区

の研究協力校として２年間研究した道徳科の内容や授業を公開する予定です。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） 今、教育長のほうから具体的にお話をしていただきました。こ

れからもちょっと教育現場のですね、また詳しい中身等を私のほうも学習していき

たいというふうに考えております。 

ＳＤＧｓ、引き続きですね推進をされるよう、また、企業版ふるさと納税もです

ね多額の寄附金が出ることを希望して、私のすべての質問を終わります。 

○議長（神﨑文男君） ここで、昼食のため暫時休憩します。午後は１時１０分から再

開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後０時０５分 

再開 午後１時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き、再開いたします。 

次に、８番、中山美幸君の質問を許可いたします。 

○８番（中山美幸君） さきの通告のとおり、７月豪雨の災害復旧状況について質問い

たします。 

多くの被害が発生し、それから１年が過ぎようとしております。多くの住民の

方々より、復旧状況はどうなっているのとの問い合わせの相談があります。また、

同僚議員も先ほど質問しましたが、復旧時期などを明確にさせるために、まず、現

状はどうかをお伺いし、１回目の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） ７月豪雨災害復旧の進捗状況についての御質問でございますが、

児玉議員からの御質問に対する答弁と重複するところもございますが、御了承いた

だきたいと思います。 

公共土木及び農林業施設別に進捗状況を御報告いたします。 

まず、建設課所管分につきましては、道路災害１３件、河川災害５件、橋梁災害

２件の計２０件でございますが、現在の進捗状況につきましては、橋梁災害を除く

すべての災害が発注され、持留尾之鼻線などの道路災害７件、高尾川の河川災害１

件の計８件が完成しており、その他につきましても、本格的な出水期を前に早期完

成に向け、鋭意進めております。 

また、橋梁災害につきましては、田中橋、飯隈橋の下部工の入札を終えまして、
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令和４年３月末の完成を予定しております。 

次に、耕地課所管分につきましては、農地２２件、道路・水路等の施設３０件の

計５２件でございますが、うち農地２１件、道路・水路等の施設２２件の計４３件

を発注し、農地１４件、道路・水路等の施設９件の計２３件が完成しております。

また、本年度発注いたします農地１件と道路・水路等の施設８件につきましても、

８月までにはすべて発注し、年度内完成に向け、鋭意進めております。 

次に、農林振興課所管分につきましては、令和２年度県営治山事業で、持留東地

内住宅が県道の歩道まで押し流された現場を、令和３年２月に持留五反田地区持留

小学校まで山林の崩落土砂が流出した現場を、３月に着工しております。また、同

事業で、岡別府早馬地内ガソリンスタンド周囲の山林の崩落現場を今月からの着工

予定としております。県単治山施設修繕事業で、永吉小野迫地内档ヶ山の後藤漬物

斜面の治山施設崩壊現場を７月以降の施工を予定しているところです。なお、持留

地区の避難所としておりました持留地区農業構造改善センターの裏山が崩落してお

りましたが、早期の復旧を図るため、本年度測量設計の業務委託契約を締結したと

ころでございます。 

以上でございます。 

○８番（中山美幸君） 町長から、ただいま詳細についてお示しをいただきました。同

僚議員が午前中、１番目で質問いたしましたので、案件についてはですねいろいろ

と理解しておりますが、その中で水田地区においてですね耕作ができない土地はど

れぐらいあるのか。そして、それに対応する地権者、それは何件程度の地権者がい

らっしゃったのか。まず、その２点についてお示しをいただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） ７月豪雨災害による水利確保ができない状態の水田はどの程度

かという御質問でございます。 

岡別府橋から丸福水産付近までの用水路であります隧道が、一部土砂で塞がった

ことにより、档ヶ山橋周辺から吹切橋周辺にかけての左岸の水田が２９.８ヘクタ

ール、持留地区は猿喰橋の上流の取水口付近等のパイプ崩落により、猿喰橋から持

留橋周辺にかけての両方の水田１０.６ヘクタールと認識しております。 

なお、地権者につきましては、担当課長のほうで答弁させていただきます。 

○耕地課長（竹本忠行君） 地権者につきまして御報告いたします。 

持留地区用水関係につきましては、地権者、組合数含めまして６６名いらっしゃ

います。それから、仮宿地区の水利組合関係につきましては、組合員数を含め２１

９名というふうに報告を受けております。 

以上でございます。 

○８番（中山美幸君） 合計で２８５件ですかね。その場合にですよ、これは、この地
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権者の方々、そうした方々が自主消費、自家消費のための耕作をなさっている方、

これは何件程度ですか。 

○町長（東 靖弘君） ７月豪雨災害により作付できない水田のうち、自家消費用耕作

水田はどの程度かという御質問でございます。 

水路災害により影響を受けた水田は、仮宿地区で２９.８ヘクタール、持留地区

が１０.６ヘクタールであります。そのうち、令和２年の仮宿地区での主食用米の

作付面積は１７.８ヘクタールで、令和３年は主食用米２.０ヘクタール、飼料用稲

１.８ヘクタールの作付がされております。このことから、今年は面積で１４.０ヘ

クタール、４３名の方が作付できない状況であります。 

また、自家消費用耕作水田はどの程度かという御質問ですが、作付面積の少ない

水田が自家消費用と思われますので、仮に個人の作付面積が２０アール未満の耕作

者の方を自家消費用といたしますと、２６名の３.０ヘクタールであります。持留

地区の令和２年の主食用米の作付面積は５.１ヘクタールであり、令和３年は主食

用米０.２ヘクタール、飼料用稲０.２ヘクタールの作付がありますので、今年度は

４.７ヘクタールで２２名の方が作付できない状況であります。 

同じく、自家消費用耕作水田を２０アール未満の水田で考えれば、９名で１.１

ヘクタールになります。 

以上でございます。 

○８番（中山美幸君） 今、町長の答弁によりますと、仮宿、持留合わせて約３５名の

方々が自家消費のための作付をなさっていると。この方々は、今回の昨年の豪雨に

よって作付ができなくて、自分のお家でといいましょうか、自家消費するためのお

米というのは、町長、どういうふうにして調達されているだろうと思いますか。 

○町長（東 靖弘君） 通常であれば、農地を貸していたりすると、その中で対価です

から小作料といいましょうか、賃借料での収入を得て購入をされる。あるいは、そ

うでない個人間であったら、米を数俵いただくとかいう形での自家消費の姿もあろ

うかなと思います。 

○８番（中山美幸君） そうですね。賃貸で契約されている農家のところは、やはり現

物支給をしていただいたり、もしくは金額で精算されたりしていたと思いますが、

今回作付ができなかった自家消費と思われる３５名の方々、こういった方々はどう

やって自分たちの主食であるお米、それをどうやって調達されていると思いますか。 

○町長（東 靖弘君） どうやってということでありますけれども、水田を貸したこと

によって得る米が入ってこないということになってくると、あとは金銭での購入と

いうことになるのかなと思います。 

○８番（中山美幸君） わかりきったことをなぜ聞くんだと思われるかもしれません。
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非常にですね耕作をされている方、特に、先ほども申しますように自家消費のお米

を作っていらっしゃる方々については非常に大変な思いをされているのが現状です。 

冒頭申しましたように、住民の方々からもいろいろと相談を受けたり、家のほう

に来られて相談されたり、どうなっているんだと。じゃあ、いつ頃復旧して、いつ

から作付ができるんだよというようなことも聞かれます。先ほど、町長が本年度中

ということを言われましたけども、本年度中というのは３月３１日まででありまし

て、仮にですね３月３１日ぎりぎりでできるようになりましたといったにしても、

それまでの代かきだとかいろいろな準備をすることによって、また遅れる可能性も

出てきますが。３月３１日、本年度中じゃなくて、発注されて、契約して、完了の

検査までに大体じゃなくて大方といいましょうか、大体でしか答えられないんでし

ょうけれども、どこを目標になさっていますか。 

○町長（東 靖弘君） ただいま、工事を発注しての工期の問題でありますので、担当

課長のほうで答弁をさせてもらいます。 

○耕地課長（竹本忠行君） 具体的な工期についてということでございます。本年度中

というふうに申し上げておりますけれども、具体的に申し上げますと、頭首工部分

につきましては１２月末をめどに工期を発注しているところでございます。 

それから、一部田んぼにつきましても、１２月末が最終的な工期でございまして、

残りの農地、施設等につきましては、早いところにおきますと７月、８月、９月と

いうことでございまして、最終的な工期というところで１２月末というところを工

期としてみておりますので、早ければ年内、もしくは１月明けには工事も検査まで

行けるかというふうに思っております。 

以上でございます。 

○８番（中山美幸君） あまり時間がかかってしまいますと、今度は耕作放棄地という

ような考え方も私は出てくるのかなというふうに思うんですね。山側については、

もう水もかからんし、面倒くさいよなというようなことも私は出てくるのかなとい

うふうに考えます。 

そういった、１年間つくれない方々のための何か政策といいましょうか、そうい

ったことは現状で考えられたことはなかったんですか。 

○町長（東 靖弘君） 災害を受けたことによっての補償というような御質問でありま

す。実際、そこまで考えが及ばなかったというところが正直な意見であります。 

これまで、令和２年あるいはその前年ということで大規模災害を受けておりまし

て、災害復旧に対して、地元の水利組合等とも協議をしながら、説明をしながら工

事発注と災害復旧をするということを前面において地元への説明会等も担当のほう

でも進めてきておりましたので、そういったことは一生懸命やっておりましたけれ
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ども、冒頭、質問がありましたように、米を自家消費する、あるいは米を購入する

方たちへの災害を受けたことによる補償というところまでは、本当に考えが及んで

おりませんでした。 

○８番（中山美幸君） そこまでは考えていなかったということなので、これも、後も

って提案を申し上げますが、先ほど同僚議員の質問の中にですね、私も同じような

相談を受けております、どこがどうなって、どのような回復状況なのか、いつでき

るのか、だから工事のですね完成状況を聞いたわけです。そして、冒頭、明確にさ

せるために、ということを申し上げたのはそこなんですよ。 

同僚議員も質問しましたけども、そういった住民と行政との連絡が非常に悪かっ

た。日曜日の朝市の後に、私はまた現地に行ってみましたところ、転作の準備をさ

れている農家の方がいらっしゃいました。持留永吉です。そうしたらですね、「中

山さん、何も聞かせんがよ、何もいっかせんど、どげんなっちょっとかわからんが

よ」というような話を夫婦でされました。非常に残念だなと思いました。一生懸命

やっていらっしゃることはですね、パイプが破損したときも、耕地課の職員等々で

すね調査をされているのを私は見ています。現場に一緒に行っておりますので拝見

しておりますが、そういった、やはり、住民とのコミュニケーションの取り方。先

ほどの答弁の中では、水利組合長を通じて云々、集落で云々ということをお話をさ

れていたんですが、そこら辺の、もうちょっとですね、いつも私は申し上げますが、

住民サイドに軸足を置いた対応の仕方、これをもう少し考えていただきたいなとい

うふうに思います。我々、自分たちの仕事のほうに軸足を置くんじゃなくて、住民

サイドが何に困っているのか、どうしたら納得していただけるのか、私はこれはで

すねお互いの意思の疎通があれば、住民の方々もいろんな話もされるでしょうし、

そういった苦情も少なくなると、苦情というより意見ですね、少なくなると思いま

すので、そこは、町長、是非改めていただきたい。私だけじゃないということです。

冒頭質問しました同僚議員も、同じことを申し上げておりますので、十分、そこは

注意をしていただきたいなと思いますが、町長、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 伝わなければならないことが伝わってなかったということが一

番大きな反省点だろうと思っています。それなりに努力をして周知には努めてまい

りましたけれども、それが全地権者に伝わっていないということでありますので、

この点については十分反省をして、そういった情報漏れがないように対応を取って

まいりたいと思います。 

○８番（中山美幸君） 住民の方々に誠意を尽くしていただきたいなというふうに思い

ます。 

本町でいろんなものを発注される場合には、我々個人、個人が本来ならば発注し
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なきゃいけないわけですよ。それを我々個人、個人が発注できないから、行政の

方々に代表として、この工事は大崎町町長が発注をしましたということになるわけ

じゃないですか。本来ならば、これは私たち個人、個人が発注しているのと一緒な

んですよ。そこは十分理解していただきたい。そして、代表として発注されるんで

あれば、もう少し、地権者の方々、そういった被害を受けている方々、関係の方々

には十分な周知をお願いしたいなというふうに思いますので、是非、そこらは努力

をしていただきたいということ。 

それから、水路の破損、それからパイプ等の破損ですね、それについて何らかの、

水田がですね土砂で埋まっていない水田もかなりあったんです。ただ、水利がない

だけで作付ができないといったところ、そういったところも下流にはあるようです。

私も現地を見てみました。そしたら、この水さえ流れてきてたら作付けできたよと

いう方々もいらっしゃいました。そういった途中での対策ということは考えられな

かったのか。パイプの送水についても、流れる部分はあったように私は伺っており

ますが、そこら辺の途中からポンプアップして流すとかですよ、そういったことは

考えられませんでしたか。 

○町長（東 靖弘君） 今回、昨年の豪雨災害でそういった通水ができていないという

状況は、実際、自分も現地を調査してみて、そういったところはある程度は状況を

つかんだところであります。 

本当に水をポンプアップして送れたら水田が可能であるかもしれないということ

も思いましたし、土側溝でありますので用水路の管理とかいうことの在り方、対応

の仕方、そういったことがもうちょっとできてなければならないのかなと思ったと

ころでありました。 

パイプが破損したり、あるいは送水ができなかったりということで、ちょっと話

は変わりますけれども、やはり、今回災害を受けた地域等においてはほ場整備とか

そういったところが全くなされていない地区でありますので、土水路で流すときに、

水が相当ほかのところにも流れてしまうということも心配されるわけであります。

そういったことも見て、そういった基盤整備の必要性とか、あるいは用水路の整備

の必要性とか、そういったところは十分に認識したところであります。 

おっしゃるように、破損部分があったところがあれば水利組合とかありますので、

担当のほうがそこと協議をして取り組んでいくべきものであろうと思います。 

○８番（中山美幸君） １２月までには、ほぼ全域完成するということでございますの

で、次年度の作付ということは期待ができますので、そこら辺も十分に考えていた

だきたい。 

先ほど町長のほうから、水路の件についてお話がございました。水ノ谷、持留、
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仮宿と、３箇所等のその水路の破損があって云々と、作付ができなかった土地があ

るということだったんですが。なかなか、そのお見舞いというか補償といいますか、

先ほど言いましたけど、町長はそこまで気付かなかったということをおっしゃった

んで、そういったものをですね今後考える余地が私はあろうかと思うんですよ。高

齢化が伴って、４０％もなるような高齢化の中で作付を、自分の食べるためにつく

られている農家、賃貸で貸している農家とは若干違うような気がしますが、そうい

ったところのそういった被害が出た場合の補償じゃなくて、お見舞いといいましょ

うか、そういった感じのことを、町長、もう少し考えていただけないですか。 

○町長（東 靖弘君） 先ほど答弁しましたように、そういうところに思いが至ってな

かったというお話をさせていただきました。昨年は７月に豪雨災害があった段階で

は転作関係についてはそれなりの飼料用稲等に対する助成とかはできておりまして、

今年が作付できなかったことに対する、耕作者が作付できないことによってのお見

舞いとかそういったものを考えるべきではないかということであります。 

実際、賃貸借契約の中でどれぐらいの家族構成で、どれぐらいの自家飯米を求め

ていらっしゃったか、そういったところも調べてみないとわからないことでありま

すし、それから、作物を通常つくっていて被害を受けたら、農業共済組合とか、あ

るいは法人の方々にとっては補償制度が別にありますので、そういったものも対応

しうるかなと思いますが、今年は全く作付できないという状況のことでありますの

で、これから発生するもの等について、どうあるべきか、どう対応すべきか、そう

いったところについては担当課を交えながら協議してまいりたいと思います。 

○８番（中山美幸君） 今、町長のほうから、今後協議をしていきたいということでご

ざいます。例えばですね家族の構成状況だとか、どの程度の消費を家族とされると

いうことは大方わかると思うんですよね。そうしますと、その部分について、全額

とはいいません、多少なりともそういった方々に支援をしていただくということは

１つの私は方法じゃないのかなというふうに考えますので、町長、今、考えていく

ということでございますが、担当課を含めてですね、いつぐらいまでにそれは、町

長、検討していただけますか。 

○町長（東 靖弘君） 時期は特定できませんけど、私が思っているのも、これは見舞

金であっても補償ということになりますので、やはり、我々の行政の段階では、法

人であれば地域振興公社に貸したりとか、あるいは、その他では農地法の３条の許

可を受けて農業委員会で賃貸借契約を結ぶこととか、やっぱりそういったことも根

拠になっていくだろうと思います。やはり全く、相対しながらお互いの申出だけで

というところを、やはりある程度は改善していくべきことが必要かなと思います。

全くそういう許可を得ない中でのやりとり、そういった方々も結構いらっしゃると
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思いますので、そういったところの法のもとでの権利関係の提携もやはり促してい

きながら、根拠法はこうだから、こうだというような基礎資料とかそういったもの

をつくるのに必要なことではないのかなと思います。 

いつまでにという、そこを明確にしなさいということでありますが、まず、実際、

そういった方々の権利状況とかも調べていくことも必要があると思いますので、時

期を特定してということは、今はできませんけど、調べていくことは調べていきた

いと思います。 

○８番（中山美幸君） 今、町長の言われることも十分理解しております。そうだなと

いうことはありますが、今、町長の答弁を聞いていますと、それは賃貸契約をされ

たり、割と大きな水田で耕作をされている方々、だから、私は冒頭申し上げた、住

民に軸足を置いてくださいねというのはそこですよ。自分たちの食べる分だけつく

っているところ、先ほど町長、答弁いただきました、３５世帯でしたか、そういっ

た方々をどういうふうにして救っていくのか。高齢化率４０％も超えるようなこの

地域で、せっかく自分たちの自家消費の米をつくっていらっしゃる、野菜は自分の

畑でつくっていらっしゃる、そういった生活を支えるためにも、ひとつのそういっ

た政策ということは住民に軸足を置いて考えてくださいねということを冒頭申し上

げたはずです。再度、答弁をお願いいたします。 

○町長（東 靖弘君） 自家飯米で自分たちで１０アールとか１５アールとかつくって

いて、つくれなくなった、そしてまた、米を得ることができなくなってきたという、

そこのところだと思います。そういったことについて、災害という結果から生まれ

たことでありますので、それをどう対応していくかということは前向きに捉えてい

きたいと思います。 

○８番（中山美幸君） 本当にですね、町長、そういった方々のためにも、かなり相談

来ています、同僚議員にも来ております、ほかの同僚議員にも来ているという話で

す。そういったことをですね十分加味していただいて対処方を早急にお願いしたい

というふうに考えておりますので、よろしくお願いしたい。 

次に、三文字地区の水路、早急な水路の改修だとか、それから、水が多く流れた

ために救助をするためのボート等の設置はしていただいたことは、これは非常に早

かったなと、これは高く評価します。 

ところが、工事着工のための、今進められておりますが、そういったときに着工

前の調査、どういうふうにしたら、この地域の被害が少なくなるだろうかというよ

うな調査をされて工事発注をされているかどうか。 

まず、町長は、先日、現場を見られたということは地域住民からもお伺いしまし

た。町長も見に来てたよということもお伺いしております。担当職員がどういうふ
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うな調査をして、どのような設計をして、どのような工事発注をしたのかというこ

となんですよ。いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） その点については、担当課長のほうで答弁をすることになりま

すけれども、現地に行って、担当課長ともどもに現地を調査したことは事実でござ

います。その中で、去年災害を受けたところにおいて排水路の断面を大きくしてい

きながら住宅地への侵入を防ぐということで、その対策を現在講じてきているとこ

ろでありますので、そういう考えのもとでやってきたかというところの具体的なこ

とについては、担当課長の答弁とさせていただきます。 

○耕地課長（竹本忠行君） 三文字地区の排水の件でございますけれども、昨年度の被

害におきまして床上浸水を発した現場でございましたので、ここにつきましての現

状といたしましては、もともと土水路でありまして、なかなか管理の行き届いてい

ない側溝でございましたので、そこにつきまして災害が起きまして、また、次の災

害、また、次の豪雨等が起こる可能性も非常に考えられると。もともと水はけの悪

いところでしたので、ここにつきましては、今の既設の土水路の幅と、それから民

家との間がさほどありませんでしたので、ここについては急ぎ広げないといけない

ということで、今、木柵で排水施設をつくっておりますけれども、本来であればコ

ンクリート造りの側溝を敷設できればよろしいんですけれども、地盤的に非常に軟

弱なところでございますので、施工いたしますと、その側溝が沈んでしまうという

ことも非常に危惧されるところでございましたので、現状の木柵で施工いたしまし

て、延長としましては大体１６３メートルほどの延長で、木柵の断面につきまして

は、深さが９０センチ、幅が大体１.３メートルでございます。 

もともと水はけの悪いところでございますので、ここ一帯の水については、ここ

ですべてを処理できるレベルではございませんけれども、ここの排水溝を広げるこ

とによって受け口をつくりまして、受ける容量を、以前よりは多くしまして、水の

浸水というのを遅らせる機能もやはり持たせておりますので、そのような考えで施

工したところでございます。 

○８番（中山美幸君） いろいろ調査をされて、現状の浸水を遅らせるというのが大き

な目標みたいなんですが。ここ四、五日前に大雨が降りました。私はそのときも現

場に行ってみました。もう既に溢れていました。上の法面とすれすれの状態になっ

ていました。そういったときに、私は現場をずっと見てきましたけども、若干、現

場を見ていただいたのかなと、真剣に現場を調査していただいたのかなというふう

に私は疑問だったんですね。それはなぜかといいますと、今、話がありましたよう

に、議長、資料の配付を希望しますので、お願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） 資料配付を許可します。 
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（資料配付） 

○８番（中山美幸君） まずですね１枚目の１の１、これは吹切橋のほうから見たとこ

ろですね。現在、先ほど課長から答弁いただきました、松による措置がしてあると

ころでございますが、その下、吹切橋方向から塞がったヒューム管、これ、私の見

解と町長の見解は違うかもしれませんが、町長、これ、何のために塞いであると思

いますか。 

○町長（東 靖弘君） そこについては、担当課長の答弁とさせてもらいます。 

○耕地課長（竹本忠行君） この１の２の施工につきましてですが、今、上のほうの反

対側にも、やはり同じような水路がありまして、そちらからの水がこちらのほうに

一気に押し寄せるという現状を、以前の側溝の時点のところで確認しておりますの

で、そういった、ここの水が非常にまた急激に増えてくるということもありました

ので、ここの１の２につきましては、こちらのほうに水が行かないように、ここの、

今見えている範囲で処理できるために、ここにつきましては塞いでいる状況でござ

います。 

○８番（中山美幸君） 私もそのように思いました。ところがですね、次のページの写

真を見てください。測ってみました。塞がれているところの反対側です。この側溝

が５００ミリあります、内径５０センチですね。そして、その底盤から、その側溝、

約２メートルありますけども、１,８００から２メートルだった思います。スケー

ルを入れて測ってみました。そしたら、その側溝の、大きな側溝、２メートル四方

ぐらいの側溝の底盤から、その側溝の入り口まで、排水の底盤まで１メートル１０

センチですね、１,１００ございます。ということは、先ほど課長が申されました

ように、こちらからの逆流がかなりあったということです。逆流していた側溝に何

本ぐらいの他からの水路が流れているかということも私は見てみました。そしたら、

約８本から９本、まだ発見できないところも、音だけはするけれども見えないとこ

ろもあります。そういったのが５００ミリの土管がそこにすべて流れてきているわ

けですね。 

それと、三文字から崎園に上がる道路、あそこの側溝もすべてそこに入ってきて

おります。そうした場合に、この側溝自体、側溝といいますか、その２メートル四

方ぐらいのところで実際にその水を排水できるかどうか。私はこれ、疑問なんです

よ。そうして、もう１つはくすはら家具の前に同じようなのが１本入っていますね。

それにもいろんなところから水路が入ってきております。 

そして、その次のページを見てください。今後施工された３の２というところを

見てください。せっかく松で広くつくっていただいたんです。ところが、これも５

００ミリのヒューム管があって排水できないんですよ、これ。その水をどうやって
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排水します。だから、私は現地に行って調査をしたのかということを聞いたんです。

現地に行って、これを調査しているんであれば、ここまで私は改修するべきだった

のかなというふうに思いますし、今、その上に、３の１、左岸側に４つか５つかあ

りますよね、水門が。この水門の管理は県がやっているんですか、本町がやってい

るんですか。まず、答えてください。 

○建設課長（時見和久君） この国道から上の２つございますけども、この樋門につき

ましては町で管理しているところです。 

○８番（中山美幸君） なぜ、ここに写真を掲載したか。これ、水門の開け閉めをした

状況が見られないんですよ、私は。ここにも登ってみました。どの程度動かしたの

かなというのも見てみました。ほとんど動いていないですね。大雨のとき、去年の

７月豪雨から昨日までといいましょうか、何回動かしましたか。 

○建設課長（時見和久君） ここについては上げ下げをいたしておりません。 

○８番（中山美幸君） 専門家に聞くのも非常に申しわけないですが、この水門は何の

ために設置してあるんですか。 

○建設課長（時見和久君） 樋門につきましては、持留川からの水の逆流を防ぐために

これで調整を行うために設置してあるものでございます。 

○８番（中山美幸君） そうであればですよ、何らかの形で稼働させたりした形跡がな

いと私はおかしいのかなというふうに思うんですよ。逆流するのを防止するため、

水面が上がったときは内水面氾濫を起こさないために、逆流で起こさないために閉

める、そして雨量の少ないときは上げるというような方法が私はされるのかなとい

うふうに理解しているんですね。そういったことが全然なされていない。 

この水門があっても、なくてもわからないというようなことしかないです、本当

は。すべて大橋から下流を全部見てみました。ほとんど管理がなされていません。

草もそのままボウボウ、足跡もないです。入った足跡もない、そういった状況が見

受けられて、私は非常に残念でした、これを動かすこともしなかったのかなと。天

井川に近い状況ですので、なかなかだろうなと思いましたけども。この水門を閉め

ておいて、ちょっと質問の後半にもなりますが、ポンプアップをしていくという方

法、建設省も持っているようですね、大きなポンプを何台か持っていて、肝属川が

氾濫しないような状況の場合は貸出もするような話もちょっとお伺いしましたが、

そういった契約といいましょうか、そういった申し入れはできないんですか。 

○町長（東 靖弘君） 大隅河川国道事務所等は毎年１回協議をしておりますので、そ

ういった必要性があったとき、そういったものに対しての貸出は可能だというよう

にお聞きしております。 

○８番（中山美幸君） 昨年の洪水のときは、私の胸の辺りまで水が来ていたんですね。
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一番深いところといいますか、今の川森鉄工の前あたり。大分引いたときは膝まで

きましたけども、最初に入ったときは胸まであったんですよ。まだ人命に影響がな

かったからよかったですけども、よかったと言っちゃちょっと語弊があるかもしれ

ません。やはり、そういったことを考えればですねそういった対策、人に被害が及

ばないような対策ということも考えていただきたいなというふうに思います。 

先ほどの質問の中にもありました、住民が住みやすいまちといいますか、若者が

住むまちといいましょうか、そういったことを考えたときに、やはり水害の多いま

ち、地盤が悪いよねというようなことがあればですね、やはりこの地域のコミュニ

ティといいますか、コンパクトシティの形成ということを考えたときにも、町長、

私はこれは対処すべきだと思うんですよ。いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） これまで三文字地区の排水のことにつきましては、大分事業も

進めてまいりました。農協通りのところも一時は冠水とかありましたので、そちら

のほうも都市下水路を整備するということで大分取り組んでまいりまして、一応改

善されてきているだろうと捉えております。 

また、昨年、浸水があって住宅への床上・床下浸水があった西三文字地区のあち

らにつきましても、これまでも豪雨が発生するたびに、たびたび冠水して通行止め

にもなっている現状であります。加えて、持留川が増水してくると、川のほうが高

くなるという状況があって、なかなか排水ができなくなる、そしてまた、さっき、

樋門も逆流するのを防ぐためのものであるという説明もあったところでありますが、

どちらかというと、慢性的に浸水被害を起こしているという状況であると捉えてお

りますので、昨年の被害とか、以前の被害とか、そういったことを踏まえて、現在

も地域振興局と、あの辺一帯の治水の在り方を協議をしているところでありますの

で、やはり西三文字地区のあの辺一帯が床上・床下浸水被害等に遭わないような対

策を県とともに、県の知恵を借り、あるいは県の事業を導入しながら取り組んでい

くということを前提に、今、協議を進めているところでもあります。 

○８番（中山美幸君） 是非ですね早急にそれは、町長、対処して下さい。そうでない

と、また災害が起きて、また同じようなことが起きるじゃないですか。先ほど言い

ましたように、ボートを購入されたり、いろんなことをしていらっしゃることは評

価しますよ。そして、ＪＡ側の排水もきれいになりました。あれもいろいろと私も

調査をしました。 

次の資料を見て下さい。Ｎｏ.４ページですね。先ほど私が小さかったよと、排

水路に私は入っていました、雨靴を履いて、ちゃんと排水路の中、蓋はかぶってい

ますけれどもずっと歩いてみました。そうしたらですね問題のヒューム管、これも

５００ミリ、５０センチですよ、さっき言いました。そして、約２メートル四方ぐ
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らいの側溝についているところ、これはその側溝の底面から５０センチしかないん

ですよ、底面から５０センチしか深さがない。ということは、直径が５０センチで

すから水位が１メートル上がってくると水は流れないということじゃないですか。

ほぼ流れない。これはどうしても改善しないと、そこに溜まったままです。へたす

ると、先ほどの水門と同じで、その水路を通じて逆流してくる。そして、４の２の

国道側から角形側溝、これも２２０号線のほうから、同じところに流れ込んでいる

んですよ。これも小さな側溝です。そして、この取付の部分もですねそこに丸で書

いてありますね。ヒューム管が７センチ下がっているんですよ。だから、実際の流

れる面積というのは４３センチですよ。反対側もそうです、同じぐらい下がってい

ます、取付部分。だから、先ほど、どのような調査をされましたかということをお

伺いしたのはそこなんです。調査をされてわかっているんだったら、一緒の工事の

ときに私はこれは改修されただろうなと。そうすることがスムーズな水路の役割を

果たしていくなというふうに理解したんですが、いかがですか、町長。 

○町長（東 靖弘君） ヒューム管の中に入って調査もしたということでありますので、

それが現実の状況であります。うちの担当者で、そこまで入って調査をした上で、

こういう工事をやったかというところは定かでもありませんし、そこまではやって

いないだろうと思っております。 

そういったところからみまして、非常にこういった現実をお知らせしていただい

たということは非常にありがたく思っております。やはり、先ほども申しましたけ

れども、木柵工をして、この写真でもありますが、木柵工の蓋をしているところに

コンクリートの三面張りがあります。上流のほうから何本もの水路を経て、そこに

流れてきて、そこを越波して、昨年は小さな土側溝に水が入り込んで冠水したとい

うことであります。それで、こういった対策をまずは講じていこうということでし

たところでありますが、やはり、上流の持留川そのものじゃなくて、左岸側の現在

木柵工が講じてあるその上流からの大雨による河川の水量をどう受け止めていくか

というところが一番大きなポイントとなってくるだろうと思いますので、そういっ

たことを含めて、現在、流域治水とかいろんな新しい事業もスタートしております

から、治水の中で田んぼダムということもありますけれども、やはり、そういった

ことも含めながら県とも協議をしながら、なるべく浸水被害が発生しないような対

策を早く県等とも協議をしてまいりますが、思いはやはり安全で安心という中で、

上流からの水をどう切るか、あるいは流域治水で田んぼダムとか、あるいはため池

とかありますので、そういったものが本当につくることが被害の防止になってくる

のかということも、専門家の意見を聞きながら取り組んでいきたいと思います。 

○８番（中山美幸君） 県とかですね国との協議をされるんであれば、やはり導水路だ
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とか分水路のことも考えていただきたいんですよ。やはり、それが一番かなと私は

思います。 

緊急でやるんだったらポンプアップして流すという方法もございます。ところが

環境的にそれを改善するんであれば、やはり分水路もしくは導水路、そういったも

のを設置していく、工事をしていくということが私は一番かなというふうに思うん

ですが、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） 水を溜めないということが目的となると思いますので、分水路

とかそういったお話もありましたけど、先ほど申しました上流からの水をどう遮断

していくか、そういったことも含めながら、あの地域に水が冠水しない対策を講じ

ていくということが今、喫緊の課題であると思います。 

そのために、見させていただきましたようなこういったヒューム管等の位置の上

げ下げとかいったものが必要であればそういったこともやりますし、国道沿線のと

ころが冠水しないような対策ということも講じていかなければなりませんので、先

ほど言った流域治水も含めながら考えてみたいと思います。 

○８番（中山美幸君） 是非ですね検討していただきたい。 

また、国道２２０号を横断するということも、非常に難しい部分も出てくるだろ

うと思うんです。左岸側をずっと私は下流に下ってみました、海まで。そうしたら、

一番下流の出口、あそこら辺、かなり広いところがあるんですね。横瀬橋の下まで

導水路もしくは分水路を持っていくと、私は流れるだろうと、きれいに排水できる

だろうというふうに考えます。 

そして、町長、もう１つお伺いしたいのは、町長、もうご存じかと思いますが、

水防法という法律の中で、町長の果たす役割というのはどういうふうに謳われてい

るかというのをご存じだと思いますが、この中で組合みたいなやつ、水防組合です

か、そういったものは本町で考えて、そういった予測だとかいろんな対策を打って

いくというような考えはございませんか。 

○町長（東 靖弘君） 水を防ぐというのは、水防法といえば単純にいえばそういうこ

となんでしょうけれども、今、ちょっと担当のほうにも伺ったところでありますけ

れども、そのことについては、今、全然対応していないような感じでありました。 

そこらにつきましては、今後、早急に、どういう法律の趣旨のもとで、どういう

事業内容があってとかそういったことについては、対策をどうすべきかとかそうい

ったものについては勉強してまいりたいと思います。 

○８番（中山美幸君） 昭和２４年にその法律できていまして、その中の第３条、市町

村はその区域における水防を十分に果たすべき責任を有するということも謳ってあ

るんですね、その３条の中に。町長、これを果たすためには、やはりそういったこ
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とを考えながら水防組合といいましょうか、そういった関係の方々と一緒になって

そういったことを協議しながら、いろんな地域の、西三文字地区ではなくて、様々

な地域、持留もそうですけど、高井田もそうですよね、いろんな水害が出ておりま

すので、そういった部分の防止策ということも、庁舎内だけではなくて、そういっ

た方々との協議を加えながら、どういったふうに改善したらいいのかというような

こともですね協議をしていただいて、このまちが住みよいまちでありますように、

そしてまた、若者が住んでよかったなと、町長、いつも言われますけれども、住ん

でよかったなと思えるようなまち、そういったものをやっていただければ、行政と

して進めていただければ、もっとすばらしいかなというふうに考えますので、是非、

そこら辺は要望申し上げます。町長、ちゃんと頑張ってやっていただけますでしょ

うか。 

○町長（東 靖弘君） 災害を未然に防止するということは本当にやらなければならな

いことであって、災害復旧とかに後手、後手でまわっているような状況であります

けれども。やはり、肝心なところは、災害の少ない、災害のない、そういったとこ

ろで安全・安心な地域を形成するということがあります。 

現在、国においても防災・減災国土強靱化５か年対策ということで、５年間で１

５兆円の予算を確保している状況でありますし、豪雨等から来る災害に対する予算

ということになりますので、そういったことも視野に入れながらやっていきたいし、

先ほどの流域治水の中でも、新たな事業の中でそういう交付金事業も発生しており

ますので、そういったこともいかに活用できるかということも踏まえながら取り組

んでいきたいと思います。 

水防等につきましても、やはり流域の皆さん方と協議したりということはやらな

ければならないことでありますので、広く地権者の意見を求めながら対策等につい

ては講じてまいりたいと思います。 

○８番（中山美幸君） 是非ですね、まず、住民に軸足を置いて、住民サイドに軸足を

置いて検討をしていただきたいということと、それから、後もって同僚議員も質問

しますが、ＳＤＧｓとかＥＳＤだとかさっき言葉が出てきました。本当にそれを考

えるんであれば、もう少し真剣にそういった住民に対するサービスといいましょう

か、住民の安全・安心ということも考えていただくように強く要望申し上げまして、

私の質問を終わります。 

○議長（神﨑文男君） それでは、ここで暫時休憩いたします、１０分程度。次の始ま

りを１４時１５分から始めたいと思います。よろしくお願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時０４分 
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再開 午後２時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） それでは、休憩前に引き続き、再開いたします。 

次に、１番、平田慎一君の質問を許可いたします。 

○１番（平田慎一君） 大崎中学校だより「アクティブ大崎中」皆さん、見られたでし

ょうか。竹本校長の「論語とそろばん」の中で、「コロナ禍の中、学校の感染予防

は万全だろうか、換気や消毒の努力はしている。あと、私たちができることは、不

要不急の外出や三密を避けるなどの生活様式をできる限り守ることだけ。しかし、

僅かでも子供たちが感染する不安があれば。 

○議長（神﨑文男君） 質問の項目で言ってください。 

○１番（平田慎一君） はい。わかりました。それでは、通告に従いまして質問してま

いります。 

農林水産業の振興についてですが、中間管理機構の推移と今後の方向性について、

平成２６年度から始まって取り組まれている農地中間管理機構、いわゆる農地バン

クについて、今日までの本町の取組、貸し手と借り手の面積状況及び今後の方向性

についてお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 農地中間管理事業は、農地利用の効率化及び高度化を図り、農

業経営の拡大と生産性の向上に資することを目的に、平成２６年度から開始された

国の事業でございます。 

本町の管理機構の推移ですが、過去３か年の集積面積を申し上げます。平成３０

年度１２８.１ヘクタール、令和元年度６６.９ヘクタール、令和２年度７０.２ヘ

クタールとなっております。平成２６年度からの累計は８９７.８ヘクタールとな

りますので、大崎町の耕地面積３,９９０ヘクタールに対する集積率としまして２

２.５％となっております。 

今後の方向性につきましては、中間管理機構への集積を進めながら、認定農業者

をはじめとする中心経営体への隣接した農地の貸出が行えるように調整し、分散し

ているほ場の連単化・集約化を推進してまいります。また、農地中間管理機構関連

農地整備事業基盤整備予定地域での積極的な中心経営体への団地化を進め、耕作者

の作業効率の向上によるコスト削減や収益性の高い作物への転換を図ってまいりま

す。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。令和元年５月２４日に交付された後、

改正農地中間管理事業の推進に関する法律第２６条に記載されておりますが、市町

村は農業の中心的役割を果たす農業者と当該区域、これは農水省が省令で定めてい

るところの当該区域となりますが、この関係者と協議の場を設け、結果を取りまと



 

－ 88 － 

め、公表するとあります、この法律の中にですね。本町の取組状況、この取りまと

め状況及び結果、協議のプロセス等も含めてお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 農地中間管理事業の推進に関する法律の中に記載されておりま

す、中心経営体と関係者との協議の場を設け、結果を取りまとめ、公表となってお

りますが、現在、機構関連事業、ほ場整備予定地区、益丸地区、有村下地区を中心

に協議を行っており、地区ごとに農地の活用や中心経営体の選定を行っております。

３月までの状況をとりまとめ、６月中に公表する予定でございます。 

○１番（平田慎一君） ３月中に取りまとめて、６月に公表ということでございますが、

本町はですね中間管理機構の部分に対しては当初から力を入れている部分もござい

まして、今の現状として、益丸ほ場整備、これについては９０％以上、また、その

認可をもらうためにですね本町の職員も東京、大阪、都市部までわざわざ取りに行

くような状況がみられていて結果を出している状況ではございます。 

中間管理機構からの農地の集積・集約を行わなければならないということなんで

すけれども、法律上も含めてですね、その取組状況と農地の耕作者の選定状況、こ

れは本町は多分、町でされていると思うんですけども、その部分ですねちょっと御

説明いただきたいんですけど。 

その前に、集積と集約のちょっと違いを若干御説明すると、農地の集積とは、機

構を通して担い手への農地を集積する、いわゆる集めていくと言うことです。集約

という部分はですね担い手同士の耕作地の交換等により、そこも含めて農地をくっ

つける、１つの小さいほ場を大きくしていくという、１枚を大きくしていくという

部分が集約という部分になりますが。今、最初に言った選定状況を含めた部分の御

説明をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 農地の集積・集約に関しましては、地区ごとに重点となる中心

経営体を選定し、分散化した農地がまとまるように集積・集約を行ってまいります。 

○１番（平田慎一君） その選定なんですけども、基本的に、ちょっと御説明がなかっ

たので、多分、人・農地プラン、いわゆる、これも法律上ございますけども、多分、

ここに添ってされているというふうに思います。 

人・農地プランとは、農業者が話し合いに基づき、地域農業における中心経営体、

いわゆる地域における農業の将来の在り方などを明確化し、市町村により公表する

もので、これは平成２４年から始まっておりますが、平成２４年に開始されて、今、

ちょっと持っているデータでは平成３０年度末現在、全国１,５８３市町村におい

て１万５,４４４の区域で作成されているということになっております。この地域

の話し合いに基づくものにする観点から、いわゆるアンケートの実施、これは実は

実際、２４年からされている部分については国がですね、また改定をされているん
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ですけど、地域の話し合いに基づくものとは言い難い現状があるのではないかとい

うことで、今回、法改正というか、内容をちょっと変えて、アンケートの実施及び

アンケートに関する将来方針を作成することにより、人・農地プランの実質化を図

るものという形になっております。 

この中で、地域の話し合いを活性化して、将来にわたって地域の農地を誰が担っ

ていくのか、そして、誰に農地を集積・集約化していくのかというのを話し合うの

が、多分、この人・農地プランの根本だと思いますが、現状として、どのような仕

組みと選定と結果と方向性になっているのかお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 人・農地プランは農業者の話し合いに基づき、地域農業におけ

る中心経営体や地域ごとの農業の在り方などを明確化するものと認識しております。 

本町では、耕作者へのアンケート調査を実施し、それをもとに、７５歳未満・以

上の年齢別の図面を作成し、話し合いを行っております。平成３０年度に６地区、

令和元年度に１地区、令和２年度に１７地区の実質化を行っており、町内の全２４

地区で実質化が図られたところであります。 

昨年度は、コロナウイルス感染症拡大防止のため、農政座談会内での話し合いと

いう形で簡略化したため、話し合いは十分でありませんでした。今後は、コロナウ

イルス感染症の状況を確認し、地区ごとの中心経営体で協議を行う予定であります。 

○１番（平田慎一君） 今後、協議を行う予定であるということで、今、言われており

ますが、実はですね何でこの部分を私が質問するのかというと、実は機能していな

いということなんですよ、この集積・集約に関する部分は特にですね 

なぜかといったら、実際、それだけの仕事のキャパができる人がいるのか、いな

いのかはよくわかりませんが、農地の中間管理機構の集積、どの農家さんに渡すか

というのがですね、多分、担当課が個人的に決めている部分であると思うんですよ。

話し合いの中ではなくて、地域の方々を呼んで、じゃあこの人をという形じゃなく

て、行政側が、じゃあこの人、この人がたくさんしているから、だったらくっつけ

ようかとか、そういう判断基準であるんじゃないかなというふうに思います。 

なぜ、そこを私が言うかといったら、私も認定農業者です。当初、この中間管理

機構ができた当時に、「あなた方はこの畑、田んぼをされますか」というアンケー

トを多分出したんですよ。私もやりたいとか、じゃあ何町歩ぐらいやりたいですか

と、１件も来ないですね。周りの方々に聞いても、「いや、来たことないよ」と、

農業法人なんかは来てますけれども、やっぱりそういう現状があるというのを認識

されているのかなという。だから、公平感、不公平感、本当に町として考えている

のかなと、現状としてですね。やっぱりその辺は十二分に考えていただきたいとい

うふうに思っておりますが、いかがお考えでしょうか。 
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○町長（東 靖弘君） その点の御質問につきましては、担当課長の答弁とさせていた

だきます。 

○農林振興課長（中村富士夫君） 今、議員から御指摘ありましたけれども、なかなか

話し合いが、先ほどの町長の答弁の中でも十分でないということで、当然、認定農

業者、担い手農家ということで話し合いの中で、その中で地域の中心となる方々に

集積を図っていくというのが本来の筋でありましょうけれども、なかなか、それが

達成できていないというような状況があろうかと思いますので、今後は、また話し

合い活動を、先ほど申しましたように、いろいろな方の御意見をいただきながら、

なるべく地域の方々の担い手の中心となる方々に農地が集積できるような形で実施

してまいりたいと思います。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね広く、やっぱり認定農業者を含む農業後継者、そう

いう方々との話し合い、地域での話し合いというのをですね、やっぱり外部の方も

入れてですね、行政だけで判断するんじゃなくて、やっていって、公平性を担保し

ていただきたいというふうに思います。中間管理事業のほうは以上であれするんで

すが、次に、耕作放棄地の現状と課題について質問してまいります。 

高齢化や後継者不足で耕作放棄地等が進む中、非農地認定も年々増えている現状

であると思います。これについて、本町の耕作放棄地の現状及び非農地申請の現状

を農業委員会のほうに御質問させていただきたいと思います。 

○農業委員会会長（橋口貞夫君） 農業委員会の橋口でございます。それでは、お答え

いたします。 

令和３年３月末現在で、本町における農地面積の合計は３,９９０ヘクタールで

ございます。そのうち、耕作放棄地の現状でございますが、再生利用が可能な農地

につきましては、田が３７ヘクタール、畑が４７ヘクタールで、合計８４ヘクター

ルでございます。逆に、再生利用が困難と見込まれる農地につきましては、田畑合

計で７６ヘクタールでございます。 

なお、非農地判断済とした農地につきましては、１３２ヘクタールでございます。 

課題といたしましては、再生利用が困難な農地につきましては、農業委員会総会

におきまして非農地判断の議決を行ってまいりますが、再生利用が可能な農地につ

きましては、小規模農地や、出入口など条件的に厳しい農地が多く見られ、また、

高齢化による離農や経営規模縮小もあり、耕作者を探すのに苦慮している状況でご

ざいます。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。現状として、本町はですね耕作放棄地

は、近隣に比べたら、まだ若干少ない部分で済んでいるのかなという部分は感じて
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おります。それに併せてですね、本町の非農地の除外、もう農地ではありませんと

いう部分のですね除外申請、これは中間管理機構の部分も絡めてでしょうけど、判

断して、どんどん削っていっている部分、これがあるので、耕作放棄地の数という

のが圧縮されている部分もあるのかなというふうに思います。 

耕作放棄地とはですね、以前、耕地であったもので、過去１年以上作物を栽培せ

ず、しかも、この数年の間に再び耕作する考えのない土地と農林業センサスではい

われております、定義づけられています。つまり、耕作放棄地とは耕作が行われて

いない、近いうちに耕作栽培の予定もない、放置されている農地のことといえ、耕

作の意思はあるが、何らか理由で耕作を行っていない、放棄している土地は休耕地

といわれています。また、ここの分類としては、農地法でですけれども、遊休農地

とか荒廃農地とかという文面もあるんですけれども、耕作放棄地が増えることでど

のような要因が発生するかといえば、大まかにですね御説明させていただくと、１

つは雑草や害虫が発生する、これは農地を放置することによって雑草が生えたり、

害虫が発生したりする問題があります。十分な管理が行われず、周囲の迷惑になっ

たり、景観の悪化や周囲の農地への悪影響、特に本町では竹林、「竹がせってくる」

とよく農家さんは言われますけど、やっぱりこの竹がせってきて、同じように耕作

放棄地化していってしまうという、手間がかかってしまうという現状が、問題があ

ります。２つ目に、災害時の危険性、これは農地には洪水などの災害を防ぐ機能が

ありますが、耕作放棄地となったら、管理されなくなると農地が持つ様々な機能、

これが失われます。防災の観点からも、耕作放棄地の発生防止や解消に努めること

が求められると思います。３つ目に、これは廃棄物の不法投棄の原因となる、特に

本町は多いと思いますが、耕作放棄地への廃棄物の不法投棄は景観を損ない、自然

界への悪影響が懸念されるなど、様々な悪影響が懸念されます。また、これは農地

への再生にものすごい労力を要することになる、負荷がかかっているという部分で

も問題になると思います。４つ目に、これは後ほどの質問にも関係してきますが、

野生動物の行動圏となってしまう。中山間部、特に本町ではサルも含めてですかね、

シカ、イノシシなど野生動物が耕作放棄地をえさ場にするようになり、問題となっ

ております。耕作放棄地を拠点とすることで、人間と野生動物の距離が縮まり、周

囲の農作物被害も起こっています。 

耕作放棄地解消に対する本町の取組状況と、その効果をお示しください。 

○農業委員会会長（橋口貞夫君） 事務局長に答弁させます。 

○農委事務局長（相星永悟君） それでは、お答えいたします。 

本町の解消に向けての取組でございますけども、時期的にはちょうど今の時期で

ございますが、農業委員、それから農地利用最適化推進委員、合同で農地パトロー
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ルというのを１か月かけて行っております。そこの調査のもと得られた情報を、農

業委員、最適化推進委員ともに、貸したい、借りたい総点検ということで、１か月、

おおむね５件の農家を訪問して、これからの意向を調査するアンケートを行います

けども、昨年度からはコロナの影響でちょっと活動が滞っている状況ではございま

すが、一応、これでアンケートの集約はしていただいております。 

それから、農地パトロールの集約をもとに、所有者の方におきましては事務局か

ら、今後の意向調査の実施というのをやっておる状況でございます。 

それから、随時ではございますけれども、周辺の農家の方から、耕作放棄地に対

しての、今、平田議員が言われましたような被害が発生している状況であれば、所

有者の方に口頭あるいは文書等でその旨適切な管理をしていただくように連絡はし

ているところでございます。 

効果としましては、会長の答弁にもございましたように、条件的に悪い農地が多

く、そこが自作地として再開された農地、あるいは利用権の設定を行って農地とし

て使用に至った農地というのはそんなに多くないのが現状かと思います。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。農業委員会でもですねアンケート等を

含めて、これ、ちょっと先ほど聞き忘れた部分で、中間管理機構の部分でですね、

農業委員会もこれにちょっと絡んでいる部分がありますので、ちょっとお聞きして

おきますが。改正農地中間管理事業の推進に関する法律、これは先ほど言った同２

６条の第３項にですね、農業委員会に対しても法が定めてあります。当該協議、こ

れは先ほどの人・農地プランの部分に絡んできますけども、当該協議への円滑な実

施の協力を行うとありますが、本町農業委員会の取り組み内容、これに対するです

ね、取り組み内容と現況をちょっと先にお示しください。 

○農業委員会会長（橋口貞夫君） 事務局長に答弁させます。 

○農委事務局長（相星永悟君） それでは、お答えいたします。 

農業委員会といたしましては、農地の保有及び利用状況につきましては、農地シ

ステムを介して町側と情報の提供を行っているところでございます。また、農地の

所有者の意向につきましても、先ほどの総点検アンケートの結果を協議しておりま

す。重複いたしますけれども、コロナ禍の影響で、昨年１年間の活動はちょっと芳

しくなかった状況でございます。 

協議の場の参加についても、これまでの地域協議会への会合とか中間管理機構関

連整備事業等への農業委員の出席、協力は行っていただくように、昨年、農業委員

の改正がございましたので、農業委員会に関わる業務、いろいろと研修を行いまし

たけども、そこの中で是非とも協力は賜りたいということでお話はしているところ
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でございます。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。引き続き、農業委員会のほうも目に見

えるような取組というのをしていっていただきたいなというふうに思います。 

また、耕作放棄地の部分でですね、これは農業委員会はよくご存じだと思うんで

すけれども、本町で悪質な耕作放棄地の案件が長年放置してありました。これは、

特にハウス施設の案件ですが、賃借料を払わないだけではなく、ハウスを事業者、

これは地金屋さんですね、ここに売り払って、基礎の部分はそのまま放置して、耕

作放棄地なっている、これは同一人物による案件が複数箇所あります。これはです

ね、またハウスの使用済みビニールも何年も山積みとして放置してありまして、台

風時期には周囲に飛散しているという状況でございます。これはですね、ちょっと

私も農業委員におりましたので、そのときに、昨年の４月、農業委員会総会におい

てですね農業委員会法第３５条の報告調査の呼出・出頭を本人に求めまして、同年

の１２月までにはきちんと処理するということで総会によって御答弁しております

が、現状として全くされておりません。これにつきまして、耕作地ですね、この畑

がですね現状に復元するには、３０万円以上かかるという試算が出ている、これは

地主さんから聞いておりますけれども、そういう現状がございます。農業委員会は

よくご存じだと思うんですが、これ、農業委員会としてどのような指導、対応を行

っているのか、また、今後、行っていくのかをちょっとお聞きいたします。 

○農業委員会会長（橋口貞夫君） 事務局長に答弁させます。 

○農委事務局長（相星永悟君） お答えいたします。 

私も４月からまいりまして、このような案件が生じておったというのは初めて、

平田議員の指摘でわかりました。その後、議事録等を読みまして、過去の経緯を調

べてみましたら、議員がおっしゃりますように、農業委員会の定例委員会に出席さ

れて、御自分の言葉で何月何日まで、自分の力でどうしますと、しっかり言われて

おられます。ところが、この間お見えになって、そういう話になったわけですけど

も、私もそれまで期限内に終われば、ことはないんでしょうけども、それが過ぎて

も終わっている状況ではなかったものですから、ことの経緯を調べまして、職員に

も尋ねたところ、日にちを過ぎた後も一応、ちゃんとしてくださいとかそういうア

クションを起こしていなかったということでしたので、去る５月に３回訪問して、

３回目に会いまして、当人の方とはその旨ちゃんとしていただくようにということ

でお話は私のほうからさせていただきました。 

今後も、罰則規定があるかどうかはこれから調べていっての対応になるかと思い

ますけども、いきなり罰則を適用してとかというのもなにかと思われますので、何
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回か通って説得して、本人が自ら行動を起こして対処していただけるようになれば

と考えておりますので、訪問については間髪入れず適当な頻度で行って、本人には

説得したいと思います。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） やっぱり何十年も放置してある部分をですねやっと本人にちゃ

んとするというのを言わした部分がございますので、やっぱり農業委員会は法にの

っとって粛々と対応していただきたいなという、毅然とした対応をしていただきた

いというのを、あえてこの場で質問した意味も含めてですね対応していただきたい

なというふうに思っております。 

次に、野生鳥獣被害の対策の現状と課題についてにいきますが、野方地域を含め

中山間地域では耕作放棄地の増加の原因にもなっていますが、鳥獣害により作物の

被害が甚大なため、耕作を止める方、耕作者の農地の返納が、これ実際多くなって

おります、特に野方地域ですね。これ、農業法人の返納も含めてですが。また、海

岸沿いにも被害が出ています。国道４４８号、菱田から益丸、大丸にかけて、これ

も被害が出ております。昨年も、益丸集落でですね農地・水の環境美化活動、これ

は花植えですよね、水土里サークルでですね地元老人会がされておりましたが、そ

この道路にも大型の２頭のイノシシが出てきました。私も現場にいたんですけれど

も。その老人の方々がですね棒を持って追い払おうとするんですよね、止めました

けども。危ない、そういう状況が出ております。 

また、先週もですね実は４４８号線沿い、丸正建設の横の民家の横なんですけれ

ども、ここもですね畑を掘り起こしている状況が、これは農林振興課にも伝えまし

たけども、ありました。隣は民家があって、小さいお子さんが３人いらっしゃいま

す。親御さんが、やっぱりそとでも遊ばすこともできないという状況だというのが

ございます。これは背後地の国有林も含めてですが、鳥獣被害の部分はですね。 

これについて、今、現状としてそのような状況がある中で、本町の取組、被害状

況や対策状況も含めてですねどのようにされているのかを、まず、お聞きいたしま

す。 

○町長（東 靖弘君） 鳥獣被害対策の現況と課題を示せとの御質問でございます。令

和２年度の野生鳥獣による農作物の被害状況調査では、キャベツ等を中心としたヒ

ヨドリの被害や、水稲や甘藷を中心としたイノシシやサルによる被害が発生してい

ます。被害面積は１４５アール、被害量は３５トン、被害額は２６１万２,０００

円と確認しております。 

また、捕獲頭数につきましては、令和２年度、主な野生鳥獣で申し上げますと、

イノシシが１５６頭、タヌキが１０６匹、アナグマが５２匹となっております。野
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生鳥獣被害対策の課題としては、人の無意識な餌づけが一番の課題であり、それを

なくす対策を進めているところでございます。 

具体的には、まず、野生鳥獣について皆で学習し、その特性を知ることから始ま

り、次に、無意識な餌づけや潜み場をなくす対策につきまして、町報などを通して

広報しております。次に、ネットや電気柵等による侵入防止対策などの自己防衛対

策を推進し、実施してまいります。最後に、個人で無理な捕獲対策を猟友会等に捕

獲指示書を出して、個体の管理に努めているところでございます。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。現状として、対策をいろいろ取られて

いるという部分はあるんでしょうけども、特にイノシシの被害なんですけども、国

定公園内を含む松林周辺、特にですね。益丸プール、キャンプ場、芝生にも多数の

イノシシが出ている、これはご存じだと思います、認識されているとは思うんです

けども。本町はクロスカントリーコースを含め、施設整備を行い、観光客はスポー

ツ合宿の方、結構来られていますよね、週末も含めてですけども。ランニングコー

スとして、多数の方が訪れています。また、本町の方も、散歩やレジャーを含んで

ですね、あすぱるから回遊されている方もいらっしゃいますし、活用されておりま

すが、その場所にも結構出ています。 

これがですね実際、国有林内で箱罠しか使用できないということで、これは猟友

会の方にお聞きしましたところ、小さいイノシシか捕れないらしいです。というこ

とは、親、大きいイノシシですよね、鳥獣被害、これに対してはやっぱり捕獲でき

てない状況があるという、ちらほら見られるということです。ということは、現在、

人的被害は出ておりませんが、先ほど若干、集落の方が棒で危ないことをされてい

るとかですね現況、そういうことがありますので、人的被害が出る可能性というの

はやっぱり高いと思うんですよ。特に、この特定公園内に対しては、先ほど言いま

したように観光客を含んでキャンプの方とかですね、いろんな方が来られておりま

すので、その方々に人的被害が出るおそれもあるという、その辺の御認識と、出た

場合にどこが責任をとるのかというのを先にお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） イノシシにつきましては、近年、町中にも出没し、家庭菜園な

どが荒らされるなど、人的被害も発生することが懸念される状況が生じていること

は認識しております。 

人的被害が出た場合、どこが責任をとるのかという御質問ですが、鳥獣による農

林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する法律第４条に、市町村は被

害防止計画を定めることができるとあり、第４条第２項６号で、対象鳥獣による住

民の生命・身体または財産に係る被害が生じ、または生じるおそれがある場合の対
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処に関する事項を定めることとされておりますことから、人的被害の発生が予想さ

れる場合には、警察や猟友会など関係機関が一体となって対策を講じてまいります。 

また、責任の所在につきましては明確にできませんが、住民の安全・安心な暮ら

しを守るのは行政の責務でございますので、今後も関係機関と一体となって住民に

被害が生じないよう対策を講じてまいりたいと思います。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。今、町長が言われた各市町村によって

被害防止計画というのを策定するというふうにちょっとお伺いしました。今、実際

それが策定されているのかちょっとお聞きしてよろしいでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 担当課長の答弁とさせていただきます。 

○農林振興課長（中村富士夫君） 大崎町鳥獣被害防止計画につきましては、令和２年

度に新たにまた作成をしております。その中には、対象鳥獣の種類とかいろいろと

網羅されております。それから、年間に何頭駆除をするというような計画等も網羅

されているところでございます。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） 現状として、国有林、市町村の管轄、県・国の管轄というのが

あると思います。猟友会の方にお聞きしたところによると、先ほども言いましたよ

うに箱罠しか使用できないと、鉄砲も撃てない地域ですからね、あそこは禁猟区域

ですし。せめてですね大型のやつを獲るために別な罠、その使用もやっぱり考えて

いかなければならないんじゃないかな。これは、やっぱり県・国のほうにも町のほ

うから申し述べてですね、現状の喫緊の課題でもあると思いますので、やっぱり人

命に関わる部分もございます、その辺はですね、きちっとした対応をしていってい

ただきたいというふうに思います。 

農林振興課はですね広報紙等によって長期間、鳥獣対策に対する、町民に対する

情報発信をされておりました。だから、そこに対してはものすごい、対応的にはい

い部分なのかなというふうには思いますが、現状の駆除という部分に対しては早急

に対応していただきたいなというふうに思っておりますので、よろしくお願いいた

します。 

続きまして、全国和牛共進会の取組状況についてですが、全国の優秀な和牛を、

５年に一度、一堂に集めて、改良の成果や、その優秀性を競う大会で、全国の和牛

関係者にとっては、この大会で優秀な成績を収めることは、各都道府県の和牛ブラ

ンド向上につながることから、最も重要な大会と位置付けられております。優勝す

れば５年間、日本一のブランドが使えるわけですから、実際、今、鹿児島県は５年

使っているわけですが、称号が与えられ、それに伴う経済効果は甚大であると思い

ます。令和４年、来年ですよね、１０月に開催される予定でありますが、本町の取
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組状況をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 来年１０月に、本県で開催されます全国和牛能力共進会に向け

た本町の取組についての御質問でございます。２０１７年の全共宮城大会では鹿児

島県が団体総合第１位となり、和牛王国鹿児島の復活となるすばらしい成績を収め、

大会期間中は県、市町、農協が一体となり、大変盛り上がったと聞いております。 

また、前回大会では、若い出品者が多く、飼養管理技術の高さが感じられたと伺

っておりますので、本町でも畜産農家の高齢化が進む中、品評会に意欲のある若い

農家を育成し、熟練の管理技術を伝承しながら、行政、農協一体となり、来年の全

共鹿児島大会に本町から出品できるよう、飼養管理技術の向上に向けた取組を実施

しております。 

さらに、優良雌牛の確保も、全共鹿児島大会に向けて大事になってきますことか

ら、これまで行ってきた導入・保留助成に加え、全共対象牛に対する町独自の事業

を、より一層活用していただき、優良繁殖雌牛の導入・保留の推進を図ってまいり

たいと考えております。 

現状の取組状況としましては、第４区繁殖雌牛群及び第５区高等登録群の掘り起

こしによる対象牛の選定による巡回指導並びに集合調査を、県の推進協議会ととも

に行っております。そのほか、第６区総合評価群につきましては、このたび、大崎

町から肥育農家の素牛として３頭選抜され、出品を果たすことができたところでご

ざいます。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。本町はですね和牛の生産に対しては、

町長も力を入れておりますし、そういう現実もよく見ております。 

先般、大崎町で品評会も行われておりまして、その開催されたおりに、実は生産

者の方から、私もちょっと出席させていただいたんですが、本大会に向けての機運

の醸成が必要ではないかと、要は、いわゆる盛り上がりですよね、単純に言うとで

すね。肝属地域、鹿屋市を含む肝属のほうでは、ＪＡや民間、行政と連携した動き

があるようです、そのような話をちょっとお伺いしたんですけれども。本町ではど

うなのかと、大崎牛とアピールしている看板等も設置してあるのも見れましたけど

も、情報発信も含め、町民一体となった取組もできればというふうに、そういう話

がありましたけども、本町としてはそういう取組というのは考えていらっしゃるの

かというのをちょっとお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） 曽於地区や肝属地区のみならず、県全体で一丸となり、県庁畜

産課を中心とした実行委員会の指導のもと、対象牛の掘り起こしを３年前から行っ

てきております。 
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また、家畜人工授精士会の協力のもと、対象母牛を飼育管理している農家さんに、

候補雌雄牛の斡旋をお願いするなど努めてまいりました。その結果、鹿児島県全体

で７２頭が対象となっている全共第６区の肉牛区に、大崎町から３頭選抜されまし

た。現在も、全共第４区及び第５区の成雌牛や親子群の掘り起こしなど、積極的に

動いているところでございます。そのほか、町や県単事業における導入・保留に対

する補助事業等についても、強力に支援する準備を整えているところでございます。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。３頭選出されている、そういう部分も

町民は多分ご存じないと思います。そういう情報発信も含めてですね、伊藤知事の

ときですかね、「鹿児島の黒」として、黒牛、黒豚、黒薩摩鳥とかですね黒酢、

「鹿児島の黒」ということで戦略的にですね全国的に知名度が上がったと、皆さん、

多分御認識されていると思います。 

本町もですね黒牛をはじめ、特産品である黒豚や桜島鳥、ウナギやマンゴー、焼

酎などのですね経済的な情報発信を行えば、牛だけではなくてですね、知名度アッ

プやインバウンド、定住促進にもつなげていけるのではと思います。だから、その

辺も加味して、いろんな情報発信、複合的にですね考えていく。その折りに、この

和牛共進会という目玉の部分が来ますので、そこを頭に持ってきて内外に情報発信

していく、大崎牛というふうに言われているわけですから、それを食べられる飲食

店というのを、そこまで鹿屋市と比べては少ない、そういう部分も含めてですね民

間の知恵も入れながら情報発信していっていきたいと思いますが、町長、いかがで

しょうか。 

○町長（東 靖弘君） 「鹿児島の黒」ということで、大分話題を呼びまして、現在も

それが続いているところであります。 

本町の取組の中で、やはり黒牛は基幹産業でありますので、本当に御質問いただ

いたようにそういった黒牛、黒豚とか、あるいはブロイラーとか特産品となるもの

が多いわけですので、ちゃんとしたＰＲ戦略とも併せながら、来年度、２２年度の

全国和牛能力共進会でも宣伝ができるような工夫はしていくべきじゃないのかなと

思います。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。是非ですね良い方向で進めていってい

ただきたいというふうに思います。 

次に、リサイクル未来創生奨学金制度についてなんですけれども、大崎町が長年

取り組んできた、これは先ほど、ちょっと若干、町長も説明されておりましたが、

家庭から出された資源ごみが再び価値あるものとして活用される、持続可能な資源

循環社会づくりの一環として、大崎町で育った人材が勉学に励むことを支援し、ふ
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るさとの活性化を担う人材に成長し、再び大崎町に定住し、活躍することを促進す

るためにつくられた制度というふうに理解しております。 

まずは、奨学金制度の進捗状況をお示しいただくと同時に、連携金融機関が何行

あるのか、併せてお示しください。 

○教育長（藤井光興君） お答えいたします。 

大崎町リサイクル未来創生奨学金の現在の状況について説明いたします。リサイ

クル未来創生奨学金制度は、本町が長年取り組んできた、家庭から出された資源が

再び価値あるものとして活用される、持続可能な資源循環型社会づくりのように、

大崎町で育った人材が勉学に励むことを支援し、再び大崎町に定住し、活躍するこ

とを推進するために、平成３０年に創設した奨学金制度であります。 

具体的には、町内の金融機関、鹿児島相互信用金庫大崎支店から、リサイクル未

来創生奨学ローンを借りて返済した場合に、元金相当額については、卒業後１０年

以内に大崎町に戻って居住している期間分を、利子相当額については全期間分を助

成する制度となっております。 

現在のリサイクル未来創生プログラムの実績につきましては、令和３年５月末現

在、４６名の方々が利用しておられます。リサイクル未来創生奨学ローンの制度開

始後の利用実績につきましては、平成３０年が１人、平成３１年、令和元年が１３

名、令和２年が１３名、令和３年が１９名となっております。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。本事業はですね、子どもたちのために

はものすごくいい事業ではあるというふうに認識を私もしておりますが。本事業は

ですね、実は、これ、町民の方々から言われたんですが、連携金融機関のローンの

審査が通らずに使えなかったという案件をお聞きいたしました。この方は、結局、

別の金融機関の奨学金を借りたそうですが、本事業は町民であっても、借りれる人、

借りれない人、これが出ている状況でございます。その認識があるのか。また、認

識として、今、申請数、通った方々だけ、４２名ですか、今、教育長のお話であっ

たんですけども、何名申請したのか、何人、銀行のローンが落ちたのか、その辺の

御認識を含めて御答弁をお願いします。 

○教育長（藤井光興君） 管理課長の答弁とさせていただきます。 

○教委管理課長（上野明仁君） リサイクル未来創生奨学金制度について、毎年説明会

を実施しているんですが、説明会の参加者につきましては、平成３０年度が２３世

帯、令和元年度が２０世帯、令和２年度が１６世帯となっております。世帯で申し

上げましたのが、御夫婦で説明会に来られているケースがありますので、世帯とし

ております。 
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今御質問があった、審査に何人だめだったのかというのにつきましては、ちょっ

とこちらのほうでは把握できていないところでございます。 

○１番（平田慎一君） これは企画政策、そっちのほうは教育委員会のほうは多分、情

報を出すだけだからご存じないと思いますけど、そっちのほうは町としては全然把

握されていないということでいいんですか。 

○企画調整課長（中野伸一君） ただいま管理課長のほうから説明がありましたとおり、

いわゆる推測といいますか、説明会を受けられた方と、先ほど、実際に利用されて

いる方が４６名ということなんですが、説明に来られた方がすべて融資の申し込み

に行かれたかどうかというのはちょっとわからないところなんですが、推測として、

もし申請に行かれたとすれば、その差が何らかの理由で融資ができなかった方なの

かなというふうには思っております。 

ただ、どういう理由で審査が通らなかったかという情報については、こちらとし

ては、個人情報の観点もありますので把握はしておりません。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） 奨学金ローンの要項を見ていただいて、第５条第１項にですね、

これ、必ずということで連携金融機関が発行する奨学ローンの返済額を証する書類

の提出がないと通らないということなんですよね。私が聞いたのは１人なんですけ

れども、その方が、やっぱり数名落ちていらっしゃる方がいらっしゃるということ

で言われておりました。 

先ほど、借りれる人と借りれない人が出ている、町民の中でですね。これに対し

て、やっぱり公平性を欠く事業になっているんじゃないかなというふうに私は単純

に思いました。それでお聞きしたんですけれども。本事業の決定権を１つの銀行だ

け、要は提携機関という、１つ、相信だけですよね。１つの銀行だけの与信に委ね

ていいのか。晴れた日に傘を貸し、雨が降ったら取り上げる、これは銀行の現状で

すが、皆さんもご存じでしょう。お金や資産を持っている人だけ借りれて、一番必

要な、厳しい財政状況の方々に届いていないのは、本事業で町民格差を生んでいる

というふうに思います。ＰＤＣＡサイクル、これは行政の方もよく言われますよね、

計画の効果・検証・改善、今、チェックとアクション、検証と改善が求められると

思いますが、町長、いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 申請のことにつきましては、何件申請して、否該当が何件あっ

たというところは金融機関等に照会しても、それは個人情報ということで教えられ

ないわけであります。この制度をつくる段階に当たりましては、町内のすべての金

融機関に、こういった事業を行うということで照会をいたしました。それで、現在

は鹿児島相互信用金庫だけが申請があって、そして協議して、決定しているわけで
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ありますが、他の金融機関に対しましても、同様の取組をやはりしたほうがいいと

いう、するべきだという思いがありましたので、すべて照会もし、内容もお知らせ

したところでありますが、残念ながら１行だけに留まっているという状況でありま

す。 

○１番（平田慎一君） 特にですねコロナ禍によって、商工業者を含め事業者は赤字の

状態、厳しい状態の方々が多いです、現状としてもですね。この経済状況というの

はまだ続くと思います。また、ひとり親家族や経済的困窮者も、ますます増える現

状で、持たざる町民の皆さん、銀行の融資に通らない人が今後も増えるというふう

にやっぱり予想できると思います、単純にですね、これは。 

そんな中で、必要な町民の方々に本事業が行き届くように、やっぱり行政として

も考えていただきたい、町長としても考えていただきたい。ほかの銀行にもお話を

されたということですが、この通らなかった方はほかの金融機関で通っているとい

うことです。ということは、ほかとの契約をしておけば、この方はそれを使えたと

いう、町民格差は生まれてないということになりますので、是非、その辺はもう一

度、銀行のほうにも確認してですね、伝えて、現状認識をしていただいて、変える

部分は変えていっていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 具体的に、申請があって、融資を決定するのは金融機関であり

ますので、鹿児島相互信用金庫が１行だけとお知らせしたところでありますが、そ

この基準ということがありますので、やはり、そこの中でその基準に基づいて判断

されたという状況でありますから、そこに対して、具体的にいろいろと意見をする

ということは難しいかと思いますけれども、こういう事実があるということはお知

らせしたいと思います。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね町民格差の生まれない、いい事業でございますので、

そういう方向でですね知恵を出してやっていっていただきたいというふうに思いま

す。 

次に、コロナ対策についてですが、先般、本議会で町長より接種状況については

御説明伺っております。いろいろな部分で、接種券を３,７９０名配付し、２,９９

６名返ってきておりますとかですね。これに対して、一般の接種状況、インターネ

ット・電話による受付件数等のワクチン接種の現状と、本町が直面するいろんな課

題、接種体制についてあると思います。課題、問題点がわかっている部分でお示し

ください。 

○町長（東 靖弘君） まず、本町のワクチン接種の現状でございますが、施設入所者

を除きます６５歳以上の高齢者４,９３３人に対しましては、６月４日までに接種

券の発送を完了しております。なお、６月８日現在、町内４医療機関及び２つの集
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団接種会場での予約率は７４％、３,６４５人となっています。 

６５歳以上の高齢者の接種状況でございますが、６月８日現在、１回目の接種終

了者は２０％、７５０人で、２回接種の終了者は３％、１１７人となっております。 

今後のスケジュールとしましては、６５歳以上の高齢者の１回目接種が一定程度、

８割進んだと考えられるタイミングで、高齢者の次の接種順位の層へ接種券を発送

する予定でおります。 

次に、ワクチン接種の課題でございますが、６４歳以下の基礎疾患を有する方の

先行予約の在り方や、ワクチンロスを防ぐための取組、災害時のワクチン接種の対

応などが今後の課題として想定されますが、いずれも対応策を検討中でございます。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） 本会議の中でですね同僚議員から、これは中山議員からの質問

にもありました、また、総務厚生常任委員会でも私も御指摘させていただきました

が、電話受付について、回線不通の状態、いわゆるつながらない状態が本町、二、

三日続いたというふうに伺っております。それによって、つながらないことで連絡

を断念されている方もいるとお聞きしております。 

また、インターネットでの受付は、高齢者にとっては大変困難であります。申込

件数もそこまで多くないと思いますが、このようなことはある程度、当初から予測

の付くことであり、町民の命に関わる喫緊の案件でもあるので、やはり万全に万全

を期す体制構築、段取りが必要だったのではないかなというふうに思います。その

ことをどのように考え、対応してきたのか、また、しているのかを、まず、お聞き

いたします。 

○町長（東 靖弘君） 接種体制について、今後、どのように取組、対策・対応を行っ

ていくかとのことですが、接種体制については、引き続き、医療機関での個別接種

と公共施設での集団接種を並行して実施していく計画でございます。 

今後、６４歳以下の方が対象になってまいりますことから、働いている方が多く

いらっしゃると思います。働いている方でも接種しやすい環境が必要であると考え

ます。したがいまして、６５歳以上で実施しております日中の接種を、曽於医師会

との協議が必要になりますが、夕方まで延長することや、土日開催の集団接種にお

いても、夜間の接種も検討してまいりたいと考えております。 

○１番（平田慎一君） 夜間接種を含めて、いろいろな対応をしていくということであ

りますが、やはり、このような喫緊の事態においてはですね人的にも物的にも大き

く予算投入をしていって、そういう必要があるんじゃないか。例えば、具体的に言

うと、回線が混んでいるんだったら回線を多く、余裕を見て引くとか、人員も、今、

一生懸命、職員の方も頑張られているのは存じておりますが、その倍、２倍、３倍
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ぐらいですね、短期間でもいいわけですから増やすとかですね、そういう施策とい

うのはやっぱり必要なのではないかなと。お聞きしたところ、３回線だけというこ

とでですね、やっぱりパンクするだろうというふうに思います、そのような状態で

あればですね。その辺をやっぱり次につなげていっていただきたい、２回目の接種

も含めてですね、いただきたいというふうに思います。 

また、これは町民の方々から言われたんですけれども、ネットで予約した方はも

う２回目の接種が終わるという方がいらっしゃいます、これはお孫さんとかがネッ

トで頼んでもらったということでしたが。それより早く、ネット予約より電話で申

し込んだ方は、１回目の接種がまだ７月に入ってからという方もいらっしゃいます、

実際ですね、ご存じだと思いますけども。また、かかりつけ病院の接種状況につい

てもばらつきがあると思います。例えばはるびゅうクリニックのところはちょっと

少なかったとかですね、余ったとかですねそういうのもお聞きしておりますが、７

５歳以上の方より、６５歳の方が先に接種されていたりとか、同時期に申し込んで

ですね、そういう話もあります、いろんなそういう状況も踏まえてですねいろんな

把握はされていると思いますが。もう１つ、近隣市町ですね、若干調べてみました。

鹿屋市、輝北町のほうは各集落ごとに集団接種をして、もう２回目の接種が終わっ

ているらしいです。志布志市などは余ったワクチンを教育関係、これは幼児教育を

含みますが、先行接種する旨の通知が配付されております。また、これは志布志市

民だけではなく、志布志市の事業所で働いているすべての方、これは大崎町にお住

まいの方で志布志市で働いている方にも送付されているような状況です。 

各市町それぞれやっぱり知恵を出し、工夫をして町民のために一生懸命頑張って、

本町がしてないと言っているわけではないですよ、されております、近隣もですね。

そのような現状を町長は御認識されているのか。また、本町のワクチン接種体制に

ついて、どのような取組をやっていくべきなのかというお考えがあると思います、

今の話を聞いてですね。その辺の御説明をお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） ６５歳以上のワクチンの接種につきましては、これまでも、鹿

屋市においては医師会に、それぞれの病院に直接申し込むことができる、町外の大

崎町の人でもかかりつけ医であればそういうところで申し込みができることとか、

あるいは、曽於市、志布志市においても、６月１日から、町外の人たちの受け付け

を開始するとかという情報は、担当と連絡を取りながら聞いているところでありま

す。 

ただいま言われました、輝北町は集団接種ですべてが済んできたとか、志布志市

は余ったワクチンを６５歳の人ですかね、そういったところに使用したとか、そう

いった具体的な情報は捉えておりませんけれども、やはりできるだけ早急にすべて
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の人が、打ちたいと思っている人たちが打てるような体制づくりというのは必要で

ありますので、今後、接種を進めている中では、電話でのことで非常に回線がつな

がらなかったということもありましたけれども、それを役場に来ていただいて早急

に対応していくこととか、そういった面も含みながら情報の提供、あるいは接種が

スムースに行くような取組は十分力を入れていきたいと思います。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね、町民に対する不安を払拭していただけるような施

策をとっていっていただきたいというふうに思います。 

また、医療関係ではかかりつけ医での接種を推進しておりますよね、本町からも

多分連絡が行っていると思いますけれども、近隣病院がですね実際かかりつけ、本

町ではない方ですよね、志布志とか鹿屋の病院が本当はかかりつけなんですけれど

も、本町にて接種を希望される方々、特にこれ、病院の先生がおっしゃっていまし

たけども、基礎疾患のある方の状況把握が、現場としてはできにくいと、そういう

方々が結構来てですね状況がわからない部分があるというふうに伺っております。

本来、定期通院している患者さんが先に接種されるべきであると思うんですよ、か

かりつけの場合は特にですね。でも、それが、実際、後回しになっているという状

況でもあるというふうなお話も伺っております。 

また、国の集団接種は８割余っている状況が今あるとニュースでよくいわれてお

りますし、県の集団接種、大隅地域では串良のアリーナで行われるというふうに、

今、情報が出ておりますが、この辺の情報というのはどうなっておりますか。 

○町長（東 靖弘君） 具体的な点につきましては、担当課長の答弁とさせてもらいま

す。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

県が設置します大規模接種会場は大隅地域で串良にあります串良平和アリーナで

行われるんですけど、接種時期は、１回目については６月２１日から２５日の５日

間と、６月２８日から７月、暫時休憩をお願いしていいですか。 

○議長（神﨑文男君） 暫時休憩をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時１２分 

再開 午後３時１３分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 再開いたします。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） 大変失礼いたしました。 

大規模接種については、鹿屋会場として串良の平和アリーナで、６月２１日から

２５日の５日間と、６月２８日から７月２日までの５日間、これが第１回の接種に
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かかる分です。それから、第２回の接種については、７月１９日から７月２３日の

５日間と、７月２６日から７月３０日までの５日間、これで２回の接種をするとい

うことになっております。 

対象者の人数としては、鹿屋会場は６,０００人程度ということでございます。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） 是非ですねそういう情報も早めに町民のほうに流していただい

て、早く接種できる方にはそういうふうにさしていただきたいなというふうに思い

ます。 

またですね１回目よりワクチン接種が、２回目の接種による体調不良等の報告が

多数出ております、多分これは御認識されていると思いますが。その対応も考えて

いかなければなりません。そして、新型ウイルス、変異ウイルスのまん延というの

が出ております。若い世代の感染、学童を含む子どもたちへの感染が増えておりま

す。沖縄県は休校要請を出しましたが、密になりやすい幼児教育を含む学校教育関

係において、これは教職員も含めてですが、早いワクチン接種体制の必要性がある

と思いますが、町長の御認識と御対応をお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） 学校教育関係、幼児教育を含むにおいて、教職員への早めのワ

クチン接種の必要性についてということでございます。 

園児や児童・生徒と業務上、接触する機会の多い保育士、教職員等の方々につき

ましては、感染のリスクが高く、感染者が発生いたしますとクラスターになること

が十分考えられますので、優先度は高いと認識しているところでございます。した

がいまして、この方々につきましては、６０歳から６４歳、及び基礎疾患のある方

と合わせて、早めに接種を受けられるような体制を取ってまいります。 

○１番（平田慎一君） 教育長は、どのようにお考えでしょうか。 

○教育長（藤井光興君） 教職員については、児童・生徒と接する機会が多いので、よ

り安全・安心な教育環境を整えるためにも、早めの接種ができるのであれば、早く

ワクチン接種させたいと思います。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね未来のある子どもたちに、そういうのを未然に防止

できるようなことができるのであれば、早い接種をお願いしたい。先ほど、志布志

市などは幼児教育を含む学校の子どもたちや先生たちに、早めに余ったワクチンを

接種するというふうな案内も来ておりますので、本町も是非、早めの子どもたちに

対するワクチン接種というのも考えて、今、町長の答弁にもありましたが、やって

いただきたいというふうに思います。 

最後に、学校教育においては、コロナ禍により入学式や卒業式、その他、体育祭、

学生時代にとって一番思い出深い、思い出として残る活動やイベントが中止や縮小
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を余儀なくされておりますが、本年度もやはりそんな状況でしょうか。状況をお教

えください。 

○教育長（藤井光興君） おっしゃるとおり、いろいろ行事が組まれておりますけど、

いくつかの行事について紹介しますが、修学旅行ですけども、修学旅行は、今年は

小学校が３校、中学校は１校ですが、大崎中は５月実施を９月実施か１０月に延ば

しました。そして、福岡に行く予定を、予定を変えて長崎と佐賀と熊本に絞り込ん

で計画しています。 

それから、大崎小の修学旅行につきましては、５月に終わりました。鹿児島市内

でしたけど、無事終わりました。大変、旅行業者の配慮で、問題はなかったようで

す。 

明日から、野方小が２日間、熊本のほうに行きますけど、それについても実施の

予定です。 

もう１校、菱田小学校ですけど、５月実施でしたけど９月に延期しています。運

動会が、この前、大丸小学校が午前中実施で、地区の運動会と分けて、学校だけで

運動会をこの前の日曜日にやりました。この後につきましては、どの学校もやる予

定ですが、状況によっては、昨年みたいに、大崎中みたいに半日で済ませたりとか、

それからプログラムを縮小してやるとか、そういう方向で考えているようです。と

にかく密にならないということで実施するということで聞いております。 

あとの行事等につきましては、大体やる方向で、工夫してやる方向で進めている

ところです。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね記憶に残るようなですね、子どもたちのためにもい

ろんな活動、できる範囲でやっていただきたい。ちょっと最初の部分に、冒頭でち

ょっと言おうと思っていたんですけど、議長のほうに止められて終わりましたので。

これは竹本校長がですね、いい文章だと思います、「論語とそろばん」、私も久し

ぶりにすばらしい文章を見させていただきましたけども、やっぱり現状を悩んでい

る先生方、学習活動が優先なのか、子どもたちの安心・安全が優先なのかと問われ

れば、どちらも優先と応じます。安心・安全が担保され、学習活動がなければ、学

校は社会の役割を果たすことができません。どちらかに一方的に偏らせるわけには

いかないのです。これからも学校の日常が存続するよう、毎日工夫しながらバラン

スを取っていきますというふうな文章でした。やっぱり学校の教育の現場、これは

小学校も含めて、幼児教育も含めてですが、子どもたちのために悩み、苦悩されな

がらされているんだなというふうに思います。本来であれば、政治がそのような悩

みを起こさせないよう決断し、実行し、責任も負うべきであるというふうに私は思
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います。本町にはバランスのとれた優れた先生方がいらっしゃるんだなとうれしく

も思い、個人的には文章の下の下段のですね哲学的な内容のほうが好きでしたけど

も、本町の教育行政、町長、教育長、そして教職員の方々の方向性を１つにして、

我が国の未来を担う子どもたちの育成をお願いいたしたいというふうにお願いして

私の質問を終わります。 

○議長（神﨑文男君） 以上で、通告による一般質問は終了いたしました。これをもっ

て一般質問は終結いたします。 

ここで暫時休憩いたします。始まりの時間を１５時２５分からでよろしいですか。

暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時２０分 

再開 午後３時２５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き、再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第３１号 ２災８３５号田中橋橋梁災害復旧工事請負契約の締結につ

いて 

○議長（神﨑文男君） 日程第３、議案第３１号「２災８３５号田中橋橋梁災害復旧工

事請負契約の締結について」を議題といたします。 

   提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、昨年の７月豪雨により一部崩落した田中橋の橋梁災害復旧工事請負契約

の締結に関するものでございます。 

この工事請負契約の締結につきまして、地方自治法第９６条第１項第５号及び議

会の議決に付すべき契約並びに財産の取得または処分に関する条例第２条の規定に

より、議会の議決をお願いするものでございます。 

よろしく御審議賜り御可決くださいますようお願い申し上げます。なお、詳細に

つきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

まず、議案の説明に入ります前に、仮契約に至るまでの経緯について御説明いた

します。 

本案につきましては、５月２０日に指名委員会を開催いたしまして、大崎町内の

業者で本町の建設工事入札参加資格者格付による土木Ａ級を有する業者、６社を選

定いたしました。その後、６月７日に入札を執行し、入札の結果、徳澤建設株式会
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社が落札し、同日仮契約を締結したところであります。 

以上が、経緯でございます。 

それでは、議案書に添って御説明いたします。 

契約の目的は、２災８３５号田中橋橋梁災害復旧工事でございます。 

契約の内容は、復旧延長９.５８５メートル、幅員４メートルで、下部工と上部

工を施工することになっており、詳細は議案書に記載のとおりとなっております。 

契約の金額は、８,０３０万円でございます。 

契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。 

契約の相手方は、曽於郡大崎町菱田２５９３－１、徳澤建設株式会社、代表取締

役徳澤直紀でございます。 

なお、２枚目から参考資料として入札執行調書及び図面を添付しておりますので、

御参照いただきたいと思います。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第３１号は、会議規則第３９条第３項の規定

により委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第３１号「２災８３５号田中橋橋梁災害復旧工事請負契約の締結について」

については、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３１号「２災８３５号田中橋橋梁災害復旧工事請負契約の締結に
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ついて」は、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第３２号 ２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（下部工１工区）請

負契約の締結について 

○議長（神﨑文男君） 日程第４、議案第３２号「２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工

事（下部工１工区）請負契約の締結について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、昨年の７月豪雨により崩落した飯隈橋の橋梁災害復旧工事（下部工１工

区）の請負契約締結に関するものでございます。 

この工事請負契約の締結につきまして、地方自治法第９６条第１項第５号及び議

会の議決に付すべき契約並びに財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定によ

り、議会の議決をお願いするものでございます。 

よろしく御審議賜り御可決くださいますようお願い申し上げます。なお、詳細に

つきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

なお、仮契約に至るまでの経緯については、議案第３１号と同様でございますの

で省略させていただきます。 

それでは、議案書に添って御説明申し上げます。 

契約の目的は、２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（下部工１工区）でござい

ますが、今回の災害復旧工事につきましては、下部工の右岸側を１工区とし、左岸

側を２工区として分割発注しております。 

契約の内容は、復旧延長３７.９メートル、幅員４メートルで、橋台工1基をはじ

め、議案書に記載の工事内容となっております。 

契約の金額は、６,６５５万円でございます。 

契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。 

契約の相手方は、曽於郡大崎町神領１２５６－１、久徳建設株式会社、代表取締

役久徳博文でございます。 

なお、２枚目から参考資料として入札執行調書及び図面を添付しておりますので、

御参照いただきたいと思います。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○９番（上原正一君） 単純にですね考えたんですが、旧橋の水面からの高さと、今回

新しくできる橋の水面からの橋の渡るところの高さ、水面との。要するに、洪水に
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なったときに橋に水がかかるのか、かからないのか、旧橋より高くできるのかどう

かというところがわかっておれば、説明をお願いします。 

○建設課長（時見和久君） 済みません、水面からの高さはちょっと今資料を持ってい

ないところなんですけれども、現状としましては、今回の橋につきましては中間部

分に橋台のない構造にしておりますので、この関係で、前の高さよりも若干高くな

るというところです。流木とかそういうものがそこに引っかからないように、そう

いう構造にしたところです。 

○議長（神﨑文男君） ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第３２号は、会議規則第３９条第３項の規定

により委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第３２号「２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（下部工１工区）請負契約

の締結について」については、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３２号「２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（下部工１工区）

請負契約の締結について」は、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第３３号 ２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（下部工２工区）請

負契約の締結について 

○議長（神﨑文男君） 日程第５、議案第３３号「２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工
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事（下部工２工区）請負契約の締結について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、昨年の７月豪雨により崩落した飯隈橋の橋梁災害復旧工事（下部工２工

区）の請負契約締結に関するものでございます。 

この工事請負契約の締結につきまして、地方自治法第９６条第１項第５号及び議

会の議決に付すべき契約並びに財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定によ

り、議会の議決をお願いするものでございます。 

よろしく御審議賜り御可決くださいますようお願い申し上げます。なお、詳細に

つきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、議案書に添って御説明いたします。 

契約の目的は、２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（下部工２工区）でござい

ます。 

契約の内容は、復旧延長３７.９メートル、幅員４メートルで、橋台工1基をはじ

め、議案書に記載の内容となっております。 

契約の金額は、６,７７６万円でございます。 

契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。 

契約の相手方は、曽於郡大崎町仮宿１７４１番地、山下建設株式会社、代表取締

役山下浩二でございます。 

なお、２枚目から参考資料として入札執行調書及び図面を添付しておりますので、

御参照いただきたいと思います。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第３３号は、会議規則第３９条第３項の規定

により委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第３３号「２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（下部工２工区）請負契約

の締結について」については、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３３号「２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（下部工２工区）

請負契約の締結について」は、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第３４号 中山第二水源地調整槽築造工事請負契約の締結について 

○議長（神﨑文男君） 日程第６、議案第３４号「中山第二水源地調整槽築造工事請負

契約の締結について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、中山第二水源地調整槽築造工事請負契約の締結に関するものでございま

す。 

調整槽は、昭和５０年に鉄筋コンクリートで築造されており、４５年が経過して

いる状況でございます。鳥越配水池や永吉配水池へ直結しており、調整池として重

要は役割を果たしておりますが、耐震基準を満たしておらず、早急な更新を必要と

しているため、耐震基準を満たすステンレス製の貯水タンクを築造するものであり

ます。 

この工事請負契約の締結につきまして、地方自治法第９６条第１項第５号及び議

会の議決に付すべき契約並びに財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定によ

り、議会の議決をお願いするものでございます。 

よろしく御審議賜り御可決くださいますようお願い申し上げます。なお、詳細に

つきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

まず、議案の説明に入ります前に、仮契約に至るまでの経緯について御説明いた

します。 

本案につきましては、５月２０日に指名委員会を開催いたしまして、業務実績が

あり工事入札参加資格のある業者、３社を選定いたしました。その後、６月７日に
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入札を執行し、入札の結果、株式会社ベルテクノが落札し、６月１０日に仮契約を

締結したところであります。 

以上が、経緯でございます。 

それでは、議案書に添って御説明申し上げます。 

契約の目的は、中山第二水源地調整槽築造工事でございます。 

契約の内容は、ステンレス製調整槽、容量５００立方メートル1基でございます。 

契約の金額は、１億９３９万５,０００円でございます。 

契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。 

契約の相手方は、愛知県名古屋市中区錦３丁目５番２７号、株式会社ベルテクノ、

代表取締役鈴木洋でございます。 

なお、２枚目から参考資料として入札執行調書及び図面を添付しておりますので、

御参照いただきたいと思います。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第３４号は、会議規則第３９条第３項の規定

により委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第３４号「中山第二水源地調整槽築造工事請負契約の締結について」につい

ては、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 
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よって、議案第３４号「中山第二水源地調整槽築造工事請負契約の締結について」

は、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第３５号 小型動力ポンプ付積載車購入契約の締結について 

○議長（神﨑文男君） 日程第７、議案第３５号「小型動力ポンプ付積載車購入契約の

締結について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、小型動力ポンプ付積載車購入契約に関するものでございます。 

現在、持留分団に配備されております小型動力ポンプ付積載車の老朽化に伴いま

して、令和３年度石油貯蔵施設立地対策等交付金事業により、小型動力ポンプ付積

載車１台を購入するものであります。 

この購入契約につきまして、地方自治法第９６条第１項第８号及び議会の議決に

付すべき契約並びに財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、議会の

議決をお願いするものでございます。 

よろしく御審議賜り御可決くださいますようお願い申し上げます。なお、詳細に

つきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

まず、議案の説明に入ります前に、仮契約に至るまでの経緯について御説明いた

します。 

本案につきましては、５月２０日に物品会議で入札者等資格者推薦委員会を開催

いたしまして、県内で業務実績があり入札参加資格のある業者、４社を選定いたし

ました。その後、６月７日に入札を執行し、入札の結果、株式会社鹿児島消防防災

が落札し、同日仮契約を締結したところであります。 

以上が、経緯でございます。 

それでは、議案書に添って御説明いたします。 

契約の目的は、小型動力ポンプ付積載車の購入でございます。 

契約の内容は、小型動力ポンプ付積載車１台。４ＷＤオートマチックＷキャブ型、

主ポンプはＢ２級でございます。 

契約の金額は、１,１３３万円でございます。 

契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。 

契約の相手方は、鹿児島市南林寺町１６番６号、株式会社鹿児島消防防災、代表

取締役種子田浩市でございます。 

なお、２枚目に、参考資料として入札執行調書を添付しておりますので、御参照
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いただきたいと思います。 

以上で、説明を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○８番（中山美幸君） 確認をいたします。また今回も、車両等の型式、それから車両

のメーカー、それは問わないで同等品ということであればいいということで契約で

すか。 

○総務課長（上橋孝幸君） 過去にも同様な御質問をいただいているというふうに承知

をしているところでございますが、今回も、特に車種等のメーカー指定はしており

ません。 

○８番（中山美幸君） 車両の形状並びにエンジン等において、いろんな差が出てくる

んですよね。そういったところも、やはり、前回も言いましたけれど、同じことを

繰り返しているの、これどういうことですか。やはり、そこは自分たちの財産とな

るものですから、もう少し真剣に考えていただけないんですか。 

○総務課長（上橋孝幸君） 確かに議員のおっしゃるとおり、メーカー指定の方法もあ

ると思います。消防車は艤装を加えた特殊な車両でございます。法令や基準に適合

して、本来の目的を満たすことが重要であるというふうに認識しております。そう

いった意味からも、これまでと同様、メーカーを指定しておりません。そういった

ことで、入札参加事業者のほうも幅広い提案というのも可能であるというふうに思

っております。 

そしてまた、消防分団からも、特にどこのメーカーがいいというような御要望も

ないということもございましたので、仕様書で定めた要件を具備していれば、最低

価格を提示した業者と契約をしているという状況でございます。 

○８番（中山美幸君） 私、それには非常に疑義があるんですよ。自分で車を購入され

るときは、同一の性能であってもメーカーは問われるはずですよね。非常に私は疑

問ですよ。じゃあ、今回、この車が来たときに、ほかのメーカーの車両だったらそ

れだけの能力がないということをいっているんですか。もうちょっと考えてくださ

いよ。 

○総務課長（上橋孝幸君） 消防車両、一般車両と若干違うのかなというふうに思って

おります。消防車両は特殊な装備を備えた緊急車両として、道路運送車両法や保安

基準に適合していることが求められております。そういった基準を満たしているこ

とが前提条件となっておりますので、メーカー指定は行わず、車両の規格や機能、

装備などを仕様書に定め、入札を行っているという状況でございます。 

それから、今回は地元の消防分団の御希望により、オートマチックがいいという

ことでございました。車種についてはいろいろメーカーはありますけれども、マニ
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ュアルはたくさんあるんですが、オートマチックとなると限られたメーカーしか、

今のところは取り扱っていないというところもございましたので、そういった意味

からも、今回は特段メーカー指定というのはしていないところでございます。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） オートマチックであろうとマニュアルであろうと、ほかにも会

社があるわけじゃないですか。オートマチックは１社しかないということはないん

でしょう。じゃあ、この入札をされた車両のメーカー、型式を教えてください。 

○総務課長（上橋孝幸君） オートマチックについては、業者から聞いた情報によりま

すと、いすゞと三菱の２社があるというふうに聞いております。 

型式については、現在資料がございませんので、申し訳ございませんが。 

○議長（神﨑文男君） ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第３５号は、会議規則第３９条第３項の規定

により委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第３５号「小型動力ポンプ付積載車購入契約の締結について」については、

可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３５号「小型動力ポンプ付積載車購入契約の締結について」は、

可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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○議長（神﨑文男君） 以上を持って、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。お疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後３時４８分 
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令和３年第２回大崎町議会定例会会議録（第３号） 

 

令和３年６月２２日 

午前１０時００分開議 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名（５番，６番） 

日程第２ 議案第２６号 大崎町町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

（文教経済常任委員長報告） 

日程第３ 議案第２３号 令和３年度大崎町一般会計補正予算（第２号） 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第４ 議案第２４号 令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算 

（第１号）      （総務厚生常任委員長報告） 

日程第５ 議案第３０号 第３次大崎町総合計画について 

（第３次大崎町総合計画審査特別委員長報告） 

日程第６ 同意第 ３号 教育委員会委員の任命について 

日程第７ 議員派遣の件 

日程第８ 閉会中継続審査・調査申出書 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

１番 平 田 慎 一            ７番 吉 原 信 雄 

２番 富 重 幸 博            ８番 中 山 美 幸 

３番 稲 留 光 晴 ９番 上 原 正 一 

４番 諸 木 悦 朗 １０番 小 野 光 夫 

５番 宮 本 昭 一 １１番 児 玉 孝 德 

６番 中 倉 広 文 １２番 神 﨑 文 男 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 中 村 富士夫 

副 町 長 千 歳 史 郎 耕 地 課 長 竹 本 忠 行 

教 育 長 藤 井 光 興 建 設 課 長 時 見 和 久 
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会 計管理者 西 髙 和 義 農委事務局長 相 星 永 悟 

総 務 課 長 上 橋 孝 幸 水 道 課 長 髙 田 利 郎 

企画調整課長 中 野 伸 一 教委管理課長 上 野 明 仁 

住民環境課長 岡 留 和 幸 社会教育課長 宮 本 修 一 

保健福祉課長 谷 迫 利 弘 税 務 課 長 本 松 健一郎 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 本 髙 秀 俊 

次長兼調査係長 福 永 浩 二 

議 事 係 長 上 床 就 路 

庶 務係主幹 西   ゆかり 
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開議 午前１０時０５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） これより、本日の会を開き、直ちに会議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（神﨑文男君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、５番、宮本昭一君、及び

６番、中倉広文君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 議案第２６号 大崎町町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 

○議長（神﨑文男君） 日程第２、議案第２６号「大崎町町営住宅の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

本案について、文教経済常任委員長の報告を求めます。 

○文教経済常任委員長（稲留光晴君） ただいま議題となりました議案第２６号、大崎

町町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について、文

教経済常任委員会における審査の経過と結果の報告をいたします。 

本議案は、６月８日の本会議において当委員会に付託されたもので、６月９日に

委員会を開きました。建設課長並びに関係職員の出席を求め、補足説明を受け、審

査いたしました。 

それでは、条例の概要と委員会の中での審議について報告いたします。 

町営旭ヶ丘住宅は、平成２０年３月に鹿児島県から無償譲渡されたもので、今回、

普通財産貸付住宅として管理することに伴い、条例の一部を改正するものでありま

す。旭ヶ丘町営住宅は、鉄筋コンクリート造り３階建てで、昭和５３年度に建設さ

れ、４３年が経過しております。全戸数１２戸のうち、現在２世帯のみの入居であ

り、普通財産貸付住宅に変更することにより、居住者の資格要件を緩和し活用を図

ろうとするものです。 

質疑の中で、住宅補修の補正予算が計上してあるが、入居者の確保はできるのか

との問いに対し、修繕は募集に合わせて行い、資格要件を緩和することで入居は見

込めるとの答弁でありました。 

普通財産となった場合、住宅料金が変わるのかとの問いに対し、普通財産貸付住

宅料表において建築年数等で料金が定まっており、適切な料金を維持できる。今後

は下がってくるとの答弁でありました。 

普通財産の場合、総務課管轄となるが、建設課管理のもと、問題が起きた場合、
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責任はどうなるのかとの問いに対し、建設課と総務課の間で管理のすみ分けをきち

んと行い、今後対応していきたいとの答弁でありました。さらに、現在、この町営

住宅の門柱は鹿児島県職員住宅となっているがとの問いに対し、今後調査を行い、

対応するとの答弁でありました。 

以上で質疑を終了し、討論に入りましたが討論はなく、採決の結果、議案第２６

号、大崎町町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いては、原案どおり可決すべきものと全出席委員の意見の一致をみた次第でありま

す。 

以上で、文教経済常任委員会における審査の経過と結果の報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第２６号「大崎町町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例の制定について」の委員長報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第２６号「大崎町町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例の制定について」は、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２６号「大崎町町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第２３号 令和３年度大崎町一般会計補正予算（第２号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第３、議案第２３号「令和３年度大崎町一般会計補正予算

（第２号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） ただいま議題となりました議案第２３号、令和
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３年度大崎町一般会計補正予算（第２号）について、総務厚生常任委員会における

審査の経過と結果の報告をいたします。本議案は、６月８日の本会議において当委

員会に付託されました。６月９日、全委員の出席のもと委員会を開き、担当課長及

び関係職員の出席を求め、補足説明を受け審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１,９２６万２,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０５億１,７２６万６,０００円とす

るものであります。 

補正予算の内容については、本会議において説明がなされておりますので、委員

会での主な質疑について報告をいたします。 

まず、歳出、款２、項１、目１０企画費、節１８負担金，補助及び交付金のコミ

ュニティ助成事業補助金２１０万円について、直近の数年間の採択実績はどのよう

になっているのかとの問いに対し、直近の５年間で４件の採択実績があるとの答弁

でした。さらに、この助成事業で自治公民館の増築やトイレの洋式化等は対象にな

るかとの問いに対し、コミュニティ助成事業の中のコミュニティセンター助成事業

は事業費の５分の３以内であるが、対象になるとの答弁。また、コミュニティ助成

事業の中の、一般コミュニティ助成事業と青少年健全育成助成事業は両方同時に申

請可能かとの問いに対し、採択の可否については申請内容等によると思われるが、

申請自体は可能であるとの答弁でありました。 

次に、款３、項２、目３新型コロナウイルス感染症対策事業費、節１８負担金，

補助及び交付金の子育て世帯生活支援特別給付金１,０３０万円について、対象児

童１人当たり５万円を支給するものと説明であったが、いつまでに出生した児童が

対象かとの問いに対し、基本的に４月の児童手当の支給対象児童が対象であるが、

来年２月まで生まれた子どもが対象になるとの答弁でありました。 

次に、款５、項１、目９畜産業費、節１８負担金，補助及び交付金の大崎町畜産

設置整備支援事業補助金３２０万円について、畜舎の新設等に対する補助金の説明

であったが、飼養頭数に対して堆肥舎整備の指導はなされているかとの問いに対し、

牛舎については１０頭以上を飼養する場合、堆肥舎を含む管理基準があり、今後、

増頭計画に合わせて指導はしていきたいとの答弁。さらに、予算説明で用いた資料

の中に、５年後の飼養計画が記載されているが、担当課としてはどのようにして計

画目標を達成させていく考えかとの問いに対し、補助金事業の要件である５年間で

５頭以上の増頭については達成可能と考えているが、罰則等は規定しておらず、計

画に沿った増頭をお願いしていきたいとの答弁。また、事業の対象となる畜舎整備

について、堆肥舎の工事も対象として含まれているかとの問いに対し、対象となる

のはあくまでも畜舎の整備で、堆肥舎は対象外であるとの答弁でありました。 
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次に、款８、項１、目２非常備消防費、節１８負担金，補助及び交付金の消防団

員退団慰労金補助金７３万２,０００円について、消防団員の退団に伴うものとの

説明があったが、団員数の増減について、どのような状況かとの問いに対し、団員

の定数２４０名に対し、４月１日現在、２２４名の団員数であり、定数に１６名足

りていないとの答弁がありました。 

次に、款９、項２、目１学校管理費、節１１役務費の手数料１１万４,０００円、

及び款９、項３、目１学校管理費、節１１役務費の手数料１万９,０００円につい

て、学校環境衛生基準における基準値の改正に伴い、新たな検査項目に追加すると

の説明であったが、検査結果が異常であった場合、その対策はどのように考えてい

るかとの問いに対し、検査項目を増やして、もし結果が異常であれば、基準を基に

対応していくとの答弁でありました。 

次に、歳入、款１７、項１、目１財産貸付収入、節１土地建物貸付収入の建物貸

付料（現年度分）１１２万円について、旭ヶ丘住宅を町営住宅から普通貸付住宅へ

の用途変更を行うとの説明であったが、何戸分の入居を想定しての積算かとの問い

に対し、１０戸分の積算であるとの答弁。さらに、今回の変更に合わせて、７月か

ら家賃改定を予定しているとの説明であったが、現在入居中の２戸についても、同

様に改定の考えかの問いに対し、入居中の２戸についても７月から改定するとの答

弁。また、入居者資格の要件が緩和されているとの説明があったが、要件として何

か残るのかとの問いに対し、おおむね３５歳未満であること、配偶者があることの

２つの入居者要件はなくなるが、所得要件についてはそのまま残るとの答弁であり

ました。 

以上で質疑を終結し、討論に入りましたが討論もなく、採決の結果、議案第２３

号、令和３年度大崎町一般会計補正予算（第２号）は原案のとおり可決すべきもの

と全出席委員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、総務厚生常任委員会における審査の経過と結果の報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第２３号「令和３年度大崎町一般会計補正予算（第２号）」の委員長報告に

対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 
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よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。お諮りします。議案第２３号「令和３年度大崎町一般

会計補正予算（第２号）」について、委員長の報告は原案可決であります。委員長

の報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２３号「令和３年度大崎町一般会計補正予算（第２号）」は、原

案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第２４号 令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第４、議案第２４号「令和３年度大崎町介護保険事業特別

会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） ただいま議題となりました議案第２４号、令和

３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について、審査の経過と結

果の報告をいたします。本議案は、６月８日の本会議において当委員会に付託され

たもので、６月９日、全委員出席のもと委員会を開き、保健福祉課長並びに関係職

員の出席を求め審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ４,５４９万３,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億５,５９２万６,０００円とする

ものであります。 

補正予算の内容については、本会議での説明のとおり、令和２年度分の介護給付

費国庫負担金等の確定に伴う精算のための補正でありました。 

特に質疑はなく、その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案

第２４号、令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）は、原案の

とおり可決すべきものと全委員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、総務厚生常任委員会における経過と結果について報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第２４号「令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）」の

委員長報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。お諮りします。議案第２４号「令和３年度大崎町介護

保険事業特別会計補正予算（第１号）」について、委員長の報告は、原案可決であ

ります。委員長の報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２４号「令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第１

号）」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第３０号 第３次大崎町総合計画について 

○議長（神﨑文男君） 日程第５、議案第３０号「第３次大崎町総合計画について」を

議題といたします。 

本案について、第３次大崎町総合計画審査特別委員長の報告を求めます。 

○第３次大崎町総合計画審査特別委員長（児玉孝德君） ただいま議題となりました議

案第３０号、第３次大崎町総合計画について、審査の経過と結果の報告をいたしま

す。 

本議案については、６月８日の本会議において本特別委員会に付託されたもので、

６月１０日に全委員出席のもと委員会を開催し、企画調整課長並びに関係職員の出

席を求め、補足説明を受け審査いたしました。 

この第３次大崎町総合計画は、第２次大崎町総合計画の期間終了に伴い、新たに

持続可能な大崎町を実現していくための指針として、基本構想、基本計画等を定め

るものであります。 

ＳＤＧｓ目標年である２０３０年の大崎町の姿を目指すことから、令和３年度か

ら令和１１年度までの９年間の計画期間でありますが、前半の４年間を前期計画期

間として、今回、審議の総合計画となっております。 

委員会の中での質疑について報告いたしますが、全委員出席の特別委員会であり

ましたので、質疑につきましては簡略していたします。 

特別委員会では、この第３次大崎町総合計画を実効性ある確かなものとするため

に、基本理念の中の重点目標である「仕事・経済」「人口減少対策」「教育・子育

て」「まちづくり」の４つの分野の取り組むべき目標について、中でも「人口ビジ

ョン１万人確保」は、各担当課との横の連携を強化するため戦略プロジェクトを立

ち上げるなど、実施体制を整えて目標達成に向け取り組んでいただきたいとの意見
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が出されました。 

質疑を終結し、討論に入りましたが討論はなく、討論を終結し、その後、採決に

入り、議案第３０号、第３次大崎町総合計画については、原案のとおり可決すべき

ものと、出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、第３次大崎町総合計画審査特別委員会における審査の経過と結果につい

て報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第３０号「第３次大崎町総合計画について」の委員長報告に対して、何か質

疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。この採決は、起立によって採決します。 

議案第３０号「第３次大崎町総合計画について」、委員長の報告は原案可決であ

ります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（神﨑文男君） 起立多数。 

したがって、議案第３０号「第３次大崎町総合計画について」は原案のとおり可

決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 同意第３号 教育委員会委員の任命について 

○議長（神﨑文男君） 日程第６、同意第３号「教育委員会委員の任命について」を議

題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、大崎町教育委員会委員でありました福島慎吾氏が任期途中の令和３年４

月３０日で退任されたことから、現在欠員となっております。現在欠員となってお

ります大崎町教育委員会委員に、小野まゆみ氏を任命したいので、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定に基づき議会の同意を求めるもので
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ございます。 

なお、任期は令和５年３月３１日まででございます。 

氏の住所は、大崎町仮宿１１８７番地２上三文字集落で、昭和４３年９月１０日

生まれの５２歳であります。氏は、平成元年３月に鹿児島女子短期大学児童教育学

科を御卒業後、同年４月から社会福祉法人雪山福祉会青葉保育園に入社され、３年

間、保育士として御活躍されておりましたが、御結婚を機に退職されております。

また、平成８年１０月からは家業の冨士屋製菓有限会社に入社し、平成２２年１０

月からは同社取締役として御活躍され、現在に至っております。氏は、豊かな発想

と識見を持ち、穏健中立な人物として高く評価されており、教育委員会委員として

適任であると思われますので、よろしく御審議賜り、御同意くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第３号は、会議規則第３９条第３項の規定に

より委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。同意第３号について討論はございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第３号について採決いたします。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

議場を閉鎖いたします。 

［議場閉鎖］ 

○議長（神﨑文男君） ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に１番、平田慎一君、２番、富重

幸博君、３番、稲留光晴君を指名いたします。 
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投票用紙を配付いたします。 

念のため申し上げます。本案に賛成の諸君は賛成と、反対の諸君は反対と記載願

います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（神﨑文男君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 

○議長（神﨑文男君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票を願います。 

点呼いたします。 

○事務局長（本髙秀俊君） それでは、議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、平田慎一君、２番、富重幸博君、３番、稲留光晴君、４番、諸木悦朗君、

５番、宮本昭一君、６番、中倉広文君、７番、吉原信雄君、８番、中山美幸君、９

番、上原正一君、１０番、小野光夫君、１１番、児玉孝德君。 

［投票］ 

○議長（神﨑文男君） 投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 投票漏れなしと認めます。投票を終了いたします。 

開票を行います。１番、平田慎一君、２番、富重幸博君、３番、稲留光晴君、立

会いをお願いいたします。 

［開票］ 

○議長（神﨑文男君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。 

有効投票中、賛成、１０票、反対、１票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。 

よって、同意第３号は同意することに決定いたしました。 

議場の閉鎖を解きます。 

［議場開鎖］ 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議員派遣の件 

○議長（神﨑文男君） 日程第７「議員派遣の件」を議題といたします。 
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お諮りします。 

別紙のとおり、本町議会議員を派遣したいと思いますが、これに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、別紙のとおり、本町議会議員を派遣することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 閉会中継続審査・調査申出書 

○議長（神﨑文男君） 日程第８「閉会中継続審査・調査申出書」の件を議題といたし

ます。 

委員会の決定に基づき、お手元に配付してある写しのとおり、４委員長から申し

出があります。 

お諮りします。 

４委員長の申し出のとおり決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、４委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査及び調査は可決されまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了し、本定例会の全日程

を終了いたしましたので、令和３年第２回大崎町議会定例会を閉会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１０時４５分 
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